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Ⅰ 広域緑地(普天間公園等)検討委員会等の概要 

 

 

 普天間公園を含めた広域緑地方針設定の検討においては、有識者から専門的な意見を伺う場

として、広域緑地（普天間公園等）検討委員会（以下、「検討委員会」という。）を開催し、計

画づくりに導入すべき新たな発想や具体的なアイデア等を頂いた。 

あわせて沖縄県、宜野湾市の関係部局から構成する広域緑地（普天間公園等）検討委員会幹

事会（以下、「幹事会」という。）を開催し、検討事項について協議調整を行った。 

なお、本検討委員会の開催業務は、沖縄県・宜野湾市の単独予算にて実施した。 

 

 

１）検討委員会の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 第１回 検討委員会(１／１１) 

 

・ 普天間飛行場跡地計画の今までの経緯と計画概要

・ 上位関連計画の概要 

・ 地区の自然環境について 

・ 地区の歴史・文化について 

議題 ― 検討の課題について 

整備に当たっての留意点 

○ 第２回 検討委員会(２／２) 

 

・ 自然環境についての追加資料 

・ 歴史・文化についての追加資料 

・ 事例・・・大規模公園、国営公園、いろいろな形

状の公園 

議題 ― コンセプト、基本方針等について 

○ 第３回 検討委員会(３／３) 

 

・ コンセプト、整備方針の案提示 

・ 配置、ゾーニング案の提示 

・ 施設イメージの提示 

議題 ― コンセプト、基本方針、公園緑地の範囲・

配置案等について 

第１回 幹事会 

(１／１０) 

第２回 幹事会 

(１／３１) 

第３回 幹事会 

(２／２４) 
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２）検討委員会、幹事会のメンバー 

 

■ 検討委員会 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 幹事会 

 

○ 沖縄県  

・企画部、企画部交通政策課、環境生活部自然保護課、農林水産部森林緑地課、 

商工労働部産業政策課、文化観光スポーツ部（観光政策課、観光振興課）、 

土木建築部（都市計画・モノレール課、道路街路課） 

○ 宜野湾市 

・企画部企画政策課、建設部都市計画課、教育委員会教育部文化課 
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３）広域緑地（普天間公園等）検討委員会での主な意見 

 

≪第１回検討委員会での主な意見≫ 

・ 道路構造による経済効果、地下水などの自然環境への影響は、今後十分に配慮すべき

・ 宜野湾市の将来の都市構造から、広域的な緑の位置づけを検討していくことが必要 

・ 公園緑地計画には、ランドシャフトの概念が重要。「かって何があったのか」そして「現

在の状況」をレイヤで重ねて、ビジョンを導き出すことが必要。 

・ 防災の観点から展開するなら、浸水ハザードマップを重ね合わせ検討することが必要

・ 沖縄振興に向けて、(仮)普天間公園と土地利用の連携について検討することが必要 

 

≪第２回検討委員会での主な意見≫ 

・ 宜野湾市自然環境調査(平成 16 年３月)の結果を参考にすること。着目点としては、

地下水系に沿った環境の保全、樹林地の保全、洞窟群の保全の 3 つ。特に宜野湾市は川

と地下水系で成り立っている都市であり「水系環境都市」として位置づけられるため、

地下水系や緑地の保全が重要。 

・ ランドシャフトに関して、「自然環境」と「歴史・文化」との関連性を付けていくべき

・ 東側に集積する歴史・文化、自然環境のゾーンは、テーマパーク的なものではない。

・ セクションに応じた土地利用の可能性・制約を議論すべき。コンセプトは後で組み合

わせていけばよい。 

・ 水盆を含め、洞穴や湧水口の保全が重要 

・ ランドスケープユニットごとに留意事項、関連する評価要因(自然環境、歴史・文化。

特に、「水」の評価要因は重要。)を整理した上で、ランドシャフトの構造(緑のストラク

チャー)を明確にすることが必要。この構造を明らかにした上で、沖縄振興等の価値観を

入れ込んで行くべき。 

・ 沖縄の文化的景観の縮図として、(仮称)普天間公園等全体が、「フィールド・ミュージ

アム的なもの」「ちゅらしま植物園的なもの」とすればよい 

・ もともと沖縄は低炭素社会であった。その歴史・文化を活かし、環境未来都市として、

技術開発を行っていっても良い 

・ 医療・福祉機能と公園機能との連携を考えることが必要。 

・ 「観光を科学する」ことも検討していくことが必要。 

 



 4

 

 

≪第３回検討委員会での主な意見≫ 

・ 評価要因において、「S20(接収前)樹林地、かつ、現在の樹林地」の図の植生図が、凡

例の色と合っていない。単純に「S20(接収前)樹林地、かつ、現在の樹林地」は「重要」

としているが、植生により重要度が異なり、戦後樹林化した場所でも重要な場所はある。

・ 評価要因において、かつての村落の位置は「関連」としているが、重要な保全すべき要

因ではないのか。その範囲を公園とするのか、公園以外の土地利用と位置づけるのかはそ

の後に判断すればよい。 

・ 普天間飛行場内の公園緑地の範囲を検討する図に、周辺の施設や市街地との関連や連携

がわかるように表現すべき。 

・ 公園緑地、公共施設、土地利用については、「永続的なもの」と「可変的なもの」に区

別して検討を行うべき。「可変的なもの」として、公園緑地のゾーンや公共施設からマト

リクスで表現し、土地利用の方針も含めて提示した方が良い。 

・ 公園緑地にも、「可変性のあるもの」と「可変性の無いものが」がある。公園のゾーン

には、名称を決めて方向性を明確にした方が良い。「コアゾーン」「水の回廊・コリドー」等。
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Ⅱ 広域緑地(普天間公園等)検討委員会の記録 

 

 

１．検討委員会（第１回） 

 

１）日時、場所 

○ 開催日時：平成 24 年 1 月 11 日 10:00～12:00 

○ 開催場所：沖縄県庁 12 階 第１・２会議室 

 

２）懇談会委員（敬称略） 

・琉球大学 名誉教授 ：池田孝之 

・東京大学大学院工学系研究科 教授 ：石川幹子 

・日本大学理工学部 教授 ：岸井隆幸(欠席) 

・財団法人都市緑化気候都市緑化研究所 研究部長 ：外崎公知 

・一般社団法人日本旅行業協会 沖縄支部長 ：東良和 

・沖縄国際大学総合文化学部 教授 ：宮城邦治 

・有限会社 MUI 景画 ：山口洋子 

 

３）事務局出席者（敬称略） 

・沖縄県 企画部           ：古波蔵健 

・沖縄県 企画部企画調整課      ：安里康仁、下地正之、金城新吾、塩川浩志 

・沖縄県 土木建築部道路街路課    ：赤崎勉 

・宜野湾市 基地政策部基地跡地対策課 ：比嘉秀夫、仲村等、照屋盛充、渡嘉敷真 

・宜野湾市 文化課          ：森田直哉 

・（財）都市みらい推進機構       ：高田和彦 

・（株）日本都市総合研究所       ：荒田厚、村山文人 

・玉野総合コンサルタント（株）    ：堀田保将、中垣淳一、海老瀬逸雄 

・(株)群計画              ：大門達也 

 

４）質疑内容（発言順、敬称略） 

山口委員：基地整備により地形の改変がどのようにされているか。 

宜野湾市：実際には、立ち入りができなくて詳細は不明。沢があった部分は、一部平たく埋め

られている。洞穴などは、できる限り残されている。 

外崎委員：基本的には、畑をつぶして滑走路等を作っているようだ。畑の中の小川はつぶした

が、洞穴や洞窟及び地下水系は、排水も考慮し、残している。天久・新都心に比べれば

壊されていない。文化財についてもフォローされている。 

池田委員長：P22 に接収前の緑地の位置が示されている。この資料にそのようなコメントを追

記してもらいたい。 
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石川委員：今回の資料には、植生がない。屋敷林や斜面の緑地等、それぞれの特有の植生があ

るのではないか。また、屋敷林は、文化的・景観的な意味もあり、固有名詞があるので

はないか。 

宜野湾市・沖縄県：昨年度から樹林地の調査を行っている。ガジュマルやフクギが沖縄では多

い。ただし、戦前の植生が今のままとは限らない。屋敷林は、クサテムイといい、普天

間飛行場では、神山集落のクサテムイが残っている。 

東委員 ：中部縦貫道路、宜野湾横断道路は 2 層構造になっているが、経済的波及効果の観点

からは、地表にしたほうが良いのではないか。地形、構造上の理由があるのであれば教

えてほしい。 

沖縄県 ：これは、あくまでも跡地側からの考え方である。通過交通は、地表を通したくない

という考え方である。宜野湾横断道路のトンネルは現実的ではない面もあるが、地上は

できるだけ緑にしたい考え方である。 

石川委員：道路のトンネル構造が地下水に影響を与えることも考えられる。慎重に検討してほ

しい。 

外崎委員：道路の構造により、地下水を分断するかどうかは、地下水モデルを作って計画的に

検討すべきである。どこをどのように通れば地下水に影響がないか、など。 

公園、緑地計画について、「ランドシャフト」の概念が重要。地形、植生、暮らし、

水からふるさとの景色がどうであったかの共通認識を持った上で、残すべきランドシャ

フトを考える。土地利用もみながらパーツに分けて検討すべき。 

海岸地域は津波の危険性があるのか、あるいはイノーで波が小さくなるのか、検討し

たうえで、緑地のつくりかたを考えていく必要がある。 

 

・・・・・・・・・・・・・課題について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

山口委員：普天間の公園を考える上では、宜野湾市全体のつくりから考える必要がある。コン

パクトでわかりやすいまちづくりのために都市全体を見直していくことも必要。例えば

大山地区の市街化区域を逆線引きしたり、瑞慶覧地区を含めた緑のネットワークを形成

したり。資料として都市計画図や用途見直しの考え方も掲載する必要があるのではない

か。 

外崎委員：この場で、都市計画の見直しをどうのこうのということはできない。今ある条件の

中でどこを残して、どこを整備するのかを検討すべき。 

池田委員長：本委員会の議論の中心は、普天間の中である。ここから、周辺への課題を出すこ

とは必要ではあるが。 

宜野湾市：都市計画マスタープランである、「リフレッシュプラン」を次回、出していく。 

宮城委員：周辺の都市化が、西側の湧水の量に影響をあたえる。西側の自然緑地の位置づけを

見ながら公園のあり方を検討すべきである。地下水、湧水を活用したモデル的な土地利

用の検討ができるとよい。 
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石川委員：計画づくりは、周りから攻めるやり方と、直接本丸（核心）を攻めるやり方があるが、

今回は、3 回の委員会でまとめなくてはならないため、後者で行かなくてはならない。 

以下のように整理してはどうか。 

 

Landschaft ・・・文化的景観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地 形

水

植生―どんな緑か

暮らし―S20接収前の集落

 

 

代表的な断面を表示し、それ

ぞれの特徴を現す 

湧水・大山の田芋地畑

斜面緑地

かつての集落、緑地 

オリジナル、かつて何があったか 

現在 

ビジョン 
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外崎委員：防災拠点としての位置づけを考える上で、検討材料としてハザードマップも重ねて

いってほしい。宜野湾市の現在のとてもリスキーな状態がわかれば、普天間公園での防

災拠点の位置づけも見えてくる。本来危険な区域には居住していなかったが基地に接収

されたためやむなく津波の危険性がある区域や斜面地で生活をしざるをえなかったこと

が課題としてクローズアップできる。 

宮城委員：公園の機能として、眺望を生かしたものとしてはどうか。中南部では海浜の景観、

観光は捨てている。宜野湾で海浜の景観をいかせれば、観光の価値化にもつながる。 

池田委員長：沖縄振興としての材料が少し弱い。公園だけでない、周辺の土地利用と一体とな

った考え方が必要。「ウェルネス」「研究機能」との一体化など、積極的にリンクしてい

くことが重要である。公園の中にできるもの、公園の外と連携するものを考えて、沖縄

振興に資する機能とあり方を提案してほしい。 

外崎委員：条例で定めれば、公園の中にある程度の施設ができる。 

石川委員：P10 に普天間跡地内の公園を入れ

込めば、周辺とのネットワークのなかの

位置つげが見えてくる。中間取りまとめ

のような比較ではなく、ランドシャフト

の概念から見えてくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

国営公園については、このような解析から説明できるのではないか。こういう形（返

還から復興を記念する）でつくられる国営公園は他にはない。沖縄の歴史と知らし、こ

ういう戦略でいくとよい。 

山口委員：県民の心、魂をとりもどす公園作りが必要。本土復帰とか。 

 

以上 
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２．検討委員会（第２回） 

 

１）日時、場所 

○ 開催日時：平成 24 年 2 月 2 日 14:00～17:00 

○ 開催場所：沖縄県庁 12 階 第１・２会議室 

 

２）検討委員会委員（敬称略） 

・琉球大学 名誉教授 ：池田孝之 

・東京大学大学院工学系研究科 教授 ：石川幹子 

・日本大学理工学部 教授 ：岸井隆幸（欠席） 

・財団法人都市緑化機構都市緑化研究所 研究部長 ：外崎公知 

・一般社団法人日本旅行業協会 沖縄支部長 ：東良和（欠席） 

・沖縄国際大学総合文化学部 教授 ：宮城邦治 

・有限会社 MUI 景画 ：山口洋子 

※特別傍聴者 琉球大学助教授           ：小野尋子 

 

３）事務局出席者（敬称略） 

・沖縄県 企画部           ：古波蔵健 

・沖縄県 企画部企画調整課      ：安里康仁、下地正之、塩川浩志 

・宜野湾市 基地政策部基地跡地対策課 ：比嘉秀夫、仲村等、照屋盛充、渡嘉敷真 

・宜野湾市 文化課          ：呉屋義勝 

・（財）都市みらい推進機構       ：高田和彦 

・（株）日本都市総合研究所       ：荒田厚、村山文人 

・玉野総合コンサルタント（株）    ：堀田保将、中垣淳一、海老瀬逸雄 

・(株)群計画              ：大門達也 

 

４）質疑内容（発言順、敬称略） 

 

池田：11 頁までの資料整理部分について、何かご意見はないか。 

山口：自然環境については、宜野湾市自然環境調査（平成 16 年３月）に分かりやすくまとめら

れ、評価もされているので、これも配布して頂き議論の材料としたい。 

 

※ビデオ鑑賞 

 

池田：引き続き基本方針等についてご意見を頂きたい。 

山口：自然環境調査では、環境保全の着目点として、水脈にそった環境の保全、樹林地の保全、

洞窟群の保全の３つがあげられている。このように自然環境の中でも普天間だから重要と

いうものがあるので、それをベースに考えるべきだろう。(別配布資料 P89) 

外崎：自然環境調査ではエレメント(要素)に分解して、文化財調査等とは別次元で整理されてお

り、これまではその関係性がまちづくりや土地利用計画に反映されていなかった。これら
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を包括的にランドシャフトとして扱うべきであり、「歴史」「動物」「昆虫」等の関係性が重

要である。各要素の関連性を読み解いて普天間の地物を考えるべきだろう。 

   基本方針については、①～⑦が突然に出てくる。これらが導き出された背景、普天間での

ミッションとして整理すべきだろう。 

池田：自然、歴史、文化はすべて関連しているので、これらがつながっている中で方針として整

理しなければならない。 

石川：レイヤーを重ね合わせた結果がどうかの類型、考察が必要である。沖縄振興はプランニン

グなので、基盤の上で考えることになる。基盤では水を特別な重みで考えるべきではない

か。本日は何を根拠にランドシャフトを考えていくかに主眼を置いて議論していきたい。 

   水盆と水脈の関係性を教えて頂きたい。普天間では水脈データが非常に重要であり、これ

を掘り下げていくべきである。さらに本地域では、チュンナガーなどに代表されるように

境界領域をどのように捉えるかという視点も重要と考える。 

外崎：本地域は湧水を含む水源を中心に生活が成り立っており、水を骨格と据えることが重要に

なる。 

山口：宜野湾市は川と地下水系という水で成り立っている都市である。市全体が「水系環境都市」

として位置づけ、その中で普天間と瑞慶覧（E 水盆）をどのようにしていくかを考えてい

くべきだろう。 

宮城：緑地と水系の保全は、公園緑地だけでなく、土地利用や市全体のあり方もあわせて考えて

いく必要があるだろう。 

池田：本委員会では基地の公園緑地を考えながら周辺の土地利用、市全体の関係性についても提

言していく形になるだろう。 

石川：本委員会は３回だけなので本丸をやらなければいけない。その意味では、２頁に水盆のセ

クションを加え、『やってはいけないことの基本的ルール』を検討してほしい。ここが本実

の課題であり、これがいい加減だと後につづかない。 

池田：水系、水盆を前提にしながら、土地利用面等でやってはいけないこと、活かし方を方針と

して整理してほしい。 

外崎：緑に加えて湧水・水盆を環境インフラとして評価し、保全・維持することを大前提すべき

だろう。 

   明治以降海側に道路、土地利用が展開していったが、これらは津波等のリスクがある。宜

野湾市域の避難場所などが必要であり、海側の土地利用を段階的に高台である基地側に移

すなど、考え直す必要があるのではないか。 

山口：公園の範囲を検討するにあたっては東側ゾーンの取り扱いが難しい。東側ゾーンは自然環

境と人々の生活が複雑に絡んでいた。旧集落（カー、ウタキ、道筋含む）をどう考えるか。

文化財を保全・再生するとは、具体的にどのような姿を考えるか。公園に合致するか。元々

の生活の証をこれからの時代にどうつなげるか。これらは守る・再生するだけではない。 

外崎：都市公園法の中で国・県・市が整備するものと、条例等で保全する緑地と、まちづくりの

中で緑化地域制度等対応するものを、全部包括して議論すべきではないか。少なくとも暮

らしの匂いのない、テーマパーク型の歴史公園は如何なものか？。歴史的な緑・文化財が

暮らしの中で生きており、 新の技術と歴史的知恵がうまく折り合ってまちなみができて
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いくことを考えると、単なる都市公園法の世界ではないだろう。 

石川：議論を広げてはまとまらなくなってしまう。ランドシャフトのインフラのもとに 130～

170ha をここで可能にしうるかという議論をしなければならない。更に、セクションに

応じた土地利用の可能性・制約を議論したい。コンセプトは、いろいろあるが後で組み合

わせていけばいい。公園緑地は、分散型等のパターンの議論でははなく、インフラとして

どのように収めるのが適切かをまず固めることが必要である。その後にまちの論理とあわ

せて検討することになるだろう。 

   ②洞窟に入る前の水路がどのように使われていたか、それが集落とどのように関係したか

を整理して頂き、実態に基づいたインフラの図面を作成する必要がある。 

池田：水、緑系のインフラを確認し、それをベースにして、そこから必要とされる機能・規模を

検討してほしい。 

山口：水盆そのものは地下のコンタである。 

宮城：基地内のボーリング調査ができない状況にある。地下水盆の面的広がり、厚みなどがわか

りにくいところが悩ましい。 

外崎：地下水の広がりや構造を評価しないと、どの緑地が重要かというゾーニングすらできない。 

山口：自然環境調査では、水脈の上が重要なので緑地として残してくださいとしている。また、

できるだけ水を地下に浸透させる土地利用が望ましい。 

池田：３～４本をインフラとして大事であることを認識しなければいけない。 

宮城：暮らしから追い出された、かつての故郷に帰りたいという住民の心情をくみ取る議論も必

要だろう。 

石川：ランドスケープユニットごとに留意事項、関連する評価要因（自然、水、文化等）を整理

した上で、ランドシャフトの構造（緑のストラクチャー）を明確にすることが必要。この

構造を明らかにした上で、その後に沖縄振興、低炭素社会などの価値観を入れ込んでいく

のではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

並松 

水盆水盆 

集落 集落

洞穴
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古波蔵：水盆の上には建物を建てても水位が変わるものではないだろう。 

石川：資料編２頁で、構造図をつくらないといけない。水盆のある・なしで土地利用をする際に

留意する事項があるか。 

山口：３頁の茶色い線のことろで不透水層が高くなっているため両側に水が流れるという構造で

ある。 

比嘉：地質は島尻泥岩で、高いところは尾根で分水嶺。茶色い線は不透水層の尾根である。下流

側はボーリング結果もある。その間は流域で水位が高くなっている。 

自然 歴史 評価 LA 特徴 留意事項 

水 緑      

①   ○       

②          

          

並松

水盆水盆 

集落 集落

洞穴

①

③

② 

並松

水盆水盆 

集落 集落

洞穴

①

③

② ランドシャフトの

構造を明確に 

範囲

振興

沖縄振興等の要因

をいれる。 
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池田：水盆は「高層ビルが集中して建つような場にはしない」としておけば、通常のビルが建っ

ても水盆が破壊されないのではないか。 

外崎：そうでもないのではないか。杭くらいでは、不透水層が厚いので水盆に大きな影響を与え

ないと考えられる。しかし、地下水の流れがどう変わるかは分からないので、しっかり調

査する必要がある。 

山口：水盆はドリーネ状で地下に洞穴がある。その洞穴の出口が西側のチュンナガーなどと考え

られる。洞穴の上は危ないので、その上に建物を建ててはいけないということになる。 

石川：「チュンナガーの泉などが持続可能な普天間」ということが大事なコンセプトと考える。チ

ュンナガーの水が涸れるような開発や土地利用をしない原則をここで考えないといけない。 

宮城：水盆よりは東側の湧水口が重要である。 

石川：東側に集落があったのは水の入り口があり、それを利用することが可能であったことが一

番大きな要因か。 

宮城：湧水を宜野湾、神山、新城の方々は利用していた。 

池田：神山の集落と湧水、水系、水盆という東西エリアは典型的なモデルであり、多くの人に構

造を見せられるようにつくるのが公園の一つのあり方だろう。 

宮城：普天間飛行場は、滑走路以外が芝地になっているので、そこでの浸透圧が高いため未だに

西側で湧水がでている。 

池田：少し発想を変えて、普天間で大規模な植物園はどこで成り立つか。 

石川：普天間全体を植物園にすれば良いのではないか。各ランドスケープユニットが支える固有

の植物・動物がいるので、全体として沖縄の自然の縮図が形成されるだろう。 

山口：環境インフラだと思う。然るべき所に、然るべき植物が生育していることが本来の姿。 

古波蔵：沖縄振興に向けては公園に集客力ある施設整備をすることも一つのテーマになり、植物

園もその一つとして考えている。 

外崎：沖縄県平和祈念公園がその象徴である国家間の「平和希求」というコンセプトから、９．

１１以降の世界情勢から「多文化共生」の方がなじむのではないか。国同士の戦争ない世

界から民族間の争いのない世界平和。 

石川：ワルシャワのように、徹底的に戦前の土地利用・街道・水盆を忠実に描き、今日的に必要

なもの（ 先端の低炭素など）を挿入することで画期的に面白くなるのではないか。この

ギャプでエネルギーが生まれる。この観点でコンセプトをたてると面白いメッセージが含

まれるのではないか。 

外崎：国営飛鳥歴史公園がある明日香村にスマートシティをかぶせるイメージだろう。 

山口：沖縄は元々低炭素だったので基地の下に眠っているものを掘り起こせば良いのではないか。

王様の道の途中に集落があるゾーンは非常に重要である。 

池田：地主の方々が直接住むとマンションなどが建つが、道路パターンは昔の集落を基本にする

か、道路パターンを工夫していくか。 

石川：仙台は戦災復興で道路を広げたが骨格は変わっていない。普天間でも骨格は王様の道と水

脈ではないか。 

池田：昔からある集落のコミュニティの構造を継承できないか。 

外崎：地域で支える福祉にからむ話で、コンパクトシティの下敷きとして考えていけばよいだろ
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う。 

石川：湧水や洞穴のところにコミュニティを再現した場合にどのようなことが可能か。 

山口：資料編１頁の図に文化財、集落、洞穴の情報を入れると分かりやすくなる。 

池田：国際交流などの受け皿はどのように考えたら良いか。 

石川：事務局で整理してもらった方が有り難い。 

池田：コンベンションは他地域と競合する。医療・福祉機能が重要と思うが、現在はその視点に

欠けている。 

山口：普天間跡地では、亜熱帯地域における低炭素社会の住まい方の実験モデル都市として技術

開発を行い、提供していくことが考えられる。 

   沖縄の観光は海洋博公園と首里城公園に依存しすぎている。将来の観光をより科学すべき

で、基幹産業にすえるために普天間に「観光研究所」があっても良いのではないか。 

石川：医療・福祉はとても重要なコンテンツで日本の底力になる。これらが他の地域と競合しな

いのであれば、沖縄・アジアに貢献できる重要なものになり、公園と馴染むものである。 

外崎：広域的な防災機能としては、平時のことも考えると備蓄倉庫やヘリポートより病院機能の

方が重要ではないだろうか。中核的病院の周りに福祉施設・関連企業等が立地するメディ

カル・パークも面白い。 

 

以上 
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３．検討委員会（第３回） 

 

１）日時、場所 

○ 開催日時：平成 24 年３月３日 14:00～17:00 

○ 開催場所：ホテルチュラ琉球７階 AB ホール 

 
２）検討委員会委員（敬称略） 

・琉球大学 名誉教授 ：池田孝之 

・東京大学大学院工学系研究科 教授 ：石川幹子 

・日本大学理工学部 教授 ：岸井隆幸（欠席） 

・財団法人都市緑化機構都市緑化研究所 研究部長 ：外崎公知 

・一般社団法人日本旅行業協会 沖縄支部長 ：東良和（欠席） 

・沖縄国際大学総合文化学部 教授 ：宮城邦治 

・有限会社 MUI 景画 ：山口洋子 

※特別傍聴者 琉球大学助教授           ：小野尋子 
 

３）事務局出席者（敬称略） 

・沖縄県 企画部           ：古波蔵健 

・沖縄県 企画部企画調整課      ：安里康仁、下地正之、塩川浩志 

・宜野湾市 基地政策部基地跡地対策課 ：比嘉秀夫、仲村等、照屋盛充、渡嘉敷真 

・宜野湾市 文化課          ：呉屋義勝 

・（財）都市みらい推進機構       ：佐々木健、高田和彦 

・（株）日本都市総合研究所       ：村山文人 

・玉野総合コンサルタント（株）    ：堀田保将、中垣淳一、海老瀬逸雄 

・(株)群計画              ：大門達也 

 
４）質疑内容（発言順、敬称略） 

 

山口：「戦前からの樹林地」は、特に重要な要素となっているが、集落近くの樹林は何故に戦前か

ら緑地であったか。 

「戦前からの樹林地」は遷移が進んでいると想定される。現在の植生区分を教えてほしい。 

宜野湾集落には、現在、基地関連施設が立地しているが、どの程度改変されているか。 

呉屋：「戦前からの樹林地」は、昭和 20 年の航空写真をもとに範囲を括っている。 

宜野湾集落の地上構築物は殆ど残っていない。一方で、地下構築物は宜野湾・神山・新城

集落で戦前のものが残っている。 

中垣：「戦前からの樹林地」の植生は、ヤブニッケイ群になっている。 

宮城：基地東側は石灰岩の端になっており、ヤブニッケイ群はそのような場にでてくる。「戦前か

らの樹林地」は、戦前からのものがそのまま残されているのではなく、戦後新たに再生さ

れた緑地であり、そこは遷移が進めば広葉樹のタブ林等の植生になっていくだろう。 

石川：跡地にはタブ林がないか。 
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宮城：タブ林まで遷移が進んでいない。 

山口：戦前、耕作地としての土地利用が優先される中で、森だった場には理由があるはず。何故

に森が残っているか、その森は残す価値があるかを説明頂きたい。 

石川：植生は価値判断の基準になる も重要な情報なので確実におさえたい。 

宮城：今回の緑地・樹林地の評価では、緑地の質までを評価していないだろう。 

古波蔵：宜野湾市自然環境調査（平成 16 年３月）で示された「保全を図るべき範囲」が「戦前

からの樹林地」とほぼ重なっているので重要と判断した。 

比嘉：区域については、「戦前の航空写真の樹林地」と「現在の航空写真の樹林地」が重なってい

ることで範囲を確定している。 

外崎：戦前からある緑だから重要ということではなく、その場にある緑の機能を把握・理解した

上で、保全のありようや目標像を設定することが必要だろう。緑の機能に関する議論がな

いままに、「戦前からの樹林地が重要」という評価は乱暴ではないか。 

山口：伝統的な村落景観は、公園緑地の一部にはならないという理由で評価が低くなっているが、

もう少し議論した上で判断することが必要。飛鳥の国営公園のようなものも考えられる。 

石川：西側の「戦前からの樹林地」は、先駆陽樹林となっており、日が浅い樹林地と理解できる。 

宮城：ハゼの木などのグループで、人為的な手が加わらなければ、やがてヤブニッケイ群、その

後にタブ林に遷移するだろう。 

石川：新たに配布された植生図では、ヤブニッケイ群に接して「ドブ川群落」と示されているが、

間違いではないか。このエリアは、ヤブニッケイ群から連続し、並松街道に隣接するなど

重要なところである。 

呉屋：基地東側で「ドブ川群落」と示されている図は間違いである。そこは神山集落があり、闘

牛場や古墓・拝所等が残っている。 

宮城：「ドブ川群落」は基地外で、神山集落周辺は「常緑広葉樹の先駆陽樹林」である。 

古波蔵：宜野湾市自然環境調査（平成 16 年３月）では、「保全上の核となる樹林等のまとまり」

として範囲が示されている。神山集落周辺はこの調査でまとまった樹林地がなかったとの

ことなので、重要なところとはしていない。 

外崎：平成 16 年調査では文化的資源という概念がなく、森林としてのロットの大きさが評価軸

であったが、現段階では地形や集落と一体的な緑、ランドシャフトなどの新たな視点で評

価することが必要。また、地形は谷底地形だけでなく、微地形の概念も重要と考える。 

石川：平成 16 年調査の結果が今回そのまま用いられているか。 

中垣：「戦前からの樹林地」は、土の中に昔の種等が埋まっている可能性があるため、今回の検討

では、保全することが重要とした。平成 16 年度調査は、今回の検討結果と重ね合わせて、

範囲を確認したというものである。 

山口：神山のリュウキュウチクは、建築用材に使うためにまとまってあったか。 

呉屋：神山は有名な竹の生産地であり、管理された竹林であったと聞いている。 

山口：そうであれば重要な樹林地ではないか。 

外崎：ランドスケープユニットが地表に表れたものを指すとすれば、地下水脈部分をランドスケ

ープユニットと呼ぶことが妥当か。地下水脈の地上部は周辺との違いがないのではないか。 

中垣：公園緑地として考慮すべき地上・地下の範囲を、ランドスケープユニットという名称で示



 17

している。地下水脈の地上部は透水性等の配慮が必要という認識である。 

外崎：現状評価からでてくる話ではなく、計画論が入っていると理解してよいか。 

中垣：そうである。 

池田：言葉としては、ランドスケープではなく、文化等も含んだランドシャフトの概念だろう。 

山口：伝統的な集落は、公園緑地には入れないと書かれているが、どのような判断があったか。 

古波蔵：緑・水系・生態系を基本に考えると必然的に集落は公園の範囲には入らない。集落は住

宅地に配置した方が良いという判断である。 

外崎：それは第１～２回目の議論とずれているのではないか。本委員会では施設系の緑地だけを

議論する場ではないだろう。緑には保全系・施設系があり、その取り組み主体も様々であ

る。それら緑を包括的に捉える中で、集落の屋敷林は保全系で残すと理解していた。 

今回から突然、緑は施設系で、国営公園の範囲はどこかという議論にシフトしているよう

に感じる。広域緑地の定義、普天間公園等の“等”は何かという議論を整理した方がよい。 

中垣：神山集落等は、公園内のテーマパークとしてではなく、昔の環境共生型の生活を再現する

ことが基本と考える。公園内に取り込む形、市街地の中で緑が取り囲んでいる形の両方が

考えられる。 

外崎：ランドスケープユニットの評価（22 ページ）で「保全する」という表現がある。集落の

緑についてもランドスケープユニットとして位置づける必要があるのではないか。地下水

脈の保全は必ずしも地表部を施設型公園にするとは言ってなく、重層的なランドシャフト

という概念であれば、集落の緑はユニットとして位置づけて然るべき。 

池田：集落はランドシャフトの概念からは重要な要素である。どのように活用するかは、今後の

議論であるが、保全としては集落も入れるべきではないかということ。 

石川：ランドスケープユニットの評価（22 ページ）で、いきなり公園の計画論が入っている。

まずはランドスケープユニットの事実関係のみを整理し、その上で保全や活用の議論にな

る。集落については１つの評価要因として加えていくべき。 

池田：並松街道を整備する上では、接している集落が重要な扱いになる。 

古波蔵：並松街道沿いの集落の景観等は重要なものなので、違う観点からのユニットとして評価

したい。ただし、集落を公園にするという考えは持っていない。 

石川：それは古い考えである。かつての沖縄の暮らしの知恵を今日に活かすというメッセージが

「国営公園」の重要な意義と考える。 

古波蔵：地権者としてはかつての集落を使いたいという気持ちが強いだろう。公園の中でかつて

の集落のあり方を現代風にアレンジしながら暮らしていくこともあると考えていた。 

池田：国営公園は後の議論であり、現段階ではランドシャフトで何が重要な要素かを浮かび上が

らせることが必要だろう。 

山口：他の場所との違いは、接収されて土地利用が断絶されたことである。過去の土地利用や過

去の生活の姿を今の時代につなぎ戻すことが重要と考える。基地の外と中をつないでいく

理念を基本方針の前に整理してほしい。 

将来的な土地利用を考えると、基地周辺に立地している文化・教育施設が重要である。現

在は跡地だけで自己完結しているが、周辺施設等とのつなぎが分かる図を作成し、これに

対して公園緑地がどのように寄与できるかを検討することが重要。 
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宮城：30 ページは違和感がある。基地東側は市街地と連続面になっている。跡地と周辺との関

係が分かる図があると良い。 

池田：周辺の市街地状況とどう関連づけるかを意識して考えた方が良いということだろう。 

山口：フェンスのない飛鳥タイプの国営公園について教えてほしい。 

外崎：明日香村には、歴史的風土の保全に関する厳しい法のアミがかかっており、その中に観光

振興、文化の普及啓発等の観点から国営公園を４箇所整備し、その後遺跡がでたので１箇

所の国営公園が加わった。国営飛鳥歴史公園としてはごく一部であり基本的に無料である。 

吉野ヶ里はフェンスがあり入園が有料、海洋博公園は建物施設が有料。 

山口：前回委員会で、普天間は飛鳥タイプとの話だったが、そのイメージを伺いたい。 

外崎：全体の緑の方針があった上で、施設系、規制誘導系があり、これらが一体となった姿が普

天間の目指す姿であり、全てのツールを活用して土地利用、都市計画が実現できるのでは

ないかと考えている。全域が国営公園でなく、国営公園の制度、緑地保全の制度など様々

な制度を活用して魅力的なまちにするのがこれからの時代に相応しいのではないか。 

石川：「公園機能と都市機能の連携のイメージ（30 ページ）」がアウトプットになるが、この図

は論理的に組み立てられていない。自然環境の軸が明確になってきたので、公園計画に着

地するには、あと一つのプロセスが必要だろう。 

― 普天間川等を含めて８つの軸があり、それに崖線、並松街道、道路などが入ってくる。 

― これをグリッドで組み立てると、それぞれの場所に特徴があることが分かる。 

― その場所毎に、代替不可能なユニット、様々な可能性の土地利用が考えられるユニッ

ト等に整理する。 

池田：26 ページに石川先生のプランニング論があると良いのではないか。 

石川：26 ページの白い部分を考え、重ね合わせないと公園は成り立たない。 

池田：広域緑地のゾーニング（27 ページ）で、西側ゾーンはこれまで積み上げてきた形状を踏

まえていない。ここでの公園緑地の形状は、どのように考えたら良いか。 

また、公園機能（29 ページ）は盛りだくさんという印象であるが、スポーツコンベンシ

ョンは、ここに必要なのか。沖縄には自然科学博物館がないので、このようなものを公園

の中に配置する意義があるのではないか。 

山口：西側ゾーン（29 ページ）をここにまとめた理由は如何に。 

古波蔵：東側ゾーンは地形的に凹凸があり保全・再生が基本になる。沖縄振興に向けては大勢の

人が集まり経済効果にもつながる施設として平場が必要であり、それを確保するには西側

ゾーンが適していると考えた。 

外崎：現在の滑走路部分が平場になっている。当時の地形が残っているエリアを平場にすること

に如何なる意味があるか。 

山口：中部縦貫道路と宜野湾横断道路は、計画を白紙に戻すこともあり得るか。 

池田：２つの主要幹線道路は、総合交通体系などで位置づけてきたものであり、白紙に戻ること

はないだろう。 

外崎：基地の西側は新しい都市型の土地利用で、東側は住居系の土地利用ということであるが、

都市型土地利用の公園をどう考えるかは、これまで議論がない。都市拠点ゾーン・振興拠

点ゾーンとセントラルパークをあわせて公園と都市機能が一体となったゾーンと位置づけ
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ることが考えられる。 

26 ページで青と赤を一緒にして「セントラルパークゾーン」、東側は施設型と保全型を含

めた「文化的景観ゾーン」とするのが良いのではないか。 

池田：国営公園としてまとめて管理する範囲をどうするか。21 ページの LA１、２、３、８、９

の H 型構造を国営公園としてまとめたらどうか。 

宮城：東側ゾーンは地盤が高く、雨水等が西側の湧水につながっている。東側ゾーンの緑地保全

に重点を置いてプランニングすることが必要。 

池田：「特に重要な要素」として設定した範囲（21 ページ）の面積はどの程度か。 

中垣：計測はしていないが、イメージ的には 150ha 程度で、西側ゾーンを含めると更に大きく

なる。 

石川：27 ページをベースにプランニングで着地させたい。今回は跡地内で示すが、今後は両側

の２つの川と宜野湾市全体のネットワークとの関係も必要である。 

― 斜面緑地は、基地内の緑地と同じ表現で良い。 

― 並松街道は分断要素ではなく、街道を中心としたユニットになる。 

― 不確定なユニットは、道路がどこにくるか、鉄道が通るか、どのような産業を誘致す

るかなどで決まる。 

― 緑地は確定的なことを言える。琉球石灰岩の水系や洞穴などは歴史のなかで永続性の

あるものである。 

― 「永続性のあるもの」は残し、「可変的なもの」をどうするかをグランドデザインで言

わなければいけない。 

― 「可変的なもの」は、場所を示した上で、例えば「鉄道が通るかもしれないので商業

的な機能にする可能性がある」、「海側に集客性が必要であれば、Ⅲ・Ⅳユニットはコ

アと一体的公園にすることで魅力が増すのではないか」など、代替可能な案を示せば

有効な報告書になる。 

― 不確定なものまで本委員会で言及しない方が良い。 

― 「可変的なもの」のポテンシャルのエリアを構造に基づいて表示する。それと施設の

可能性をマトリクスで表現すれば本検討委員会は着地できるだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コアゾーン 西（ハンタ緑地） 

東（文化的景観ゾーン） 
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池田：「永続性あるもの」の整理は今回できているので、「可変的な可能性」を公園側からの提案

として整理する必要がある。 

外崎：「可変性のある公園」と「可変性のない公園」の色分けをし、「可変性のある公園」を含め

絵をかく。「可変性のある公園」は形や規模が変わるが、公園機能としては重要なもの。「可

変性のある公園」に魅力的機能をつけることで事務局の意図に合致するのではないか。 

避難は交通との関係が重要になるので、避難地としての一定のまとまりある公園は交通網

を加味して決める必要がある。現在交通ネットワークが決まってないなかで、西のコアゾ

ーンの周辺に展開するオプションもあり得るとしてはどうか。 

また、個人的にはコアゾーンと一体的なセントラルパークゾーンがあると良い。 

山口：全ての評価要因の重ね図（18 ページ）でゾーニングができる。真ん中の水盆エリアに「特

に重要な要素」が集中しており、そこはコンセプトの象徴的場所としてセントラルパーク

になるというストーリー。 

外崎：大山や瑞慶覧が入ると更に良くなる。 

石川：全ての評価要因の重ね図（18 ページ）に昭和 20 年のベース図が入れば、旧海岸線等も

入るので分かりやすい。 

池田：コアゾーンと可変的なものなど、公園緑地のゾーニングがある程度の整理ができたのでは

ないか。それをもって委員会の結論とし、今後は課題を精査していきたい。本委員会は公

園緑地の検討の場なので、緑地系を中心とした範囲のなかで、可変的なものに言及するこ

とがアウトプットになるだろう。 

石川：西側の崖の部分に名前がほしい。 

宮城：崖のことは「ハンタ」と言うので、「ハンタ緑地ゾーン」で良いのではないか。 

池田：東側を文化的景観ゾーンとしたが、それば A,B･･･等のユニットを含めた概念ではある。 

外崎：防災機能は当初、かなり前面にでていたが、今回は「その他」におちている。平時は集い

の場であり、震災時は様々な機能が入る場として、まとまったオープンスペースが必要に

なる。基本方針では、沖縄振興の前に「防災機能」として明示しておいた方が良いのでは

ないか。 

 

以上 
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Ⅲ 広域緑地(普天間公園等)検討委員会幹事会の記録 

 

 

１．幹事会（第１回） 

 

１）日時、場所 

○ 開催日時：平成 2４年 1 月 10 日 15:00～17:00 

○ 開催場所：沖縄県庁 12 階 第１会議室 

 
２）幹事 

・沖縄県（企画部、企画部交通政策課、環境生活部自然保護課、農林水産部森林緑地課、商

工労働部産業政策課、文化観光スポーツ部観光政策課、文化観光スポーツ部観光

振興課、土木建築部都市計画・モノレール課、土木建築部道路街路課） 

・宜野湾市（企画部企画政策課、建設部都市計画課、教育委員会教育部文化課） 
 
３）事務局 

・沖縄県企画部企画調整課 

・宜野湾市基地政策部基地跡地対策課 

・調査受託者（（財）都市みらい推進機構、玉野総合コンサルタント（株）沖縄事務所、（株）

日本都市総合研究所、(株)群計画） 

 
４）質疑内容（発言順、敬称略） 

 

(1) 計画づくりにかかる諸状況について 

 

県企画部  ：公共交通調査は今後どのように進めていくか。 

県交通政策課：鉄軌道調査は平成 22 年度に需要予測モデルを作成し、今年度に方向性をだす

予定であるが、ルートやシステムについては今後も検討が必要になる。内閣府では引き

続き平成 24 年度から３ヶ年調査をする予定である。 

総合交通体系においては、那覇、沖縄市の拠点に普天間が加わることにより都市軸が

形成されるという考えになっている。 

県企画部  ：鉄軌道のルートは、普天間跡地を通ることで固まりつつあると考えて良いか。 

県交通政策課：その方向で良い。今後は鉄道開発と文化財保護との落としどころを課題として

検討していきたい。 

県道路街路 ：中部縦貫道路は現時点では地域高規格には指定しない方向であり、アクセスコ

ントロールした国道 330 号の浦添地区をイメージしてほしい。宜野湾横断道路はアク

セスコントロールしない平面整備の実現可能性について次年度以降検討する予定である。 

県企画部  ：中部縦貫道路が地域高規格でない場合は、２重構造とすることが難しいか。 

県道路街路課：２重構造は難しい。沖縄県内の地域高規格は全て路線で指定されているため、
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国道 330 号の一部区間である中部縦貫道路を地域高規格に指定するには、その必要性

等の検討が必要になる。 

県企画部  ：中部縦貫道路が堀割構造になると普天間公園が分断される可能性があるため部

分的に立体構造にするなどは考えられるか。 

県道路街路課：部分的な立体化の可能性はある。また、トンネル構造の場合は将来的に維持管

理が可能かという課題もある。 

県産業政策課：公共交通について、モノレールはどのように考えているか。 

県交通政策課：モノレールは高速道路までの延長が予定されていてるが、総合交通体系では別

ルートでより高速の公共交通を考えている。 

県企画部  ：今後の文化財指定の考え方を伺いたい。 

市文化課  ：将来の跡地利用については登録制度を中心に取り組んでいきたい。平成 24 年

度には地区を決めて登録制度を睨んだ協議会を立ち上げたい。 

県企画部  ：登録してしまうと開発が難しくなってしまうのではないか。 

市文化課  ：登録文化財は所有者の承諾が必要であるため現段階でなんとも言えない。埋蔵

文化財は平成 17 年度調査で重要遺跡を選定し、平成 23 年度にこのバージョンアップ

を予定している。平成 24 年度は埋蔵文化財以外の文化財の残し方を考える予定であり、

跡地計画と整合がとれるようにしていきたい。 

 

(2) 計画づくりにあたっての課題について 

 

① 地域特性（自然環境・文化財等）の活かし方 

県自然保護課：宜野湾市以南の自然環境が失われているなかで普天間基地に残されている大規

模な緑は、北部から南部に緑をつなげるために重要である。 

県森林緑地課：県の緑のあり方を示す「緑の美ら島づくり行動計画」を策定中であり平成 24 年

度からスタート予定である。普天間飛行場の緑地についても行動計画の対象にしている。 

② 沖縄振興に寄与する公園・緑地整備 

県観光政策課：文化財・自然環境を活かした観光メニューとして、並松を活用した遊歩道の整

備、自転車で廻れるルートを整備するなどが考えられる。これらは観光客だけでなく県

民も健康増進につながる。振興という意味では、宿泊・体験施設を集約することも有効

ではないか。新制度では体験施設等への税制優遇の適用も可能である。 

県産業政策課：沖縄の振興に関しては、ウォーターフロントの活用が重要だろう。ウォーター

フロントは野球場・運動場などに活用されることが多いが、産業振興を考えると公共施

設に活用することが良いかは疑問である。野球場などを避難場所として高台に移転し、

ウォーターフロント部は産業に活用するなどが考えられる。宜野湾市内での機能の再配

置も視野に入れて考える必要があるだろう。 

市企画政策課：西海岸地域の都市公園、野球場等は塩害があるため維持管理に苦労している。

それらを内陸側に移転したいという話はあるが、市街地が集積しているので一気に動か

すには跡地開発がない限り難しいだろう。また、文部科学省で都道府県に１つ総合型ス

ポーツ施設を整備する構想があった。このような施設を跡地に立地させ、中南部都市圏
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のスポーツ拠点にすることも面白いのではないか。 

市都市計画課：都市公園を高台に移すという考えは現段階ではない。 

県都市計画・モノレール課：県民が「沖縄らしさ」を求めているなかで、普天間公園は自然景

観を活かした手つかずの自然があるべき姿だと思うが、道路整備で自然が破壊されるの

ではないか。 

県の総合運動公園（約 40ha）は維持に年間３億円程度を要し、人を呼ぶためにはメ

ンテ費用もかかる。維持管理を見据えた施設計画をしっかり検討する必要がある。 

県交通政策課：市としては跡地整備の方向性をどのように考えているか。自然を残すか、都市

的開発を重視するか。 

市基地跡地対策課：平成 16 年の都市計画マスタープランでは、普天間飛行場跡地において利

便性・ネットワーク性の高い都市的土地活用を基本方向としている。将来は跡地全体が

概ね市街化区域という形を想定しており、その中で普天間公園は自然も残した都市型公

園と考えている。跡地全体で都市的土地活用を志向しながら、自然環境や歴史文化を身

近に感じるまちづくりを目指している。 

市文化課  ：文化財の残し方・活かし方は、「保全・保存・保護・再生」の４段階を考えてい

る。「保全・保存」は重要遺跡で、学問的に価値の高いもの。「保護・再生」の内容は今

後具体化していくが、お年寄りの記憶にあって残したいもの、将来にわたって跡地利用

に活かせるものなどが基本になると考えている。 

③ 広域防災機能 

県都市計画・モノレール課：防災公園としての必要面積は４ha 程度であり、100ha 規模の防

災公園はないだろう。普天間公園の一部で防災機能を持っているということであれば分

かる。 

また沖縄で避難を考えると学校等のように日差しを避ける屋根が必要となるが、公園

内に箱物を沢山つくるのは現実的ではないだろう。 

④ 目標とすべき計画規模 

県企画部  ：なぜ公園面積が 100ha かという説明は難しいが、地主会は大規模な国営公園

の誘致を決議している。土地を確保することに地主会が納得している状況は一つの追い

風になっている。 

県産業政策課：140ha の公園のイメージができないが、大規模公園にはどのようなものがあ

るか。 

県都市計画・モノレール課：中城公園が 98ha、海洋博記念公園が 70ha 程度である。また広

域公園の標準面積は 50ha 以上である。 

⑤ 大規模公園の位置づけ 

県産業政策課：既成市街地との土地の交換も視野に入れて緑の配置を市域全体で考えて行けれ

ば良いのではないか。 

県企画部  ：国営公園についてのアイデアはあるか。 

県都市計画・モノレール課：国営公園は厳しいということしかない。 

県企画部  ：今後は国営公園の要望の仕方等についても考えていきたい。 

以上 
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２．幹事会（第２回） 

 

１）日時、場所 

○ 開催日時：平成 2４年 1 月 31 日 11：00～1２:00 

○ 開催場所：沖縄県庁 5 階 第１・2 会議室 

 

２）幹事 

・沖縄県（企画部、企画部交通政策課、環境生活部自然保護課、農林水産部森林緑地課、商

工労働部産業政策課、文化観光スポーツ部観光政策課、文化観光スポーツ部観光振興課、

土木建築部都市計画・モノレール課、土木建築部道路街路課） 

・宜野湾市（企画部企画政策課、建設部都市計画課、教育委員会教育部文化課） 

 

３）事務局 

・沖縄県企画部企画調整課 

・宜野湾市基地政策部基地跡地対策課 

・調査受託者（玉野総合コンサルタント（株）沖縄事務所） 

 

４）質疑内容（発言順、敬称略） 

 

(1) コンセプト、基本方針、公園緑地の範囲・配置、機能・施設イメージについて意見交換 

 

県企画部  ：コンセプト、基本方針、公園緑地の範囲・配置、機能・施設イメージについて

関係各課の意見を伺いたい。 

第２回の委員会の主な目的は、基本方針・コンセプトについてまとめることである。国

営公園に結びつけるためのものとしたい。 

基本方針はストーリがあり、シナリオで結びコンセプトにフィードバックしたい。キー

ワードである「自然環境」「歴史・文化」「沖縄振興」には、戦前は自然・畑であったも

のが、戦争で接収され、戦後は基地となり歪んだ都市構造を返還により未来の沖縄振興

につなげるといったストーリを委員の方々に伝え、アドバイスが得られるものとしたい。 

県交通政策課：平成 22 年度に交通政策課が実施した普天間跡地のまちづくり構想の中では、

駅から公園までのイメージを P18 の札幌の事例を参考にした。P19 にあるアメーバー

状の形態の公園について、評価があれば示し、委員の方々に情報提供いてはどうか。 

   P21 の駅前空間を公園としているが集客の面からはもったいないとも考えられる。 

県企画部  ：P21 の駅前の公園空間は規模の問題など意見も分かれるところか。P18 のイ）

の中部縦貫道路の地下トンネルのイメージとして参考になるのではないか。 

県道路街路課：宜野湾市で実施されている都市交通マスタープランはＰ８にある都市計画マス

タープランと整合しているのか。 

市基地跡地対策課：都市計画マスタープランは平成１６年度に普天間飛行場が返還されたこと

を前提にした計画である。都市交通マスタープランは、県の広域交通計画や都市マスを
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上位とし、跡地からの提案を加味し将来的に整合させていく考えである。 

県企画部  ：来年度は、道路街路課のほうで跡地利用推進費により中部縦貫道路、宜野湾横

断道路の位置、構造を検討される予定。宜野湾横断道路の位置について、過去の検討で

は地下を通って国道３２９号まで通すことを検討されているがどのような考えか。 

県道路街路課：宜野湾横断道路は国道 329 号までつなぐのであればトンネル構造かと考えて

いる。中部縦貫道路は個人の意見としては基地跡地の玄関口であり沿道利用させるべき

ではないと考えており、地下構造は疑問である。仮に通過交通を通すのであれば交差点

で立体化すればよいのではないか。 

県企画部  ：幹線道路の協議会の中で、中部縦貫道路、宜野湾横断道路の位置づけは出てい

ないのか。幹線道路の協議会の位置づけがなくても計画することは可能か。 

県道路街路課：幹線道路の協議会は、高規格道路を設置するときに開催するものでそのような

案件が無い場合は開催されない。広域道路マスタープランについて開催を提案したが開

けなかった。幹線道路の協議会での位置づけがなくても、国、県、市がオーソライズさ

れていれば計画可能である。 

県企画部  ：中部縦貫道路は国道３３０号のバイパスとしての位置づけから国が事業主体と

なり、宜野湾横断道路は県が事業主体と認識している。今後すりあわせが必要である。 

県産業政策課：コンベンション機能導入をするのであれば、普天間だけで考えるのではなく返

還を機に歪んだ都市構造であるまち全体を再構築するというコンセプトが必要ではない

か。前回の中で、都市公園を高台に移すという考えは現段階ではないとの回答であった

が、市全体の都市機能の再配置する計画として位置づけるべきではないか。例えば、防

災面からウォーターフロントにある野球場・運動場を高台に移し避難地とも機能させ、

ウォーターフロントは産業地として振興を図ることが考えられる。 

市基地跡地対策課：都市マスは、普天間が返還されることを契機に市全体の“リフレッシュプ

ラン”であり、普天間を中心に歪んだ都市構造なを見直すといったコンセプトのもと作

成したものである。ただ、都市マスは、都市機能のそれぞれ施設をどうするかまでは決

めていないものである。また、普天間公園の位置づけを整理するうえでは都市の再構築

という位置づけの整理が必要と委員からも提言を受けている。 

県産業政策課：明確なメッセージが必要ではないか。コンベンション機能を持たせるのであれ

ばホテルの立地が必要。公園ではホテルなどは立地できない。その用地はビーチに面し

いることが条件となる。沖縄の振興に関しては、ウォーターフロントの活用が重要だろ

う。 

市基地跡地対策課：コンベンション誘致以降、西海岸地域の産業振興についてはこれまで議論

してきたところ。中間取りまとめでは、西海岸というよりは普天間飛行場跡地の用地を

活用しながら産業振興につなげることを内外に発信すべきと考えている。 

県企画部  ：いつ返還されるかわからない中、現段階で個別の施設を基地跡地内に配置する

とは決めきれないと思うが、市役所、消防署など基地跡地の中にもってくるという位置

づけにすることは間違いないと思う。広域構想のなかで産業のタイプとして“スポーツ

ツーリズム”という位置づけがあり公園をもってくるという可能性はあると考えてよい

のではないか。 
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県交通政策課：P8 の都市マスの図は何を示しているものなのか。“新ねたての交流ゾーン”と

は何か。 

市基地跡地対策課：“ねたて”とは、古謡「おもろさうし」に表された言葉で宜野湾市は“ねた

ての国”と歌われている。「物事の根元」又は「共同体の中心」を意味している。普天間

を新たな“ねたて”としてまちの中心としていくといことである。 

県道路街路課：資料 P4、8 など基地内の着色していない部分は何か。 

県企画部  ：大部分が畑として利用されていた。 

Ｐ１０，１１「基本方針のたたき台」の中で、｢歴史・文化｣の③文化財の保全・活用に

は、琉球文化・歴史についても触れておきたいと考えている。 

⑦広域防災拠点についてもどういった機能をもたせるかも触れておきたいと考えている。 

県道路街路課：普天間を中南部都市圏の広域防災拠点と示すことは、周辺の市町村から意見が

出ないか。那覇市などは総合公園内に防災公園機能を持っている。 

県企画部  ： 9 月か 10 月に普天間公園に関する関係市町村の会議を開催した。宜野湾市だ

けの問題ではなく沖縄全体の問題として認識してもらっている。ただ、どのような機能・

役割をもたせるかは今後議論が必要。 

県交通政策課：普天間の標高は５０～60ｍあり、津波の非難所としては良いと思われる。ただ、

ヘリポート配置した場合、またヘリコプターが飛ぶことになり違和感がある。また、地

下水、トンネルを観光に使えるのか、写真や観光として使った場合のイメージなどはあ

るのか。あれば委員の方々にもお示ししてはどうか。 

市基地跡地対策課：宜野湾市自然環境パンフレットに示されており、情報提供している。 

県企画部  ： 湧水としては国道５８号の下から出てきている。これを枯らさないように保全

することを取組むべきとし、委員からも重要課題として提言を受けている。 

市文化課  ：コンセプトの３つのキーワードは、「自然環境」には亜熱帯気候、琉球石灰岩の

段地地形など、「歴史・文化」には並松街道は琉球王国の宿道である歴史街道など、琉球

王国、独自の琉球文化に触れ、それを継承し「沖縄振興」につなげストーリとすべきと

考える。 

 

(2) その他 

 

県交通政策課：議事録は、作成のうえ再度関係各課へ調整を図られたい。 

 

以上 



 27

３．幹事会（第３回） 

 

１）日時、場所 

○ 開催日時：平成 2４年２月 24 日 11：00～1２:00 

○ 開催場所：沖縄県庁 5 階 第１・2 会議室 

 

２）幹事 

・沖縄県（企画部、企画部交通政策課、環境生活部自然保護課、欠席農林水産部森林緑地課、

商工労働部産業政策課、文化観光スポーツ部観光政策課、文化観光スポーツ部観光振興課、

土木建築部都市計画・モノレール課、土木建築部道路街路課） 

・宜野湾市（欠席企画部企画政策課、欠席建設部都市計画課、欠席教育委員会教育部文化課） 

 

３）事務局 

・沖縄県企画部企画調整課 

・宜野湾市基地政策部基地跡地対策課 

・調査受託者（玉野総合コンサルタント（株）沖縄事務所） 

 

４）質疑内容（発言順、敬称略） 

 

● コンセプト、基本方針、公園緑地の範囲・配置、機能について意見交換 

 

交通政策課：Ｐ７の丘陵斜面・谷底緑地は動植物がいて都市的利用が困難とあるがそれを示す

調査資料等を示すべき。反対に谷底も丘陵も、土地活用出来る可能性もある。 

公園利用のターゲットは沖縄県民、観光客、企業、大人、子供など、誰を対象にしてい

るのかを示すべき。そのようなことで別の切り口も見えてくるのではないか。 

企画部：ターゲットについてはＰ３０に示してある。 

玉野総合 ：西側ゾーンは企業など世界から集まって交流する場として、また、植物園等の施

設も配置される事を予想し、いろいろな人が集まる（県民・観光客）ゾーンとして考え

ている。東側のゾーンは静かに歴史文化を楽しむ場として、県民・観光客が対象である。 

   Ｐ７に関連して、生物調査の資料があり、谷底低地とか、実際どういうものがあるのか

解説を付け加えておく必要があると考える。 

企画調整課：Ｐ２０に「保全・整備を図る緑地と、生息が注目される生物」として宜野湾市が

平成 15 年に調査した資料を示している。 

宜野湾市 ：保全も重要であるが、植生・生態系を活用したいというのが宜野湾市の考え。そ

こについても検討し、良いものにしたい。 

企画部：東側の森の中に「オカヤドカリ」というのがおり、このオカヤドカリは海で産卵する。

もしかしたら洞窟の中を通っている可能性があるのではないかと、そういう意味で環境

というのは大事である。 

道路街路課：Ｐ４の検討フローにある要素は、公園内にすべてを入れ込みその場所を検討した
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ということなのか、それとも入るものも入らないものも抽出したのか、どちらか。 

玉野総合 ：考えられるものを紹介している。当然その範囲・規模によるとすべてが入る訳で

はない。 県内の色々な他の場所・跡地との関係があるので、今後はそれを調整しながら、

ここに配置するものを考えていくものとなっている。 

企画部：当初は、自然・文化・歴史と振興は同じレベルで考えていて、そこに人を呼び込む施

設は何かを考えてきた。しかし、一番大事なもの、地形や文化や水とか、そのようなも

のからストーリ生まれ、横から産業が付加され良いものになる。Ｐ２９には予想される

施設の一覧があり、どんなものを入れれば良いのかを議論したい。 

自然保護課：特色を持たすためにも絞込みが必要ではないか。今ある自然をうまく生かしてく

事が基本にある。東側をテーマパークとして位置づけできないか。自然の保護を計りな

がら、住民たちの邪魔にもならないように、うまく観光客が沖縄の自然や町並みを散策

できるような位置づけをして欲しい。 

   西側は、産業振興という観点ではない。もう少し県民に近い施設が望まれるのではない

か。全体的に、スマートシティを強力に推して欲しい。自然エネルギーを活用するなど

の思い切った取り組みで、ひとつの環境都市として全国のモデル的なものにしていくこ

とを念頭にしてみても良いのではないか。 

宜野湾市 ：東側は並松街道を中心に歴史的に重要な緑地保全・活用するゾーン。西側は平場

のため振興を支援するようなイメージである。跡地全体の話ですが、有識者の方々から

も提言頂いており、 先端の環境都市という意見が多くある。方向としては、21 世紀

先端モデルとなる普天間の街づくりを考えている。 

自然保護課：以前、国際通りの活性化に取り組んだ。その際、国際通りを通る車の交通を遮断

して、馬車を走らせることを検討した。街路樹も「チャンプルー植樹」として、沖縄の

植物を全部植えた記事になるような通りに出来ないか検討した。観光客をターゲットと

しているなら、バスで乗り入れるより、ゆっくり景色を眺められる馬車であるとか、昔

ながらの街づくり・散策の仕方・観光の案内の仕方などの工夫も必要ではないか。 

企画部： 委員会では、東側は現代に合わせながら昔の街並みを作り、新しい都市とのギャップ

が面白いというのが委員会からの提案。一方、テーマパークということであるが実際に

生活をしていることが重要でありそれが本物になりうる。 

自然保護課： ここに新しくディズニーみたいなものを作ると言う意味ではなくて、そのもの自

体がテーマパークとして扱いが出来るという考え方である。 

道路街路課：竹富島のようなイメージか。観光とは日常を離れて別次元の物を見聞きする・体

験をすることであるので、基本となる自然環境・歴史・文化がありそれを活かした沖縄

振興となる器を入れ込む事になると思う。そうすると、おのずと西側と東側の特性が見

えきて、場所が見えてくる。それをコンセプトとすることで洞窟や洞穴などの保全が出

来る。八重山でのアセスの経験では公共施設とした洞穴は保全できるが、民間の部分は

開発などで壊される。木を切ると洞穴に光が入りコウモリ類が逃げるなど生態系にも影

響する。また、宅地開発などで流入する水が無くなることが も問題である。 

Ｐ34 に「今後の課題」が挙げられているが、宅地開発などについて一定の制限が必要。

地区計画より広い範囲を対象として透水係数を守ることや他の水脈に流してはいけない
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等、厳しい制限をかける必要があるだろう。 

宜野湾市 ：宜野湾市の都市計画マスタープランは、平成 14 年・15 年で調査し作成してお

り普天間飛行場を含めた都市の将来像として示している。また、公共下水道・汚水も普

天間飛行場を含んだ計画としており、自然水系を壊さないものとなっている。地権者と

は 10 年近く合意形成し、共同利用や計画開発など地区計画より一つ上の話をおこなっ

ている。 

道路街路課：山側での工事が海側に影響が出ることが心配である。普天間の下流には大山田芋

畑があり豊富な水があるため可能。水の供給が滞ると水位が下がり塩水が入り使えなく

なる。山側での開発が海側に影響し、利害関係も絡むためそういったことを考慮すべき。 

宜野湾市 ：非常に重要なことである。Ｐ13 に普天間台地を模式的に 3 断面の横断を示した

もの。中城村との境界付近は崖地になっており、宜野湾市に降った雨はほとんど島尻層

あるいは琉球石灰岩層を通って西側に流れていることを示している。このような水の流

れを維持できるようなまちづくりを進めて行きたい。 

自然保護課： 先ほどの竹富町の他に似た事例として那覇市のせいし公園が挙げられる。18ha

の公園で緑や川などの自然部分と文化的なものが融合している。やはり文化や歴史など

コアな部分は残すべき。可能であれは環境保護区等をかける検討もすべき。 

都市モノレール課：大規模返還の後はほとんどの地区で大規模集客施設が入ってきている。こ

れは長期的に借地料を確保したいという地主の意向と考えるが、金太郎飴ではパイの奪

い合いになる。また、商業事業者は場所も短いスパンで変えてくるのでこのような動き

も制御、コントロールできるような計画とすべき。泡瀬やキンザー沖にも大規模商業施

設が整備されるが道路等基盤整備が追いつかない状況にあり、考慮した計画とすべき。 

企画部：競合しない新たな商業施設を作るための議論もしており重要であると考えている。 

道路街路課：環境アセスメントはどうなるのか。個別事業が進むとアセス対象外となってしま

う。例えば道路であれば道路一本で区間割しても全てアセスはかけるなどの仕組みを作

ることも必要ではないか。文化財は文化財保護法というのが適応されるがそれ以外の物

は残さないということにもなりかねない。 

企画部：アセスについては今後議論していきたい。今の法律では大規模跡地の指定をうけて国

が取り組み方針を定めて事業主体や事業内容を決めて行く。このような取組みの中でア

セスや保護等をどう進めるのかという議論が本格化していくと考える。 

都市モノレール課：全体としては土地区画整理事業による整備を考えているのか。 

企画部：基本的な基盤整備は土地区画整理事業を考えており、その中に大規模公園を確保する

考えである。 

交通政策課：駅の収益性から、公園緑地に囲まれた商業・業務機能は細長く効率が悪いと感じ

る。また、駅周辺の伝統的村落景観の再生活用も収益性が悪く感じる。プラスの面とし

てはエコ利用が考えられ自転車を利用した散策などで収益性も確保できるのかとも思う。

収益性の観点から商業施設はもう少し工夫した配置を検討することも必要かと考える。 

企画部：鉄道利用者を増やすためには商業用地の形状の指摘であったが、高度利用も考えてお

りこの表現方法の検討も必要かと考える。 

企画調整課：今回、技術的・科学的に地形、地質、水脈といったものを分析し沖縄の未来や将
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来の振興策はなにかと導き出しているが、沖縄の魂のよりどころといったものを打ち出

す必要があると考える。県民フォーラムでも失われた歴史の再生はマブイが入り込むこ

とで一体化し、更に沖縄の未来に繋がるという講師、パネラーからの提言があった。コ

ンセプトの中に盛り込むことができないかと考えている。 

企画部：来週 3 月 3 日土曜日午後 2 時からの委員会では地主会、若手の会の方も一緒に会を

進めて行きたい。参加可能であればお願いしたい。 

以上 
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II I
   委委 委
員員 員
会会 会
のの の
流流 流
れれ れ
等等 等
   

 

１
．
 
委
員
会
の
流
れ
 

   

○
 
第

1
回
 
委
員
会

(１
／
１
１

) 
・
 
普
天
間
飛
行
場
跡
地
計
画
の
今
ま
で
の
経
緯
と
計
画
概
要

 
・
 
上
位
関
連
計
画
の
概
要

 
・
 
地
区
の
自
然
環
境
に
つ
い
て

 
・
 
地
区
の
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て

 
議
題
―
検
討
の
課
題
に
つ
い
て
 

整
備
に
当
た
っ
て
の
留
意
点

 

○
 
第

2
回
 
委
員
会

(２
／
２

) 
・
 
自
然
環
境
に
つ
い
て
の
追
加
資
料

 
・
 
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
の
追
加
資
料

 
・
 
事
例
・
・
・
大
規
模
公
園
、
国
営
公
園
、
い
ろ
い
ろ
な
形
状
の
公
園

 
議
題
―
コ
ン
セ
プ
ト
、
基
本
方
針
に
つ
い
て
 

○
 
第

3
回
 
委
員
会

(３
／
２

) 
・
 
コ
ン
セ
プ
ト
、
整
備
方
針
の
案
提
示

 
・
 
配
置
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
案
の
提
示

 
・
 
施
設
イ
メ
ー
ジ
の
提
示

 
議
題
―
コ
ン
セ
プ
ト
、
基
本
方
針
、
範
囲
の
配
置
案
、
機
能
・
施
設
イ
メ
ー
ジ
、
機
能
配
置

に
つ
い
て
 

機
能
・
施
設
イ
メ
ー
ジ
、
機
能
配
置
イ
メ
ー
ジ

は
、
今
年
度
は
例
示
ま
で
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２
．
 
(仮
)広
域
緑
地
(普
天
間
公
園
等
)の
検
討
の
流
れ
 

     

自
然
環
境
 

歴
史
・
文
化
 

沖
縄
振
興
 

コ
ン
セ
プ
ト
案
・
基
本
方
針
案
 

公
園
・
緑
地
の
範
囲
の
配
置
案

機
能
・
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
 

機
能
の
配
置
イ
メ
ー
ジ
 

普
天
間
飛
行
場
跡
地
の
公
園
・
緑
地
整
備
に
係
る
経
緯
 

公
園
・
緑
地
整
備
の
視
点
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II I
II I
   検検 検
討討 討
資資 資
料料 料
   

 

１
．
 
普
天
間
飛
行
場
跡
地
の
公
園
・
緑
地
整
備
に
か
か
る
計
画
づ
く
り
の
経
緯
 

 
(１
) 

 「
普
天
間
飛
行
場
跡
地
利
用
基
本
方
針
（
平
成
１
８
年
２
月
 
沖
縄
県
・
宜
野
湾
市
）」
（
以
後
「
基
本
方
針
」
と
略
称
）

に
お
け
る
公
園
・
緑
地
整
備
の
方
針
 

 
①
 
跡
地
利
用
の
基
本
方
向
 

 
１
) 
広
域
的
な
計
画
と
の
連
携
に
よ
る
土
地
利
用
可
能
性
の
拡
大
 

 
２
) 
優
れ
た
環
境
づ
く
り
に
よ
る
跡
地
の
魅
力
の
向
上
 

 
②
 
跡
地
利
用
に
関
す
る
分
野
別
の
方
針
 

 
１
) 
「
環
境
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、
自
然
環
境
や
文
化
財
の
保
全
、
魅
力
的
な
環
境
づ
く
り
 

 
２
) 
「
都
市
基
盤
整
備
」
に
つ
い
て
は
、（
仮
）
普
天
間
公
園
の
整
備
、
水
循
環
へ
の
対
応
 

 
③
 
今
後
の
取
り
組
み
に
関
す
る
方
針
 

 
１
) 
（
仮
）
普
天
間
公
園
、
自
然
環
境
や
文
化
財
に
関
す
る
計
画
の
よ
り
具
体
化
に
向
け
た
、
関
係
機
関
等
と
調
整
を
行
う
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(２
) 

 「
基
本
方
針
」
に
も
と
づ
く
こ
れ
ま
で
の
計
画
づ
く
り
の
経
緯
 

            

計
画
の
前
提
条
件
の
整
理
分
析
 

計
画
方
針
の
取
り
ま
と
め
 

普 天 間 飛 行 場 跡 地 利 用 基 本 方 針 

普 天 間 飛 行 場 跡 地 利 用 計 画 の 策 定 に 向 け た 行 動 計 画 

合
意
形
成
の
実
施
に
向
け
た
取
り
組
み
 

跡 地 利 用 計 画 策 定 

計 画 内 容 の 具 体 化 

跡
地
利
用
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
 

計
画
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
 

（
分
野
別
計
画
）
 

●
環
境
・
公
園
分
野
 

●
文
化
財
・
自
然
環
境
分
野
 

・
・
・
・
・
・
・
・
 

 

全
体
計
画
の
 

中
間
取
り
ま
と
め
 

H
1
7
年
度
 

H
1
8
年
度
 

H
1
9
年
度
～
 

H
22
年
度

(案
) 

H
24
年
度
取
り
ま
と
め
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(３
) 

 「
全
体
計
画
の
中
間
取
り
ま
と
め
（
案
）
」
の
概
要
 

 
①
 
「
全
体
計
画
の
中
間
取
り
ま
と
め
」
の
構
成
 

「
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
」
、「
計
画
づ
く
り
の
方
針
」
「
ま
ち
づ
く
り
の
構
想
」

 
 

②
 
「
空
間
構
成
の
方
針
」
の
内
容
 

「
空
間
構
成
の
方
針
」
は
、「
交
通
網
配
置
パ
タ
ー
ン
の
素
案
」
、
「
公
園
・
緑
地
空
間
配
置
パ
タ
ー
ン
の
比
較
案
」
「
土
地
利
用
配
置
指
針
」
 

 
③
 
「
公
園
・
緑
地
空
間
配
置
パ
タ
ー
ン
」
の
検
討
に
あ
た
っ
て
の
考
え
方
 

 
跡
地
の
３
０
％
を
超
え
る
公
園
・
緑
地
空
間
の
形
成
を
当
面
の
目
標
と
設
定
 

 
配
置
パ
タ
ー
ン
検
討
に
あ
た
っ
て
の
着
眼
点
 

・
 
ま
と
ま
り
あ
る
空
間
の
確
保
（
規
模
の
大
き
さ
を
生
か
す
こ
と
で
可
能
と
な
る
整
備
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
）
 

・
 
緑
の
豊
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
配
置
（
多
く
の
人
々
が
目
に
す
る
幹
線
道
路
沿
い
に
緑
を
配
置
す
る
と
効
果
を
発
揮
す
る
の
で
は
な
い
か
）
 

・
 
特
色
あ
る
地
形
や
文
化
財
の
活
用
（
歴
史
の
奥
行
き
等
を
演
出
す
る
こ
と
が
魅
力
づ
け
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
）
 

 
上
記
の
着
眼
点
に
も
と
づ
き
、
公
園
・
緑
地
空
間
の
「
形
状
」
・
「
位
置
」
の
違
い
に
着
目
し
た
比
較
案
を
４
案
作
成
 

・
 
「
形
状
」
の
違
い
に
よ
る
集
約
型
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
 

・
 
「
位
置
」
の
違
い
に
よ
る
東
部
配
置
と
西
部
配
置
 

 
④
 
全
体
計
画
の
中
間
取
り
ま
と
め
」
に
向
け
た
今
後
の
取
組
 

 
本
年
度
は
、「
ま
ち
づ
く
り
構
想
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
た
論
点
の
整
理
や
追
加
的
な
情
報
提
供
を
行
い
つ
つ
、
幅
広
い
意
見
聴
取
を
継
続
し
、

次
年
度
に
は
一
案
に
取
り
ま
と
め
る
こ
と
を
予
定
 

 
「
公
園
・
緑
地
空
間
の
配
置
パ
タ
ー
ン
の
比
較
案
」
は
意
見
聴
取
に
向
け
た
「
た
た
き
台
」
と
し
て
作
成
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
中
か
ら

１
案
を
「
選
ぶ
」
こ
と
よ
り
は
、
聴
取
し
た
意
見
を
も
と
に
、
１
案
に
「
取
り
ま
と
め
る
」
こ
と
を
目
標
 

 
「
交
通
網
配
置
パ
タ
ー
ン
の
素
案
」
や
「
土
地
利
用
配
置
指
針
」
に
つ
い
て
も
、
聴
取
し
た
意
見
を
も
と
に
、
見
直
し
を
予
定
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２
．
 
普
天
間
飛
行
場
跡
地
の
公
園
・
緑
地
整
備
に
関
連
す
る
広
域
計
画
や
広
域
調
査
 

(１
) 

 沖
縄
県
広
域
緑
地
計
画
（
平
成
14
年
3
月
 
沖
縄
県
）
の
概
要
 

 
①
 
公
園
・
緑
地
の
整
備
目
標
 

 
将
来
人
口
に
対
す
る
都
市
公
園
の
確
保
 

１
７
．
９
㎡
(平
成
１
２
年
度
)⇒
2
0
㎡
以
上
（
平
成
３
２
年
度
）
 

 
将
来
市
街
地
面
積
に
対
す
る
緑
地
の
確
保
 

２
１
．
６
％
(平
成
１
２
年
度
)⇒
３
0
％
以
上
（
平
成
３
２
年
度
）
 

 

②
 
緑
の
将
来
像
 

  
3
つ
の
緑
で
構
成
 

沖
縄
の
緑
の
特
性
を
活
か
し
た
「
緑
の
回
廊
」
を
形
成
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(２
) 

 中
南
部
都
市
圏
駐
留
軍
用
地
跡
地
の
緑
地
保
全
及
び
緑
化
方
策
等
検
討
調
査
（
平
成
２
２
年
度
調
査
 
沖
縄
県
）
の
概
要
 

 
①
 
跡
地
の
活
用
に
よ
る
公
園
・
緑
地
整
備
目
標
の
実
現
に
向

け
た
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
 

 
嘉
手
納
以
南
の
跡
地
全
体
（
約
１
５
０
０
ｈ
ａ
と
想
定
）
が

市
街
地
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
 

 
跡
地
毎
に
整
備
目
標
を
実
現
す
る
ケ
ー
ス
（
モ
デ
ル
と
な
る

市
街
地
の
形
成
）
 
⇒
 
普
天
間
飛
行
場
に
お
け
る
公
園
緑

地
規
模
は
約
１
２
０
ｈ
ａ
（
区
域
の
２
５
％
）
 

 
広
域
緑
地
計
画
に
お
け
る
未
確
保
分
を
含
め
て
跡
地
で
確

保
す
る
ケ
ー
ス
 
⇒
 
跡
地
全
体
で
確
保
す
べ
き
公
園
規

模
は
約
３
７
０
ｈ
ａ
、
普
天
間
飛
行
場
に
お
け
る
公
園
緑
地

規
模
は
約
２
２
０
ｈ
ａ
（
区
域
の
４
６
％
）

 
 
保
水
機
能
維
持
か
ら
見
た
緑
化
率
 
⇒
 
現
況
の
緑
被
率

を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
公
園
・
緑
地
以
外
に
お
い
て
も
５

０
％
程
度
の
緑
化
が
必
要
 

 ②
 
普
天
間
飛
行
場
跡
地
に
お
け
る
緑
地
の
保
全
、
再
生
の
方

向
  
残
存
す
る
資
源
の
保
全
 

 
水
循
環
系
・
・
・
地
形
・
水
系
・
生
態
系
等
 

 

 
失
わ
れ
た
資
源
の
復
元
 

 
文
化
財
の
調
査
と
保
全
 

 
水
や
緑
・
地
形
と
一
体
と
な
っ
た
生
活
形
態
の
復
元
 

 
地
形
・
地
質
に
応
じ
た
樹
種
・
植
生
の
検
討
 

 
大
規
模
公
園
の
設
置
（
新
た
に
つ
く
り
出
す
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
）
 

 
平
坦
で
標
高
が
高
い
跡
地
の
特
性
を
活
か
し
た
防
災
機
能

の
確
保
が
重
要
 

 
非
常
時
に
お
け
る
水
の
確
保
に
向
け
た
地
下
水
の
活
用
を

検
討
 

 
中
南
部
都
市
圏
の
広
域
防
災
拠
点
と
し
て
の
国
営
大
規
模

公
園
に
つ
い
て
、
国
に
要
望
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
 

 ③
 
駐
留
軍
用
地
跡
地
の
緑
地
確
保
の
た
め
の
課
題
 

 
駐
留
軍
用
地
跡
地
全
体
に
対
す
る
包
括
的
・
戦
略
的
な
基
本

的
方
針
の
明
確
化
 

 
詳
細
な
情
報
に
基
づ
く
開
発
計
画
と
の
調
整
と
早
期
立
ち

入
り
の
実
現
 

 
多
様
な
緑
地
確
保
方
策
の
仕
組
み
 

 
緑
地
保
全
・
創
出
へ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
醸
成
と
多
様
な
主

体
の
参
加
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8
 

 
(３
) 

 中
南
部
都
市
圏
駐
留
軍
跡
地
の
広
域
構
想
策
定
調
査
(平
成
23
年
3
月
) 

 
①
 
普
天
間
飛
行
場
跡
地
の
コ
ン
セ
プ
ト
(案
) 

 
平
和
シ
ン
ボ
ル
の
国
際
的
高
次
都
市
機
能
を
備
え
た
多
機

能
交
流
都
市
 

 ②
 
都
市
機
能
等
整
備
の
方
向
性
(
案
)(
公
園
・
緑
地
関
連
事

項
)  
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
、
広
域
防
災
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
大
規
模
公
園
の
整
備
 

 ③
 
土
地
利
用
区
分
(公
園
・
緑
地
) 

 
１
４
９
h
a
、
３
１
%
、
８
９
．
６
㎡
/
人
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9
 

 

３
．
 
公
園
・
緑
地
整
備
に
係
る
視
点
 

(１
) 

 周
辺
の
緑
地
体
系
の
位
置
付
け
 

 
①
 
中
南
部
都
市
圏
駐
留
軍
用
地
跡
地
の
 

緑
保
全
及
び
緑
化
方
策
等
検
討
調
査
 

 「
中
南
部
都
市
圏
駐
留
軍
用
地
跡
地
の
緑
保
全
及
び
緑

化
方
策
等
検
討
調
査

(平
成

23
年

3
月

)」
に
お
い
て
位
置
づ

け
ら
れ
た
普
天
間
飛
行
場
周
辺
の
緑
地
体
系
を
提
示
す
る
。
 

普
天
間
飛
行
場
跡
地
で
の
公
園
・
緑
地
整
備
に
当
た
っ
て

は
、
周
辺
か
ら
み
た
緑
地
体
系
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

普
天
間
川
 

比
屋
良
川
 

沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
 

沖
縄
国
際
大
学
 琉
球
大
学
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1
0
 

 
②
 
広
域
的
な
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
方
向
性
(案
) 

 
普
天
間
飛
行
場
は
、
主
に
４
つ
の
緑
の
軸
「
西
海
岸
」
「
斜
面
緑

地
」「
中
城
の
緑
」「
東
海
岸
」
と
、「
普
天
間
川
」「
比
屋
良
川
」
の

河
川
の
緑
に
囲
ま
れ
て
い
る
。

 
普
天
間
飛
行
場
跡
地
の
公
園
・
緑
地
の
整
備
は
、
次
頁
か
ら
整
理

す
る
基
地
内
の
既
存
の
緑
地
や
歴
史
・
文
化
を
保
全
・
活
用
し
つ
つ
、

都
市
的
土
地
利
用
と
連
携
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
緑
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
形
成
の
観
点
か
ら
、
東
西
方
向
の
つ
な
が
り
を
形
成
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

 
  

中
城
の
緑
地
 

琉
球
大
学

普
天
間
川
・
リ
バ
ー
コ
リ
ド
ー

西
海
岸
 

海
浜
緑
地

東
海
岸
 

海
浜
緑
地

沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
 

比
屋
良
川
・
 

リ
バ
ー
コ
リ
ド
ー
 

新
た
な
緑
の
 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

沖
縄
国
際
大
学
 

自
然
環
境
お
よ
び
 

歴
史
・
文
化
の
保
全
･活
用

新
た
な
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

ア
ー
バ
ン
グ
リ
ー
ン
 

新
た
な
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

【
広
域
的
な
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】

次
頁
よ
り
、
地
区
の
自
然
環
境
、
歴
史
・
文
化
の
状
況
を
詳
し

く
提
示
す
る
。

 



  

42

1
1
 

 
(２
) 

 自
然
環
境
に
つ
い
て
 

 
①
 
地
形
 

 
・
 
普
天
間
飛
行
場
は
、
そ
の
大

部
分
が
標
高

50
～

10
0ｍ

の
段
丘
面
上
に
あ
り
、
概
ね

平
坦
な
地
形
と
な
っ
て
い

る
。

 
 ・
 
地
区
の
西
側
は
、
崖
地
と
な

っ
て
い
る
。

 
    

資
料
：
（
宜
野
湾
市
）
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1
2
 

 
②
 
地
質
 

 
・
 
普
天
間
飛
行
場
の
表
層
地

質
は
、
ほ
ぼ
全
域
が
琉
球
石

灰
岩
と
な
っ
て
い
る
。

 
 ・
 
琉
球
石
灰
岩
は
、
浸
透
性
が

高
く
、
水
を
通
し
に
く
い
島

尻
層
群
と
の
境
界
付
近
に

多
数
の
洞
穴
や
湧
水
が
分

布
し
て
い
る
。

 
    

資
料
：
宜
野
湾
市
自
然
環
境
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
宜
野
湾
市
）

 

大
山
湿
地

沖沖
縄縄
国国
際際
大大
学学
  

宜宜
野野
湾湾
  

市市
役役
所所
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1
3
 

 
③
 
生
物
 

 
・
 
洞
穴
や
湧
水
の
周
辺
は
、
貴

重
な
動
植
物
の
生
育
場
所
と

な
っ
て
い
る
。

 
・
 
離
れ
た
場
所
で
も
ど
う
種
類

の
生
物
が
見
ら
れ
る
な
ど
、

洞
窟
等
で
つ
な
が
っ
て
い
る

(い
た

)こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
 

・
 
右
図
は
、
国
、
県
が
国
際
自

然
保
護
連
盟
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
準
拠
し
て
行
っ
た
評
価
に

よ
り
、
絶
滅
の
恐
れ
が
高
い

と
判
断
さ
れ
る
も
の

(絶
滅
危

惧
種
Ⅱ
類
相
当
以
上
及
び
準

絶
滅
危
惧
相
当

)を
示
す
。

 
 

  

資
料
：
宜
野
湾
市
自
然
環
境
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
宜
野
湾
市
）
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1
4
 

 
④
 
洞
穴
、
地
下
水
系
、
湧
水
 

 
・
 
航
空
写
真
に
確
認
さ
れ
て

い
る
主
な
洞
穴
と
洞
窟
・
地

下
水
系
を
示
す
。

 
 ・
 
米
軍
施
設
内
へ
の
立
ち
入

り
が
制
限
さ
れ
て
い
る
た

め
、
洞
穴
や
洞
窟
・
地
下
水

系
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
調

査
が
で
き
て
い
な
い
。

 
 

【
平
成

10
年
空
中
写
真
】

喜喜
友友
名名
泉泉
  

森森
のの
川川
  大大
山山
地地
区区
のの
湧湧
水水
  

資
料
：
宜
野
湾
市
自
然
環
境
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
［
洞
穴
］
、
宜
野
湾
市
史
第
９
巻
［
地
下
水
系
］
（
宜
野
湾
市
）

 

洞洞
穴穴

 
洞洞
窟窟
及及
びび
地地
下下
水水
系系
  

川川

沖沖
縄縄
国国
際際
大大
学学
  

宜宜
野野
湾湾
  

市市
役役
所所
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1
5
 

 
⑤
 
緑
地
 

１
) 
地
形
図
＋
接
収
前
と
現
在
の
緑
地
の
重
な
り
 

 
基
地
西
部
の
斜
面
緑
地
と
基
地
東
部

に
、
接
収
前
の
緑
地
と
現
在
の
緑
地
の
重

な
り
が
あ
る
。

 
た
だ
し
、
基
地
内
は
、
接
収
前
か
ら
の

植
生
が
す
べ
て
残
存
し
て
い
る
か
否
か
は

不
明
で
あ
る
。

 
  

S2
0
年

1.
2
月

(接
収
前
の
緑
地

) 

H
10
年

(現
在
の
緑
地

) 
沖沖
縄縄
国国
際際
大大
学学
  

宜宜
野野
湾湾
  

市市
役役
所所
  

接
収
前
の
緑
地
資
料
：
昔
・
普
天
間
ま
ち
な
み
 
再
現
検
討
委
員
会
報
告
書
（
沖
縄
総
合
事
務
局
）
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1
6
 

 
２
) 
地
形
(段
丘
)＋
現
在
の
緑
地
 

 
丘
陵
斜
面
、
谷
底
低
地

(沢
)に
は
、
現
在
の

緑
地
と
重
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

 
 

〔
出
典

:昭
和

23
年
地
形
分
類
図
〕

 
（
普
天
間
飛
行
場
跡
地
利
用
計
画
策
定
推
進
調
査
報
告
書

H
21

.3
の
付
属
資
料
よ
り
）

沢
 

沢
 

沢
 

H
10
年

(現
在
の
緑
地

) 
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1
7
 

 
３
) 
航
空
写
真
＋
地
形
(段
丘
) 

     

谷
底
低
地

 

丘
陵
斜
面

 

沖沖
縄縄
国国
際際
大大
学学
  

宜宜
野野
湾湾
  

市市
役役
所所
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1
8
 

 
(３
) 

 歴
史
・
文
化
 

 
①
 
 

 

①
 

(３
) 
歴
史
・
文
化
 

1
8
 

49 
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1
9
 

 
②
 
 

   

②
 

1
9

50 
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2
0
 

 
③
 
 

 

③
 

2
0

51 
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2
1
 

 
④
 
 

  

④
 

2
1
 

52 
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2
2
 

 
⑤
 
集
落
＋
並
松
街
道
＋
接
収
前
緑
地
 

                   
宜宜
野野
湾湾
  

神神
山山
  

新新
城城
  

S2
0
年

1、
2
月
緑
地

 

S2
0
年
代
の
民
家

 

宜
野
湾
並
松
街
道

 

そ
の
他
生
活
道
路

 

ゴゴ
シシ
ッッ
クク
地地
名名
  
塊
村
(集
落
) 

沖沖
縄縄
国国
際際
大大
学学
  

宜宜
野野
湾湾
  

市市
役役
所所
  

接
収
前
の
緑
地
、
民
家
資
料
：
昔
・
普
天
間
ま
ち
な
み
再
現
検
討
委
員
会
報
告
書
（
沖
縄
総
合
事
務
局
）
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2
3
 

 
⑥
 
文
化
財
の
分
布
 

  

宜
野
湾
ク
シ
ヌ
ウ
タ
キ
拝
所

 
神
山
テ
ラ
ガ
マ
洞
穴
遺
跡

 

野
嵩
タ
マ
タ
原
遺
跡

 

赤
道
渡
呂
寒
原
屋
取
古
集
落

 

喜
友
名
泉
（
国
指
定
文
化
財
）
 

旧
新
城
集
落
の
屋
敷
林

 

森
の
川
（
県
指
定
文
化
財
）

※
写
真
は
古
墓
群
の
近
く
に
あ
る
集
落
跡

 

※
現
在
ま
で
残
っ
て
い
る
屋
敷
林

選
別
さ
れ
た
重
要
遺
跡

西
海
岸
側
の
主
要
な
湧
水

大
山
地
区
の
湧
水

 

ヒ
ャ
ー
カ
ー
ガ
ー

 
ア
ラ
ナ
キ
ガ
ー

※
大
山
地
区
に
は
他
に
も
湧
水
が
あ
り
ま
す

 

伊
佐
上
原
遺
跡
群
上
原
濡
原
遺
跡

神
山
テ
ラ
ガ
マ
洞
穴
遺
跡

宜
野
湾
ク
シ
ヌ
ウ
タ
キ
遺
跡

喜
友
名
泉

野
嵩
タ
マ
タ
原
遺
跡

新
城
古
集
落
遺
跡

赤
道
渡
呂
寒
原
古
墓
群

森
の
川

※
湧
水
は
、
沖
縄
本
島
中
南
部
の
自
然
及
び
文
化
の
特
徴
を
表

す
施
設
で
あ
り
、
文
化
財
的
価
値
を
持
つ
も
の
が
多
い
こ
と

か
ら
、
合
わ
せ
て
表
示
し
た
。

 

普
天
間
飛
行
場
地
区
内
に
お
い
て
、
平
成
2
2
年
3
月
時
点
で
、
1
0
2
ヵ
所
の
埋
蔵
文
化
財
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
内

７
か
所
が
重
要
遺
跡
と
し
て
選
別
さ
れ
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
の
文
化
財
の
中
に
は
、
旧
集
落
の
聖
地
で
あ
っ
た
御
嶽
等
も
含
ま
れ
て
お
り
、
旧
集
落
の
住
民
で
あ
っ
た
人
々
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
 

ま
た
、
伝
統
的
集
落
の
宜
野
湾
、
神
山
、
新
城
の
旧
集
落
に
お
い
て
は
、
字
誌
や
写
真
集
、
か
つ
て
の
集
落
配
置
の
ジ
オ

ラ
マ
等
の
作
成
が
行
わ
れ
て
い
る
。
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2
4
 

     

普
天
間
飛
行
場
内
及
び
周
辺
の
文
化
財
分
布
図
 

［
資
料
：
普
天
間
飛
行
場
内
遺
跡
地
図
（
沖
縄
県
・
宜
野
湾
市
）
］

2
4
 

55 
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2
5
 

 
(４
) 

 沖
縄
振
興
に
つ
い
て
(沖
縄
２
１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
け
る
跡
地
に
展
開
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
沖
縄
振
興
策
) 

 
①
 
基
本
理
念
 

“時
代
を
切
り
拓
き
､世
界
と
交
流
し
､と
も
に
支
え
合
う
平
和
で
豊
か
な
「美
ら
島
」お
き
な
わ
” 

 
②
 
将
来
像
の
実
現
に
向
け
た
推
進
戦
略
(抜
粋
) 

 
自
然
環
境
の
持
続
的
な
利
活
用
に
向
け
て
、
先
進
的
な
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
を
推
進
す
る
。
 

 
世
界
の
環
境
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
及
び
地
球
温
暖
化
対
策
の
先
進
的
モ
デ
ル
と
な
る
「
低
炭
素
島
し
ょ
社
会
」
を
実
現
す
る
。
 

 
地
域
資
源
で
あ
る
沖
縄
固
有
の
景
観
・
風
景
・
風
土
を
重
視
し
、
時
間
と
と
も
に
価
値
が
高
ま
っ
て
い
く
「
価
値
創
造
型
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
実
現
す
る
。
 

 
東
ア
ジ
ア
の
中
心
に
位
置
す
る
優
位
性
を
活
か
し
、
日
本
本
土
と
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
、
欧
米
州
等
と
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
情
報
・
文

化
等
の
交
流
を
促
進
し
、
沖
縄
の
持
続
的
発
展
を
図
る
。
（
2
1
世
紀
の
「
万
国
津
梁
」
の
形
成
）
 

 
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
等
を
中
核
と
し
、
国
内
外
の
研
究
機
関
、
企
業
等
を
取
り
込
ん
だ
、「
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
」
の
形
成
の
推
進

に
よ
り
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
、
医
療
・
健
康
分
野
の
最
先
端
科
学
技
術
を
応
用
し
た
新
た
な
産
業
振
興
を
図
る
。
 

 
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
と
の
多
元
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
よ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
新
産
業
創
出
な
ど
新
た
な
沖
縄
振
興
を
先
導
す
る

交
流
拠
点
の
形
成
を
図
る
。
 

 
沖
縄
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
を
活
用
し
た
平
和
協
力
外
交
の
展
開
等
を
沖
縄
が
積
極
的
に
担
い
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
持
続
的
安
定
と

平
和
に
資
す
る
「
新
た
な
外
交
地
域
」
と
し
て
独
自
の
貢
献
を
果
た
す
。
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 (５
) 

 そ
の
他
 

 
①
 
将
来
の
公
共
交
通
 

・
 
平
成

21
年
度
か
ら
平
成

23
年
度

に
か
け
て
、
沖
縄
県
お
よ
び
内
閣

府
に
お
い
て
、
中
南
部
都
市
圏
に

お
け
る
新
た
な
公
共
交
通
シ
ス

テ
ム
の
可
能
性
の
調
査
が
行
わ

れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
鉄
軌
道
を

想
定
し
た
検
討
も
な
さ
れ
て
い

る
。

 
・
 
「
公
共
交
通
を
中
心
と
し
た
基

地
跡
地
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画

検
討
調
査
」

(沖
縄
県
・
平
成

23
年

3
月

)で
は
、
普
天
間
飛
行
場

跡
地
に
お
い
て
、
鉄
軌
道
と
駅

の
配
置
を
検
討
し
て
お
り
、
公

共
交
通
指
向
型
の
ま
ち
づ
く
り

構
想
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

 
   

【
平
成

10
年
空
中
写
真
】

中
部
縦
貫
道
路
 

公
共
交
通
軸

（
鉄
軌
道
）

駅
 

駅
 

駅
 

駅
を
中
心
と
し
た
公
共
交

通
志
向
型
の
ま
ち
づ
く
り

 

沖沖
縄縄
国国
際際
大大
学学
  

宜宜
野野
湾湾
  

市市
役役
所所
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中
部
縦
貫
道
路
及
び
南
北
幹
線

2
号

宜
野
湾
横
断
道
路
及
び
東
西
幹
線

2
号

N
o.

15 N
o.

45

N
o.

14
5

N
o.

80

東
西
幹
線

2
号
ト
ン
ネ
ル
区
間

 

横
断
図
位
置

 

横
断
図
位
置

 

横
断
図
位
置

 

横
断
図
位
置

 

 
②
 
広
域
幹
線
道
路
の
断
面
構
造
(方
針
) 

 
・
 
公
園
の
配
置
の
前
提
条
件
と
な
る
、
幹
線
道
路
と
し
て
、

「
宜
野
湾
横
断
道
路
」
と
「
中
部
縦
貫
道
路
」
の
現
段
階

の
縦
断
、
横
断
構
造
を
示
す
。

 
・
 
中
部
縦
貫
道
路
と
南
北
幹
線
道
路
は
、

2
層
構
造
を
想
定

し
て
い
る
。

 
・
 
宜
野
湾
横
断
道
路
と
東
西
幹
線
道
路

2
号
は
、

2
層
構
造

を
想
定
し
て
い
る
。

 
・
 
中
部
縦
貫
道
路
と
宜
野
湾
横
断
道
路
は
、
基
地
内
は
ト
ン

ネ
ル
構
造
を
想
定
し
て
い
る
。

 
・
 
道
路
の
平
面
配
置
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
再
検
討
中
で
あ

る
。

 
 

沖沖
縄縄
国国
際際
大大
学学
  

宜宜
野野
湾湾
  

市市
役役
所所
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N
o.

80

基
地
内

 

2
8
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N

o.
14

5 

基
地
内

 

2
9
 

60 
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0
 

    

N
o.

15
 

N
o.

45

基
地
内
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４
．
 
公
園
・
緑
地
整
備
の
計
画
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
、
現
在
抱
え
て
い
る
課
題
 

―
検
討
委
員
会
の
意
見
交
換
の
テ
ー
マ
に
含
め
て
い
た
だ
き
た
い
事
項
―

 

          

(
1
)
 公
園
・
緑
地
整
備
に
お
け
る
地
域
特
性
（
自
然
環
境
・
文
化
財
等
）
の
活
か
し
方
 

(
2
)
 沖
縄
振
興
に
寄
与
す
る
公
園
・
緑
地
整
備
に
あ
た
っ
て
の
着
眼
点
や
具
体
的
な
整
備
メ
ニ
ュ
ー
 

(
3
)
 公
園
・
緑
地
整
備
が
担
う
べ
き
広
域
防
災
機
能
 

(
4
)
 目
標
と
す
べ
き
計
画
規
模
に
つ
い
て
 

(
5
)
 
国
営
公
園
と
し
て
の
あ
り
方
に
つ
い
て
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(１
) 

 公
園
・
緑
地
整
備
に
お
け
る
地
域
特
性
（
自
然
環
境
・
文
化
財
等
）
の
活
か
し
方
 

  

①
 
こ
れ
ま
で
の
計
画
づ
く
り
に
お
け
る
取
組
 

 
石
灰
岩
台
地
、
段
丘
の
斜
面
、
腰
当
森
、
迫
地
、
小
丘
、
湧
泉
、

洞
穴
等
の
特
色
あ
る
地
形
は
、
で
き
る
だ
け
公
園
・
緑
地
空
間

と
し
て
保
全
す
る
こ
と
を
目
標
 

 
関
連
調
査
の
「
埋
蔵
文
化
財
保
護
基
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
導
入
調
査

（
平
成
１
８
年
3
月
 
宜
野
湾
市
）
」
で
目
標
と
さ
れ
て
い
る

「
歴
史
的
景
観
の
保
全
」
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
土
地
利
用
と

調
和
さ
せ
つ
つ
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
、
昔
の
地
域
の
姿
を
偲
ば

せ
る
要
素
を
は
め
込
む
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
ま
ち
の
風
景
に

歴
史
的
な
奥
行
き
を
与
え
、
ま
ち
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
た

め
取
組
と
し
て
重
視
 

  

 
当
面
は
、
当
時
の
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
人
が
お
り
、
地
図
、

空
中
写
真
等
の
資
料
も
残
さ
れ
て
い
る
戦
前
の
地
域
の
姿
を

偲
ば
せ
る
た
め
の
取
組
を
重
視
し
、
並
松
街
道
の
復
元
や
集
落

空
間
の
再
生
に
向
け
た
住
宅
地
づ
く
り
等
を
計
画
 

 
そ
れ
よ
り
古
い
時
代
の
重
要
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
発
掘
調
査
に

も
と
づ
く
資
料
と
し
て
の
評
価
や
保
護
の
方
針
と
連
携
し
つ

つ
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
を
目
標
 

 

  

②
 
自
然
環
境
、
埋
蔵
文
化
財
を
公
園
・
緑
地
整
備
に
ど
の
よ
う
に
活
か
し
た
ら
よ
い
か
 

 
跡
地
に
あ
る
自
然
環
境
の
保
全
と
活
用
の
た
め
に
、
都
市
公
園
と
し
て
、
緑
地
と
し
て
、
適
切
に
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
考
え

方
と
す
べ
き
か
。
 

 
跡
地
に
は
、
貝
塚
時
代
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
時
代
の
遺
跡
が
分
布
し
て
い
る
が
、
例
え
ば
、
中
世
以
前
の
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
考
古
学

の
研
究
材
料
と
し
て
は
重
要
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
の
公
園
・
緑
地
空
間
の
一
部
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
存
在
を
多
く
の
人
々

の
感
動
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
演
出
が
考
え
ら
れ
る
か
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(２
) 

 沖
縄
振
興
に
寄
与
す
る
公
園
・
緑
地
整
備
に
あ
た
っ
て
の
着
眼
点
や
具
体
的
な
整
備
メ
ニ
ュ
ー
 

 

①
 
こ
れ
ま
で
の
計
画
づ
く
り
に
お
け
る
整
備
イ
メ
ー
ジ
 

【
跡
地
に
お
け
る
公
園
・
緑
地
の
整
備
目
標
】

 
 
中
南
部
都
市
圏
の
顔
づ
く
り
 

 
中
南
部
都
市
圏
の
「
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
」
の
整
備
、
振
興
策

の
導
入
に
向
け
た
地
域
イ
メ
ー
ジ
の
一
新
 

 
地
域
の
空
間
資
源
の
保
全
・
活
用
 

 
地
域
景
観
を
形
成
し
て
き
た
地
形
や
樹
林
地
の
保
全
、
ま
ち
の

魅
力
を
高
め
る
自
然
的
、
歴
史
的
な
空
間
資
源
等
の
活
用
 

 
身
近
な
生
活
空
間
づ
く
り
 

 
ゆ
と
り
あ
る
住
宅
地
づ
く
り
の
イ
ン
フ
ラ
と
な
る
公
園
・
緑
地

整
備
、
周
辺
市
街
地
の
不
足
を
補
う
公
園
・
緑
地
整
備
 

 

【
中
南
部
都
市
圏
の
顔
づ
く
り
に
向
け
た
整
備
イ
メ
ー
ジ
】
 

 
「
沖
縄
県
広
域
緑
地
計
画
」
に
お
い
て
（
仮
）
普
天
間
公
園
の
テ

ー
マ
と
さ
れ
て
い
る
「
文
化
の
公
園
」
（
沖
縄
文
化
の
発
信
と
交

流
の
促
進
）
に
ふ
さ
わ
し
い
整
備
方
向
の
一
つ
と
し
て
、
「
国
内

や
ア
ジ
ア
の
諸
国
等
か
ら
の
参
加
を
視
野
に
入
れ
た
文
化
交
流

の
場
の
形
成
」
を
目
標
と
し
た
施
設
整
備
を
想
定
 

 
・「
万
国
津
梁
公
園
」（
諸
国
の
伝
統
文
化
や
現
代
文
化
を
発
信
す
る
庭
園
や
屋
外

展
示
、
パ
ビ
リ
オ
ン
等
で
構
成
）
 

・「
国
際
青
少
年
キ
ャ
ン
プ
場
｣（
国
内
外
か
ら
の
青
少
年
を
迎
え
た
宿
泊
型
交
流

イ
ベ
ン
ト
の
た
め
の
施
設
を
整
備
）
 

・「
森
の
ア
リ
ー
ナ
」（
国
内
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
公
演
や
集
会
イ
ベ
ン
ト

の
た
め
の
大
規
模
な
客
席
を
備
え
た
施
設
を
整
備
）
 

   

②
 
跡
地
の
公
園
・
緑
地
の
｢看
板
｣と
し
て
、
地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
公
園
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
施
設
整
備
か
 

～
中
南
部
都
市
圏
の
「
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
」
と
し
て
～
 

 
普
天
間
跡
地
や
さ
ら
に
周
辺
の
都
市
的
土
地
利
用
と
の
連
携
、
地
域
振
興
に
寄
与
す
る
た
め
の
公
園
機
能
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
 

 
中
南
部
都
市
圏
の
｢
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
」
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
仕
立
て
る
た
め
に
は
、
テ
ー
マ
性
を
強
く
打
ち
出
し
、
国
内
外
に
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
骨
太
の
構
想
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
 

 
誰
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
か
、
的
を
絞
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
（
県
民
な
の
か
、
国
内
外
か
ら
の
来
訪
者
や
立

地
機
能
な
の
か
等
）
 

例
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(３
) 

 公
園
・
緑
地
整
備
が
担
う
べ
き
広
域
防
災
機
能
 

  

①
 
こ
れ
ま
で
の
検
討
の
経
緯
 

 
多
く
の
広
域
計
画
や
広
域
調
査
に
お
い
て
、
（
仮
）
普
天
間
公

園
を
広
域
防
災
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
 

 
跡
地
の
公
園
・
緑
地
が
、
ど
の
よ
う
な
防
災
機
能
を
担
え
る
の

か
に
つ
い
て
、
検
討
を
行
っ
て
い
る
が
、
計
画
づ
く
り
に
反
映

さ
せ
る
た
め
の
具
体
的
な
方
向
性
が
未
定
 

 
災
害
発
生
時
の
避
難
場
所
や
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
場
合
の

仮
設
住
宅
建
設
用
地
等
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
の
選
定

が
基
本
で
あ
り
、
跡
地
の
新
し
い
居
住
者
や
来
街
者
へ
の
対
応

は
跡
地
内
で
検
討
す
べ
き
で
あ
る
が
、
宜
野
湾
市
の
地
域
防
災

計
画
で
は
、
屋
内
空
間
が
確
保
で
き
る
学
校
や
公
民
館
等
を
避

難
場
所
と
し
て
指
定
し
て
お
り
、
跡
地
内
で
も
学
校
等
が
ふ
さ

わ
し
い
の
で
は
な
い
か
 

   
西
海
岸
地
域
に
お
い
て
は
津
波
に
よ
る
浸
水
被
害
が
想
定
さ

れ
て
お
り
、
高
台
の
普
天
間
飛
行
場
跡
地
が
避
難
場
所
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
標
高
差
7
0
ｍ
を
避
難
す
る
の
は
困
難

な
の
で
は
な
い
か
 

 
広
域
的
な
防
災
活
動
の
拠
点
と
し
て
は
、
活
動
に
必
要
な
人
員

や
物
資
の
集
積
地
と
し
て
の
役
割
（
備
蓄
倉
庫
、
へ
リ
ポ
ー
ト
、

仮
設
宿
舎
等
の
用
地
の
確
保
）
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
が
、
具
体
的
な
施
設
内
容
や
規
模
を
想
定
す
る
た
め
に
は
、

今
後
、
県
の
防
災
担
当
等
か
ら
の
意
見
聴
取
が
必
要
（
生
活
物

資
の
備
蓄
倉
庫
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
で
設
置
す
る
の

が
基
本
）
 

   

②
 
跡
地
の
公
園
・
緑
地
で
は
ど
の
よ
う
な
防
災
機
能
を
担
う
べ
き
か
 

 
 
広
域
防
災
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
る
場
合
、
跡
地
の
公
園
・
緑
地
で
ど
の
よ
う
な
機
能
が
担
え
る
か
、
ま
た
、
「
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
」
と
し
て
の

空
間
整
備
と
ど
の
よ
う
に
調
和
さ
せ
た
ら
よ
い
か
。
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(４
) 

 目
標
と
す
べ
き
計
画
規
模
に
つ
い
て
 

 
 

①
 
こ
れ
ま
で
の
計
画
づ
く
り
に
お
け
る
想
定
 

 
根
幹
的
な
公
園
、
住
区
基
幹
公
園
、
保
全
緑
地
等
を
あ
わ
せ
て

１
４
０
ｈ
ａ
程
度
の
規
模
を
想
定
 

 
「
沖
縄
県
広
域
緑
地
計
画
」
で
定
義
さ
れ
て
い
る
「
緑
地
」
の

規
模
と
し
て
想
定
 

 
道
路
の
広
幅
員
植
樹
帯
、
並
松
街
道
等
も
含
み
、
保
全
緑
地
の

中
に
は
地
域
制
緑
地
も
含
ま
れ
る
も
の
と
想
定
（
す
べ
て
が
公

共
施
設
と
は
限
ら
な
い
）
 

  
「
集
約
型
」
の
場
合
は
大
き
な
ま
と
ま
り
と
し
て
、
｢
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
型
」
の
場
合
は
ま
と
ま
り
あ
る
区
域
と
帯
状
公
園
を
一

体
と
し
て
、
１
０
０
ｈ
ａ
の
確
保
を
目
標
 

 
５
０
ｈ
ａ
程
度
の
ま
と
ま
り
が
あ
れ
ば
、
規
模
を
必
要
と
す
る

施
設
メ
ニ
ュ
ー
に
も
対
応
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
想
定
し

て
い
る
が
、
上
記
の
具
体
的
な
施
設
メ
ニ
ュ
ー
の
選
定
と
あ
わ

せ
て
検
証
を
行
う
こ
と
を
予
定
 

   

②
 
跡
地
の
公
園
・
緑
地
に
は
、
ど
の
よ
う
な
計
画
規
模
が
期
待
さ
れ
る
か
 

 
 
緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り
や
大
規
模
空
間
を
必
要
と
す
る
施
設
の
た
め
に
、
公
園
・
緑
地
全
体
と
し
て
、
あ
る
い
は
ま
と
ま
り
あ
る
区
域
と
し
て
、
ど

の
よ
う
な
規
模
を
確
保
し
た
ら
よ
い
か
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3
7
 

 

(５
) 

 国
営
公
園
と
し
て
の
あ
り
方
に
つ
い
て
 

 
①
 
国
営
公
園
の
位
置
づ
け
に
係
る
整
理
 

【
国
営
公
園
と
は
】
 

 
国
営
公
園
の
役
割
 

 
国
営
公
園
は
、
様
々
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
の
場
、
ま

た
、
地
域
活
性
化
・
観
光
振
興
の
拠
点
、
環
境
の
保
全
と
創
出
、

歴
史
・
文
化
の
保
存
と
継
承
、
さ
ら
に
発
災
時
に
お
い
て
は
防

災
機
能
の
発
揮
な
ど
、
多
彩
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
 

 
国
営
公
園
の
種
類
 

 
イ
 
一
の
都
府
県
の
区
域
を
超
え
る
よ
う
な
広
域
の
見
地
か

ら
設
置
す
る
都
市
計
画
施
設
で
あ
る
公
園
又
は
緑
地
（
ロ
に
該

当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
(防
災
公
園
と
そ
れ
以
外
の
公
園
) 

 
ロ
 
国
家
的
な
記
念
事
業
と
し
て
、
又
は
我
が
国
固
有
の
優
れ

た
文
化
的
資
産
の
保
存
及
び
活
用
を
図
る
た
め
閣
議
の
決
定

を
経
て
設
置
す
る
都
市
計
画
施
設
で
あ
る
公
園
又
は
緑
地
 

 

【
国
営
公
園
の
位
置
づ
け
に
係
る
整
理
】
 

 
国
家
的
な
記
念
事
業
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
昭
和
記
念
公
園
（
昭
和
天

皇
在
位
5
0
年
）
、
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園
（
明
治
1
0
0
年
）
及
び
本
土

復
帰
2
0
年
記
念
と
し
て
ひ
と
括
り
さ
れ
た
沖
縄
記
念
公
園
の
３
箇
所

で
あ
る
 

 
一
方
、
イ
号
公
園
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
「
地
方
」
に
一
つ
ず
つ
と

な
っ
て
お
り
、
沖
縄
県
に
新
規
施
設
を
誘
致
す
る
の
は
、
全
国
的
な
バ

ラ
ン
ス
か
ら
見
て
説
得
力
に
欠
け
る
の
で
は
な
い
か
 

 
ま
た
、
沖
縄
県
の
公
園
整
備
率
も
全
国
並
み
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
公

園
整
備
率
の
格
差
を
根
拠
と
す
る
の
も
む
ず
か
し
い
の
で
は
な
い
か
 

 
防
災
を
目
的
と
し
て
い
る
の
は
、
大
都
市
圏
を
対
象
と
し
た
基
幹
的
広

域
防
災
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
｢
国
営
東
京
臨
海
広
域
防

災
公
園
｣
（
イ
号
公
園
）
だ
け
で
あ
り
、
例
外
的
で
あ
る
（
国
営
公
園

が
決
ま
っ
て
か
ら
、
広
域
防
災
拠
点
や
地
域
防
災
拠
点
の
機
能
を
併
設

す
る
こ
と
は
可
能
）

 
 

②
 
国
家
的
記
念
事
業
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な
い
か
 

 
大
規
模
返
還
を
契
機
と
し
た
地
域
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み
を
励
ま
し
、
そ
の
成
果
を
国
民
と
共
有
す
る
国
家
的
な
記
念
事
業
(本
土
復
帰
記
念
)(
ロ

号
公
園
)と
し
て
位
置
づ
け
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な
い
か
 

 
国
営
沖
縄
記
念
公
園
の
一
部
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か



               

色紙 
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8 
 

委
員
会
 
平
成
２
４
年
2
月
2
日
 

沖
縄
県
 
企
画
調
整
課
 

宜
野
湾
市
 
基
地
跡
地
対
策
課

 
 

広
域
緑
地
(
普
天
間
公
園
等
)
 

第
2
回
 
検
討
委
員
会
 
説
明
資
料
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II I
   第第 第
11 1
回回 回
委委 委
員員 員
会会 会
のの の
議議 議
事事 事
のの の
ポポ ポ
イイ イ
ンン ン
トト ト
   

 

１
．
 
委
員
会
の
流
れ
(再
掲
) 

   

○
 
第

1
回
 
委
員
会

(１
／
１
１

) 
・
 
普
天
間
飛
行
場
跡
地
計
画
の
今
ま
で
の
経
緯
と
計
画
概
要

 
・
 
上
位
関
連
計
画
の
概
要

 
・
 
地
区
の
自
然
環
境
に
つ
い
て

 
・
 
地
区
の
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て

 
議
題
―
検
討
の
課
題
に
つ
い
て
 

整
備
に
当
た
っ
て
の
留
意
点

 

○
 
第

2
回
 
委
員
会

(２
／
２

) 
・
 
自
然
環
境
に
つ
い
て
の
追
加
資
料

 
・
 
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
の
追
加
資
料

 
・
 
事
例
・
・
・
大
規
模
公
園
、
国
営
公
園
、
い
ろ
い
ろ
な
形
状
の
公
園

 
議
題
―
コ
ン
セ
プ
ト
、
基
本
方
針
、
公
園
緑
地
の
範
囲
・
配
置
、
機
能
・
施
設
イ
メ
ー
ジ
に

つ
い
て
 

○
 
第

3
回
 
委
員
会

(３
／
２

) 
・
 
コ
ン
セ
プ
ト
、
整
備
方
針
の
案
提
示

 
・
 
配
置
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
案
の
提
示

 
・
 
施
設
イ
メ
ー
ジ
の
提
示

 
議
題
―
コ
ン
セ
プ
ト
、
基
本
方
針
、
公
園
緑
地
の
範
囲
・
配
置
案
、
機
能
・
施
設
イ
メ
ー

ジ
、
機
能
の
配
置
に
つ
い
て
 

機
能
・
施
設
イ
メ
ー
ジ
、
機
能
の
配
置
イ
メ
ー

ジ
は
、
今
年
度
は
例
示
ま
で

 

ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
は
今
回
追
加
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２
．
 
(仮
)広
域
緑
地
(普
天
間
公
園
等
)の
検
討
の
流
れ
(再
掲
) 

      

自
然
環
境
 

歴
史
・
文
化
 

沖
縄
振
興
 

コ
ン
セ
プ
ト
案
・
基
本
方
針
案
 

公
園
・
緑
地
の
範
囲
の
配
置
案

機
能
・
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
 

機
能
の
配
置
イ
メ
ー
ジ
 

普
天
間
飛
行
場
跡
地
の
公
園
・
緑
地
整
備
に
係
る
経
緯
 

公
園
・
緑
地
整
備
の
視
点
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３
．
 
第
1
回
委
員
会
の
議
事
の
ま
と
め
 

  
①
 
植
生
図
(場
所
に
よ
る
緑
の
種
類
、
沖
縄
特
有
の
屋
敷
林
)等
の
資
料
を
追
加
す
る
。
 

⇒
今
回
資
料
に
追
加

 
 

②
 
道
路
構
造
に
よ
る
経
済
効
果
、
地
下
水
な
ど
の
自
然
環
境
へ
の
影
響
に
は
、
今
後
十
分
に
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
 

⇒
現
在
、
道
路
配
置
、
構
造
の
検
討
中
で
あ
り
、
ま
た
、
今
後
詳
細
に
地
下
構
造
を
把
握
し
な
が
ら
道
路
の
詳
細
検
討
に
進
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

 
 

③
 
宜
野
湾
市
の
将
来
の
都
市
構
造
か
ら
、
広
域
的
な
緑
の
位
置
づ
け
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

⇒
今
回
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
示
し
ま
す
。
ま
た
、
前
回
資
料
「
広
域
的
な
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
考
慮
し
た
公
園
緑
地
の
計
画
と
し
ま
す
。

 
 ④
 
公
園
緑
地
計
画
に
は
、
ラ
ン
ド
シ
ャ
フ
ト
の
概
念
が
重
要
で
あ
る
。「
か
っ
て
何
が
あ
っ
た
の
か
」
そ
し
て
「
現
在
の
状
況
」
を
レ
イ

ヤ
で
重
ね
て
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
導
き
出
す
必
要
が
あ
る
。
 

⇒
今
回
、
資
料
整
理
し
ま
す
。

 
 

⑤
 
防
災
の
観
点
か
ら
展
開
す
る
な
ら
、
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
重
ね
合
わ
せ
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

⇒
今
回
、
資
料
整
理
し
ま
す
。

 
 

⑥
 
沖
縄
振
興
に
資
す
る
た
め
の
、
(仮
)普
天
間
公
園
と
土
地
利
用
の
連
携
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

⇒
今
回
、
都
市
的
土
地
利
用
と
の
一
体
性
、
連
携
の
あ
り
方
を
示
し
ま
す
。
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II I
II I
   検検 検
討討 討
資資 資
料料 料
   

 

１
．
 
普
天
間
飛
行
場
周
辺
の
水
、
緑
、
歴
史
、
暮
ら
し
、
現
在
の
重
ね
あ
わ
せ
 

 

⇒
【
参
考
資
料
参
照
】

 
 

地
形

水

植
生
―
ど
ん
な
緑
か

暮
ら
し
―

S2
0
接
収
前
の
集
落

オ
リ
ジ
ナ
ル
、
か
つ
て
何
が
あ
っ
た
か

 

現
在

 

ビ
ジ
ョ
ン

 

第
1
回
委
員
会
、
石
川
委
員
か
ら
の
検
討
手
法
の
提
言
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２
．
 
宜
野
湾
市
に
係
る
津
波
浸
水
予
想
図
(沖
縄
県
津
波
・
高
潮
被
害
想
定
調
査
結
果
に
つ
い
て
 

(沖
縄
県
 
平
成

20
年

3
月

13
日

) 
【
津
波
】

 
津
波
の
発
生
源
で
あ
る
地
震
の
震
源
地
は
、
沖
縄
本
島
近
海
の
海

底
活
断
層
の
分
布
や
、
近
年
の
地
震
活
動
の
状
況
か
ら
、
５
箇
所
を

想
定
し
た
。
ま
た
、
地
震
規
模
は
全
て
の
震
源
地
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
．
８
を
想
定
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
浸
水
予
想
図
を
作

成
し
て
あ
る
。

 
6
ケ
ー
ス
の
う
ち

最
大
の
も
の
を
表
示

し
た
。
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 【
高
潮
】

 
 
沖
縄
本
島
及
び
そ
の
周
辺
諸
島
に
被
害
を
も
た
ら
し
た
特
徴
的
な

3
つ
の
台

風
を
想
定
台
風
と
し
、
各
台
風
の
最
低
気
圧
の

87
0h

Pa
ま
で
下
げ
、
移
動
コ

ー
ス
を
本
当
周
辺
で
最
も
影
響
が
出
る
よ
う
に
変
更
し
た
仮
想
台
風
を
高
潮
想

定
台
風
と
し
た
。

 
6
ケ
ー
ス
の
う
ち
最
大
の
も
の
を
表
示
し
た
。
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３
．
 
宜
野
湾
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
都
市
構
造
図
(宜
野
湾
市
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
プ
ラ
ン
 
平
成
16
年
) 

【
詳
細
は
参
考
資
料
参
照
】
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４
．
 
緑
の
基
本
計
画
の
方
針
図
(宜
野
湾
市
緑
の
基
本
計
画
  
平
成
18
年
) 
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５
．
 
文
化
財
基
本
構
想
図
(宜
野
湾
市
 
平
成
1
7
年
度
) 
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頁
構
成
調
整
用
白
紙
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II I
II I
II I
   ココ コ
ンン ン
セセ セ
ププ プ
トト ト
、、 、
機機 機
能能 能
検検 検
討討 討
等等 等
のの の
たた た
たた た
きき き
台台 台
   

 

１
．
 
公
園
緑
地
の
コ
ン
セ
プ
ト
・
基
本
方
針
に
つ
い
て
 

 

(１
) 

 公
園
緑
地
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
キ
ー
ワ
ー
ド
 

 「
自
然
環
境
」「
歴
史
・
文
化
」「
沖
縄
振
興
」
等
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
使
い
な
が
ら
、
基
本
方
針
か
ら
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
取
り
ま
と
め
る
予
定
。
 

 

(２
) 

 基
本
方
針
(素
案
) 

【
自
然
環
境
】
 

①
 
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
 

・
 
周
辺
の
緑
地
帯
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
考
慮
し
、
亜
熱
帯
気
候
特
有
の

現
況
の
緑
地
を
可
能
な
限
り
保
全
・
活
用
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
緑

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
必
要
な
緑
地
の
整
備
を
進
め
る
。
 

・
 
中
南
部
都
市
圏
に
お
け
る
「
緑
の
回
廊
」
の
整
備
に
つ
な
げ
る
。
 

・
 
普
天
間
飛
行
場
の
区
域
内
に
は
、
琉
球
石
灰
岩
カ
ル
ス
ト
台
地
の
段
丘

地
形
の
縁
辺
部
に
多
数
の
洞
穴
・
湧
水
の
分
布
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
地
区
固
有
の
自
然
環
境
に
つ
い
て
保
全
す
る
。
 

・
 
沖
縄
の
特
徴
的
な
洞
穴
、
洞
窟
及
び
地
下
水
系
が
発
達
し
て
い
る
区
域
 

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
保
全
を
す
る
た
め
に
、
そ
の
地
盤
環
境
に

配
慮
し
た
公
園
区
域
の
設
定
。
 

・
 
湧
水
に
つ
い
て
は
、
普
天
間
飛
行
場
の
区
域
外
に
も
多
数
分
布
し
て
お

り
、
本
地
区
が
そ
の
水
源
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
保
全
に
も
努
め

る
。
 

・
 
か
つ
て
の
国
指
定
天
然
記
念
物
で
あ
っ
た
、
琉
球
王
国
の
宿
道
で
あ
る

松
並
木
の
「
歴
史
の
回
廊
」
を
再
生
（
復
元
）
す
る
。
 

・
 
自
然
環
境
の
保
全
、
復
元
・
再
生
に
よ
り
、
時
間
と
と
も
に
風
景
や
景

観
の
価
値
が
高
ま
る
「
価
値
創
造
型
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
、
公
園
整
備

に
よ
っ
て
推
進
す
る
。
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②
 
自
然
環
境
と
人
間
の
共
生
 

・
 
基
地
返
還
跡
地
に
残
る
自
然
緑
地
を
可
能
な
限
り
保
全
・
活
用
し
、
緑

豊
か
な
都
市
環
境
の
創
出
を
図
り
、
都
市
地
域
に
お
け
る
周
辺
と
人
間

の
共
生
環
境
の
再
生
に
取
り
組
む
。
 

・
 
腰
当
森
（
ク
サ
テ
ム
イ
）
や
屋
敷
林
を
持
つ
、
戦
前
ま
で
の
伝
統
的
村

落
景
観
の
集
落
構
造
を
踏
ま
え
、
環
境
と
共
生
し
た
ま
ち
づ
く
り
（
自

然
環
境
と
都
市
の
融
合
）
を
公
園
整
備
に
よ
っ
て
推
進
す
る
。
 

・
 
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
循
環
型
社
会
形
成
を
リ
ー
ド
す
る
環
境

技
術
の
開
発
・
活
用
の
場
を
提
供
し
、
「
低
炭
素
島
し
ょ
社
会
」
の
実

現
を
推
進
す
る
。
 

 

【
歴
史
・
文
化
】

 
③
 
文
化
財
の
保
全
・
活
用
 

・
 
普
天
間
飛
行
場
の
区
域
内
に
は
、
琉
球
文
化
の
遺
産
で
あ
る
貴
重
な
文

化
財
が
多
数
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
保
全
・
活
用
を
推
進
す
る
。
 

・
 
近
世
琉
球
の
伝
統
的
な
集
落
跡
や
御
嶽
等
の
文
化
的
景
観
（
村
落
景

観
）
は
、
松
並
木
の
宿
道
と
あ
わ
せ
て
保
全
・
再
生
す
る
こ
と
に
よ
り
、

琉
球
文
化
と
地
域
住
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
継
承
に
繋
げ
る
。
 

・
 
そ
の
一
方
で
、
沖
縄
ら
し
い
美
し
い
町
並
み
と
し
て
伝
統
的
な
村
落
景

観
を
再
生
し
、
観
光
資
源
の
と
し
て
活
用
す
る
。
 

 

【
沖
縄
振
興
】

 
④
 
国
際
交
流
の
拠
点
の
形
成
（
２
１
世
紀
の
万
国
津
梁
）
 

・
 
東
ア
ジ
ア
の
中
心
に
位
置
す
る
優
位
性
を
活
か
し
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

地
域
等
と
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
情
報
・
文
化
等
の
交
流
を
促
進
す
る
た
め
、

多
く
の
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
開
催
が
可
能
な
施
設
を
設
置
す
る
。
 

 
⑤
 
周
辺
土
地
利
用
と
の
連
携
(地
域
振
興
に
資
す
る
) 

・
 
自
然
豊
か
な
人
々
の
憩
い
や
交
流
の
空
間
を
創
出
し
、
周
辺
の
土
地
利

用
に
付
加
価
値
を
与
え
る
た
め
、
都
市
空
間
と
融
合
し
た
公
園
と
し
て

整
備
す
る
。
（
自
然
環
境
と
都
市
の
融
合
）
 

・
 
特
に
、
基
地
返
還
跡
地
に
お
い
て
は
、
各
種
研
究
機
関
の
集
積
促
進
が

図
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
研
究
機
関
の
活
動
拠
点
に

ふ
さ
わ
し
い
優
れ
た
環
境
の
形
成
を
公
園
整
備
に
よ
っ
て
推
進
す
る
。
 

 
⑥
 
平
和
希
求
 

・
 
米
軍
基
地
の
存
在
や
そ
の
原
因
と
な
っ
た
戦
争
及
び
接
収
の
歴
史
を

伝
え
、
こ
れ
か
ら
の
平
和
に
つ
い
て
学
習
す
る
施
設
を
設
置
し
、
平
和

を
尊
ぶ
心
を
醸
成
し
、
国
際
交
流
に
よ
る
平
和
協
力
を
推
進
す
る
場
と

す
る
。
 

 
【
そ
の
他
】

 
⑦
 
広
域
防
災
拠
点
 

・
 
沖
縄
本
島
中
南
部
都
市
圏
の
広
域
防
災
拠
点
と
し
て
、
地
域
の
避
難
所

や
物
資
補
給
基
地
等
の
機
能
を
整
備
す
る
。
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 ２
．
 
公
園
緑
地
の
規
模
・
配
置
に
つ
い
て
 

 
①
 
根
幹
的
な
公
園
、
住
区
基
幹
公
園
、
保
全
緑
地
等
合
わ
せ
て
約

１
３
０
～
１
７
０
ha
(広
域
構
想
策
定
調
査
(H
23
.3
)よ
り
) 

 
②
 
洞
窟
、
地
下
水
系
を
保
全
す
る
た
め
の
公
園
緑
地
の
配
置
 

 
③
 
東
側
に
は
、
既
存
の
緑
地
、
洞
穴
、
歴
史
文
化
を
生
か
し
た
、

保
全
・
再
生
・
活
用
型
の
公
園
・
緑
地
 

 
④
 
西
側
に
は
、
平
ら
な
地
形
を
生
か
し
、
眺
望
、
都
市
的
土
地
利

用
と
一
体
と
な
っ
た
沖
縄
振
興
に
資
す
る
公
園
 

 
⑤
 
広
域
の
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性
か
ら
、
東
西
を
つ
な
ぐ
、

緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

 
⑥
 
普
天
間
飛
行
場
跡
地
の
都
市
機
能
を
向
上
さ
せ
る
、
緑
豊
か
な

ま
ち
を
印
象
づ
け
る
よ
う
、
跡
地
全
体
で
の
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
 

  

③

④

⑤

④
⑤
 

⑤

⑥
⑥
 

⑥

⑥
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３
．
 
考
え
ら
れ
る
(仮
)普
天
間
公
園
の
機
能
例
 

 
①
 
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
 

 
亜
熱
帯
植
物
園

 
 
洞
穴
探
索
路

 
 
並
松
街
道
の
再
生

 
 
生
物
多
様
性
緑
地
の
再
生

 
 
緑
地
の
保
全

 
 
段
丘
地
形
、
洞
穴
、
洞
窟
・
地
下
水
系
の
保
全

 
 
②
 
自
然
環
境
と
人
間
の
共
生
 

 
地
球
環
境
学
習
施
設
、
機
能

 
 
運
動
施
設

 
 
多
目
的
広
場

 
 
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

(実
験
、
活
用
施
設

) 
 
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

 
 
散
策
路
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

 
 
広
い
・
緑
の
歩
道
、
緑
道
空
間

 
 
③
 
文
化
財
の
保
全
・
活
用
 

 
歴
史
文
化
資
料
館

 
 
伝
統
的
村
落
景
観
と
宿
道
の
再
生
・
活
用

(住
宅
地

) 
 
文
化
財
の
保
全

 

 
 

④
 
国
際
交
流
の
拠
点
の
形
成
（
２
１
世
紀
の
万
国
津
梁
）
 

 
多
目
的
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
、
国
際
交
流
施
設

 
 
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設

 
 
⑤
 
周
辺
土
地
利
用
と
の
連
携
(地
域
振
興
に
資
す
る
) 

 
多
目
的
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
、
国
際
交
流
施
設

(再
掲

) 
 
多
目
的
広
場

(再
掲

) 
 
広
い
・
緑
の
歩
道
、
緑
道
空
間

(再
掲

) 
 
散
策
路
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

(再
掲

) 
 
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

(再
掲

) 
 
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

(実
験
、
活
用
施
設

)(再
掲

) 
 
⑥
 
平
和
希
求
 

 
多
目
的
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
、
国
際
交
流
施
設

(再
掲

) 
 
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
、
記
念
館
、
学
習
機
能

 
 
⑦
 
広
域
防
災
拠
点
 

 
防
災
拠
点
施
設

 
 
備
蓄
倉
庫

 
 
防
災
教
育
施
設
、
機
能

 
 
ヘ
リ
ポ
ー
ト

 
 
広
域
避
難
地

 

 
建
物
・
施
設
が
主
体
と
な
る
も
の

 
 
そ
の
他
整
備
、
再
生
、
活
用
す
る
も
の

 
 
保
全
を
主
体
と
す
る
も
の

 
凡
例
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４
．
 
沖
縄
振
興
の
た
め
の
都
市
的
土
地
利
用
と
の
一
体
化
、
連
携
に
つ
い
て
 

 
(１
) 

 普
天
間
飛
行
場
跡
地
の
都
市
的
土
地
利
用
と
の
連
携
 

①
 
振
興
拠
点
と
の
連
携
 

「
振
興
拠
点
ゾ
ー
ン
」
で
は
、
歴
史
と
風
土
に
根
ざ
し
、
国
際
的
な
評
価
に
も
耐

え
る
優
れ
た
環
境
づ
く
り
と
あ
わ
せ
て
機
能
導
入
の
受
け
皿
と
し
て
十
分
な
規
模

の
用
地
供
給
を
行
い
、
基
幹
産
業
や
滞
在
型
の
居
住
機
能
等
の
誘
致
す
る
こ
と

に
よ
り
、
先
進
的
な
技
術
や
多
才
な
人
材
を
集
め
、
沖
縄
県
の
振
興
を
先
導
す

る
「
創
造
と
交
流
の
場
」
と
し
て
育
て
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
 

 ⇒
緑
に
囲
ま
れ
た
、
振
興
拠
点
を
形
成
す
る
こ
と
で
付
加
価
値
を
高
め
る
。 

⇒
公
園
内
に
交
流
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
振
興

に
寄
与
す
る
。

 
 

②
 
都
市
拠
点
と
の
連
携
 

「
都
市
拠
点
ゾ
ー
ン
」
に
は
、
新
し
い
広
域
交
通
網
に
よ
る
集
客
力
に
期
待
す

る
広
域
機
能
や
宜
野
湾
市
の
中
央
に
位
置
す
る
立
地
条
件
を
活
か
し
た
生
活

拠
点
機
能
を
誘
致
す
る
と
と
も
に
、
地
場
産
業
の
立
地
誘
導
や
都
心
型
共
同
住

宅
の
導
入
と
あ
わ
せ
て
、
宜
野
湾
市
の
新
し
い
都
心
を
育
て
て
い
く
こ
と
を
目
標

と
す
る
。
 

 ⇒
緑
に
囲
ま
れ
た
、
近
接
さ
せ
る
こ
と
で
付
加
価
値
を
高
め
る
。

 
⇒
近
く
に
、
憩
い
、
健
康
づ
く
り
、
癒
し
の
空
間
が
あ
る
。

 

(２
) 

 普
天
間
飛
行
場
周
辺
の
主
要
施
設
と
の
連
携
 

・
 
沖
縄
国
際
大
学
、
琉
球
大
学
そ
の
他
大
学

 
・
 
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

 
・
 
今
後
の
県
内
の
研
究
、
開
発
機
能

 
 ⇒
道
路
や
公
共
交
通
機
関
に
よ
る
物
理
的
な
連
携

 
⇒
歴
史
文
化
の
学
習
、
環
境
共
生
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
験
、
実
践
、
研
究

機
能
の
一
部
を
担
う
。
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(３
) 

 沖
縄
振
興
の
た
め
の
連
携
に
資
す
る
配
置
・
形
態
、
機
能
 

「
普
天
間
飛
行
場
跡
地
の
都
市
的
土
地
利
用
と
の
連
携
」
「
普
天
間
飛
行
周
辺
の
主
要
施
設
と
の
連
携
」
を
考
慮
し
た
場
合
、
公
園
緑
地

の
計
画
に
お
い
て
は
、
配
置
、
形
態
、
機
能
に
つ
い
て
の
留
意
点
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

 
 

【
配
置
・
形
態
】
 

⇒
ア
メ
ー
バ
ー
状
に
入
り
組
ん
だ
形
態
と
し
、
都
市
的
土
地
利
用
と
の
一
体
性
を
持
た
せ
る

 
⇒
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
配
置
に
よ
り
、
跡
地
全
体
で
緑
に
囲
ま
れ
た
印
象
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、

利
便
性
を
高
め
る

 
⇒
広
域
幹
線
道
路
、
駅
と
の
つ
な
が
り
に
留
意
し
た
配
置
に
よ
り
ア
ク
セ
ス
性
を
高
め
る

 
 

【
機
 
能
】
 

⇒
近
接
す
る
都
市
的
土
地
利
用
に
付
加
価
値
を
与
え
る
機
能
を
も
つ

 
⇒
都
市
機
能
を
補
完
し
、
ま
た
、
連
携
す
る
機
能
を
も
つ

 
⇒
公
園
自
体
が
県
内
、
国
内
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
魅
力
的
な
機
能
を
も
つ
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５
．
 
検
討
に
あ
た
っ
て
の
参
考
 

(１
) 

 公
園
規
模
検
討
の
た
め
の
参
考
 

 
①
 
様
々
な
規
模
の
公
園
事
例
 

 

１
) 
沖
縄
県
内
に
お
け
る
大
規
模
公
園
の
例
 

 

事
例
 

所
在
地
 

面
積
 

テ
ー
マ
 

施
設
概
要
 

①
海
洋
博
公
園
 

（
国
営
公
園
）
 

本
部
町
 

約
7
2h
a
 

（
供
用
）

太
陽
と
花
と
海
 
・
海
洋
文
化
館
、
郷
土
村
、
水
族
館
、
植

物
園
、
熱
帯
ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
人

工
ビ
ー
チ
、
劇
場
等
 

②
沖
縄
県
総
合
運
動
公
園
 

（
広
域
公
園
）
 

沖
縄
市
・
 

北
中
城
村
 

約
6
1h
a
 

（
供
用
）

緑
と
海
と
太
陽

（
ス
ポ
ー
ツ
）
 

・
陸
上
競
技
場
、
サ
ッ
カ
ー
場
、
ラ
グ
ビ

ー
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
水
泳
プ
ー
ル
、

体
育
館
、
修
景
池
、
プ
ー
ル
、
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
、
多
目
的
広
場
等
 

③
平
和
祈
念
公
園
 

（
広
域
公
園
）
 

糸
満
市
 

約
3
5h
a
 

（
供
用
）

戦
跡
・
参
拝
 

＝
慰
霊
 

・
平
和
の
礎
、
平
和
祈
念
資
料
館
、
慰
霊

碑
、
平
和
の
広
場
、
噴
水
広
場
、
多
目

的
広
場
、
園
路
、
駐
車
場
 

④
宜
野
湾
海
浜
公
園
（
運
動

公
園
）
お
よ
び
周
辺
 

宜
野
湾
市
 
約
2
7
h
a
 
ス
ポ
ー
ツ
 

海
浜
公
園
：
多
目
的
広
場
、
市
立
体
育
館
、

ビ
ー
チ
等
 

周
辺
施
設
：
市
立
野
球
場
、
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
ホ
テ
ル
等
 

【
参
考
】
 

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
 

ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
 

約
3
40
ha

 
・
湖
、
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
、
遊
園

地
、
自
然
保
護
区
等
 

 



  

87

1
9
 

               

②
沖
縄
県
総
合
運
動
公
園
(6
1
h
a)
 

③
平
和
祈
念
公
園
(3
5
h
a)
 

①
海
洋
博
公
園
（
7
2
h
a）
 

沖
縄
県
内
（
大
規
模
公
園
）
 

④
宜
野
湾
海
浜
公
園
お
よ
び
周
辺
※
（
2
7
h
a）
 

※
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
市
立
体
育
館
、
市
立
野

球
場
、
ラ
グ
ナ
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
を
含
む
 

【
参
考
】
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
(約
34
0h
a)
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２
) 
い
ろ
い
ろ
な
公
園
の
例
 

ア
) 
グ
リ
ー
ン
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
シ
ス
テ
ム
・
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

（
神
奈
川
県
横
浜
市
）
 

・
グ
リ
ー
ン
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
シ
ス
テ
ム
は
、
物
的
に
は
緑
地
の
保
全
、
オ

ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
歩
行
者
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
寺
社
・

仏
閣
・
集
落
の
保
全
を
目
的
と
し
た
帯
状
の
緑
地
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
の
大
き
な
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
を
形
成
し
て
い
る
。
 

≪
公
園
緑
地
≫
 

・
公
園
緑
地
※
の
総
面
積
は
約
1
2
2
h
a
（
区
画
整
理
面
積
の
約
9
.
3
％
）

で
あ
り
、
計
画
人
口
の
一
人
当
た
り
面
積
に
換
算
す
る
と
5
.
5
㎡
／
人

と
な
る
。
 

※
生
物
相
保
護
区
を
有
す
る
総
合
公
園
1
8
.
9
h
a
を
は
じ
め
、
地
区
公
園
４
ヶ

所
、
近
隣
公
園
1
5
ヶ
所
、
児
童
公
園
65
ヶ
所
（
周
辺
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
核
）
、
緑
道
の
総
延
長
14
.
5k
m
 

・
ま
た
、
集
合
住
宅
、

学
校
、
企
業
用
地
な
ど

の
民
有
地
の
現
況
林

及
び
復
元
林
を
保
存

緑
地
と
し
て
保
全
・
担

保
し
て
お
り
、
そ
の
面

積
は
約
3
4
h
a
に
及
ぶ
。

こ
の
保
存
緑
地
面
積

を
公
園
・
緑
道
面
積
に

加
え
る
と
公
園
緑
地
率
は
約
1
1
.
8
％
、
計
画
人
口
一
人
当
た
り
約
７
㎡

／
人
と
な
る
。
 

・
グ
リ
ー
ン
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
創
出
さ
れ
た
緑
は
、
数
値

上
は
前
述
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
が
、
公
園
・
緑
道
・
保
存
緑
地
は
連

坦
す
る
形
で
配
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、
感
覚
的
に
は
数
値
を
上
回
る
緑

量
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
≪
緑
道
≫
 

・
既
存
の
谷
戸
に
沿
う
斜
面
緑
地
を
保
存
し
な
が
ら
、
環
状
の
緑
地
を
つ

く
る
形
で
全
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
 

・
主
要
な
緑
道
断
面
は
Ｖ
字
型
と
し
、
そ
の
底
を
せ
せ
ら
ぎ
と
遊
歩
道
、

斜
面
を
保
存
樹
林
と
移
植
樹
で
構
成
し
て
い
る
。
Ｖ
字
の
底
を
歩
く
こ

と
で
周
辺
市
街
地
が
あ
ま
り
見
え
ず
、
緑
の
中
を
歩
く
感
覚
が
高
ま
る

効
果
が
あ
る
。
 

・
宅
地
の
緑
道
側
斜
面
林
は
宅
地
所
有
者
の
敷
地
と
し
、
横
浜
市
の
「
緑
の

環
境
を
つ
く
り
育
て
る
条
例
」
に
基
づ
く
「
保
存
緑
地
」
と
す
る
こ
と
で
永

続
性
を
図
っ
て
い
る
。
保
存
緑
地
は
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
減
免
（
山

林
と
し
て
評
価
）
、
奨
励
金
の
交
付
等
の
特
例
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
他
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
指
針
の
中
で
、
民
有
地
に
つ
い
て
は
2
0
％
（
集

合
住
宅
等
で
は
3
0
％
）
以
上
の
緑
化
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
 

  



  

89

2
1
 

イ
) 
大
塚
・
歳
勝
土
遺
跡
公
園
（
約
6.
6h
a）
≪
文
化
財
の
活
用
≫
 

 ・
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
が
昭
和
4
5
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
。
 

・
大
塚
遺
跡
は
、
昭
和
4
7
年
か
ら
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
「
環
濠
集
落
」
と
い
う
弥
生
時
代
に
特
徴
的
な
形
を
と
る
ム
ラ
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
 

・
隣
接
す
る
歳
勝
土
遺
跡
は
昭
和
4
7
年
か
ら
調
査
さ
れ
、
弥
生
時
代
に
伝
わ
っ
て
く
る
「
方
形
周
溝
墓
」
の
様
子
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
 

≪
大
塚
遺
跡
（
環
濠
集
落
）
≫
 

・
今
か
ら
約
2
0
0
0
年
前
の
弥
生
時
代
の
ム
ラ
の
跡
 

・
外
か
ら
の
敵
を
防
ぐ
た
め
に
周
囲
に
は
堀
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
た
 

・
当
時
は
1
0
0
人
く
ら
い
の
人
々
が
暮
ら
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
 

・
遺
跡
内
に
は
、
竪
穴
住
居
７
棟
を
は
じ
め
高
床
式
倉
庫
、
型
取
り
遺
構
、
木
橋
な
ど
を
復
元
 

≪
歳
勝
土
遺
跡
（
方
形
周
溝
墓
群
）
≫
 

・
大
塚
遺
跡
で
暮
ら
し
て
い
た
方
の
共
同
墓
地
で
、
方
形
周
溝
墓
と
よ
ば
れ
る
形
を
し
て
い
る
 

・
低
い
四
角
形
の
盛
土
と
、
そ

の
四
辺
を
溝
で
囲
ん
だ
形
が

そ
の
特
徴
 

・
発
掘
当
時
の
状
態
や
木
棺
を

復
元
し
、
埋
葬
の
様
子
な
ど

が
分
か
る
よ
う
に
し
て
い
る
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ウ
) 
那
覇
新
都
心
・
天
久
公
園
（
沖
縄
県
那
覇
市
／
幅
員
40
～
10
0m

×
延
長
約
1.
6k
m）
 

・
那
覇
新
都
心
地
区
で
は
、
総
合
公
園
（
18
ha
）
を
帯
状
に
計
画
す
る
こ

と
に
よ
り
、
公
園
の
外
周
の
延
長
を
増
や
し
、
公
園
の
緑
環
境
に
面
す

る
街
区
を
数
多
く
形
成
。
 

・
公
園
に
面
し
て
、
沖
縄
県
美
術
館
・
博
物
館
、
国
の
合
同
庁
舎
、
市
役

所
新
都
心
庁
舎
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
セ
ン
タ
ー
地
区
の
商
業
施
設
・
ホ
テ
ル
、

小
学
校
・
幼
稚
園
の
他
、
多
数
の
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
が
立
地
し
て
お
り
、

緑
の
環
境
を
享
受
。
 

 

エ
) 
創
成
川
公
園
（
北
海
道
札
幌
市
／
幅
員
約
25
m×
延
長
約
82
0m
、

1
.8
ha
）
 

・
車
道
８
車
線
の
う
ち
４
車
線
を
地
下
ト
ン
ネ
ル
化
す
る
こ
と
に
よ
り
新

た
な
空
間
を
創
出
。
こ
の
空
間
と
既
存
の
緑
地
を
あ
わ
せ
た
約
1
.
8
h
a
、

延
長
8
2
0
m
が
創
成
川
公
園
（
特
殊
公
園
）
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。
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オ
) 
駅
を
中
心
に
緑
で
つ
な
ぐ
南
北
軸
（
大
分
県
大
分
市
／
現
在
計
画
策

定
中
）
 

・
駅
前
の
道
路
を
「
自
動
車
の
た
め
の
道
」
か
ら
「
歩
行
者
の
た
め
の
道
」
へ
と

転
換
し
、
駅
前
に
美
し
い
森
が
続
く
風
景
。
 

・
広
い
緑
地
は
人
々
の
憩
い
の
場
と
な
り
、
街
な
か
で
散
歩
や
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
、
楽
し

く
憩
い
集
う
。
ま
た
、
子
育
て
も
し
や
す
い
環
境
と
な
り
、
「
都
心
に
住
む
」

イ
メ
ー
ジ
も
生
ま
れ
て
く
る
。
こ
れ
ら
は
商
店
街
の
賑
わ
い
に
も
貢
献
す
る
だ

ろ
う
。
 

・
駅
前
の
一
等
地
に
あ
る
美
し
い
森
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
の
駅
前
の
イ
メ
ー
ジ
を
一

新
さ
せ
る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
街
の
顔
と
な
る
。
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(２
) 

 機
能
検
討
の
た
め
の
参
考
 

 
≪
自
然
体
験
施
設
≫
 

国
立
青
少
年
交
流
の
家
及
び
国
立
青
少
年
自
然
の
家
の
概
要
 

                

（
出
典
：
文
部
科
学
省
資
料
）
 

分
野
 

名
称
 

所
在
地
 

敷
地
面

積
 

施
設
規
模
棟
 

自
然
体

験
施
設
 

○
国
立
青
少
年
交
流
の
家

等
  

全
国
 

1
0

～

4
0h
a
 

※
右
表
参
照
 

①
ハ
リ
ウ
ッ
ド
ボ
ー
ル
 

ア
メ
リ
カ

ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
 

約
10
h
a
 
・
収
容
人
数
：
約
17
,
00
0

人
 

②
山
中
湖
交
流
プ
ラ
ザ
 

シ
ア
タ
ー
ひ
び
き
 

山
梨
県
南

都
留
郡
山

中
湖
村
 

約
10
h
a
 
・
収
容
人
数
：
約
8,
0
00

人
 

野
外
劇

場
 

③
静
岡
県
舞
台
芸
術
セ
ン

タ
ー
「
S
P
A
C
」
 

静
岡
県
静

岡
市
 

約
15
h
a
 
・
収
容
人
数
：
約
40
0

人
 

①
エ
デ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

 

イ
ギ
リ
ス
 
約
1
5
h
a
 
・
温
室
群
 

 
延
床
面
積
：
約

2
3,
0
00
㎡
 

②
ア
ン
ド
レ
・
シ
ト
ロ
エ

ン
公
園
 

フ
ラ
ン
ス
 

（
パ
リ
）
 

約
1
4
h
a
 
・
都
市
公
園
 

植
物
園
 

③
東
南
植
物
楽
園
 

 

沖
縄
市
 

約
1
0
h
a
 
・
自
然
度
の
高
い
植
物
園

・
博
物
館
相
当
施
設
 

施
設
名

所
在
地

敷
地
面
積

（
㎡
）

1
国
立
大
雪
青
少
年
交
流
の
家

北
海
道
上
川
郡
美
瑛
町

1
6
4
,5
4
9

2
国
立
日
高
青
少
年
自
然
の
家

北
海
道
沙
流
郡
日
高
町

1
1
7
,4
5
1

3
国
立
岩
手
山
青
少
年
交
流
の
家

岩
手
県
岩
手
郡
滝
沢
村

2
6
2
,9
7
5

4
国
立
花
山
青
少
年
自
然
の
家

宮
城
県
栗
原
市

2
0
1
,1
5
9

5
国
立
磐
梯
青
少
年
交
流
の
家

福
島
県
邪
麻
郡
猪
苗
代
町

1
7
1
,0
8
2

6
国
立
那
須
甲
子
青
少
年
自
然
の
家

福
島
県
西
白
河
郡
西
郷
村

1
,2
9
1
,7
9
0

7
国
立
赤
城
青
少
年
交
流
の
家

群
馬
県
前
橋
市

2
4
4
,2
4
7

8
国
立
信
州
高
遠
青
少
年
自
然
の
家

長
野
県
伊
那
市

2
2
2
,6
6
7

9
国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家

新
潟
県
妙
高
市

1
,3
1
6
,9
3
9

1
0
国
立
立
山
青
少
年
自
然
の
家

富
山
県
中
新
川
郡
立
山
町

2
6
2
,7
4
5

1
1
国
立
能
登
青
少
年
交
流
の
家

石
川
県
羽
咋
市

1
8
7
,2
3
7

1
2
国
立
中
央
青
少
年
交
流
の
家

静
岡
県
御
殿
場
市

1
7
8
,1
7
4

1
3
国
立
乗
鞍
青
少
年
交
流
の
家

岐
阜
県
高
山
市

2
0
4
,8
1
3

1
4
国
立
曽
爾
青
少
年
自
然
の
家

奈
良
県
宇
陀
郡
曽
爾
村

2
1
4
,1
0
2

1
5
国
立
淡
路
青
少
年
交
流
の
家

兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市

1
5
4
,5
6
9

1
6
国
立
吉
備
青
少
年
自
然
の
家

岡
山
県
加
賀
郡
吉
備
中
央
町

3
0
7
,4
9
8

1
7
国
立
三
瓶
青
少
年
交
流
の
家

島
根
県
大
田
市

2
2
9
,8
1
0

1
8
国
立
江
田
島
青
少
年
交
流
の
家

広
島
県
江
田
島
市

2
0
8
,4
4
9

1
9
国
立
山
口
徳
地
青
少
年
自
然
の
家

山
口
県
山
口
市

2
0
0
,9
0
4

2
0
国
立
大
洲
青
少
年
交
流
の
家

愛
媛
県
大
洲
市

1
9
9
,8
8
4

2
1
国
立
室
戸
青
少
年
自
然
の
家

高
知
県
室
戸
市

4
0
4
,8
1
7

2
2
国
立
夜
須
高
原
青
少
年
自
然
の
家

福
岡
県
朝
倉
郡
筑
前
町

2
0
2
,6
1
2

2
3
国
立
諫
早
青
少
年
自
然
の
家

長
崎
県
諫
早
市

2
7
4
,5
1
9

2
4
国
立
阿
蘇
青
少
年
交
流
の
家

熊
本
県
阿
蘇
市

1
6
5
,2
8
9

2
5
国
立
大
隅
青
少
年
自
然
の
家

鹿
児
島
県
鹿
屋
市

2
1
8
,5
0
9

2
6
国
立
沖
縄
青
少
年
交
流
の
家

沖
縄
県
島
尻
郡
渡
嘉
敷
村

3
2
2
,3
1
7

平
均

3
0
4
,9
6
6
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①
 
ハ
リ
ウ
ッ
ド
ボ
ー
ル
（
ア
メ
リ
カ
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）
 

・
敷
地
面
積
：
約
1
0
h
a
、
収
容
人
数
：
約
1
7
,
0
0
0
席
 

       
②
 
山
中
湖
交
流
プ
ラ
ザ
 
シ
ア
タ
ー
ひ
び
き
（
山
梨
県
南
都
留
郡
山
中
湖

村
）
 ・
8
,
0
0
0
人
収
容
 

・
敷
地
面
積
：
約
1
0
h
a
 

 

       ③
 
静
岡
県
舞
台
芸
術
セ
ン
タ
ー
「
S
P
A
C
」
（
静
岡
県
静
岡
市
）
 

・
静
岡
県
舞
台
芸
術
公
園
内
 

・
敷
地
面
積
：
約
1
5
h
a
 

            

室
内
ホ
ー

宿
泊

稽
古
場

本
部

野
外
劇

宿
泊
棟
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≪
植
物
園
≫
 

 

①
 
エ
デ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
イ
ギ
リ
ス
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
州
）
 

・
採
石
場
跡
に
巨
大
な
温
室
群
を
建
設
し
、
熱
帯
、
亜
熱
帯
、
砂
漠
、
湿

地
等
を
再
現
し
環
境
と
の
関
わ
り
を
考
え
さ
せ
る
施
設
 

・
敷
地
面
積
：
約
1
5
h
a
、
延
床
面
積
：
約
2
3
,
0
0
0
㎡
 

         

②
 
ア
ン
ド
レ
・
シ
ト
ロ
エ
ン
公
園
（
フ
ラ
ン
ス
パ
リ
）
 

・
パ
リ
・
セ
ー
ヌ
川
左
岸
の
自
動
車
工
場
跡
地
に
植
物
な
ど
自
然
を
そ
の

ま
ま
の
状
態
で
表
現
し
た
都
市
公
園
。
 

・
公
園
内
に
は
大
小
８
つ
の
温
室
と
６
つ
の

庭
園
が
あ
る
。
 

・
敷
地
面
積
：
約
1
4
h
a
 

       
③
 
東
南
植
物
楽
園
（
沖
縄
県
沖
縄
市
）
 

・
敷
地
面
積
：
約
1
0
h
a
（
図
上
計
測
）
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③
 
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
植
物
園
 

・
1
9
5
9
年
開
園
。
6
0
万
種
の
以
上
の
標
本
が
あ
り
、
ラ
ン
の
多
様
性
で

は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
さ
れ
て
い
る
。
 

・
敷
地
面
積
：
約
6
3
.
7
h
a
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色紙 



                 



 

97

      
I 
第

2
回
委
員
会
の
議
事
の
ポ
イ
ン
ト

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

1 
１
．

 委
員
会
の
流
れ

(再
掲

)..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

1 
２
．

 広
域
緑
地

(普
天
間
公
園
等

)の
検
討
の
流
れ

(再
掲

)..
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
.1

 
３
．

 第
2
回
委
員
会
の
議
事
の
ま
と
め

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

.2
 

II
 検
討
資
料

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
.4

 
０

. 
本
資
料
で
の
検
討
の
流
れ

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

4 
１
．

 広
域
緑
地

(普
天
間
公
園
等

)の
基
本
方
針

(案
)か
ら
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
評
価
要
因
抽
出

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

.5
 

２
．

 ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
評
価
要
因
の
整
理
と
こ
れ
ら
か
ら
考
え
ら
れ
る
公
園
緑
地
系
統

(シ
ス
テ
ム

)の
範
囲

...
...

...
...

...
...

...
..7

 
３
．

 公
園
機
能
及
び
周
辺
都
市
機
能
の
例
示

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
.2

3 
４
．

 「
自
然
環
境
」
「
歴
史
・
文
化
」
「
沖
縄
振
興
」
の
方
針
を
総
合
し
た
広
域
緑
地

(普
天
間
公
園
等

)の
範
囲

...
...

...
...

...
...

25
 

５
．

 公
園
機
能
の
配
置
と
都
市
的
土
地
利
用
と
の
連
携
の
イ
メ
ー
ジ

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

..2
9 

６
．

 広
域
緑
地

(普
天
間
公
園
等

)の
コ
ン
セ
プ
ト
、
基
本
方
針

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
.3

1 
７
．

 今
後
の
課
題

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
...

...
.3

6 
 

検
討
委
員
会
 
平
成
２
４
年
３
月
３
日
 

沖
縄
県
 
企
画
調
整
課
 

宜
野
湾
市
 
基
地
跡
地
対
策
課
 

広
域
緑
地
(
普
天
間
公
園
等
)
 

第
3
回
 
検
討
委
員
会
 
説
明
資
料
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II I
      
第第 第
22 2
回回 回
委委 委
員員 員
会会 会
のの の
議議 議
事事 事
のの の
ポポ ポ
イイ イ
ンン ン
トト ト
   

 

１
．
 
委
員
会
の
流
れ
(再
掲
) 

２
．
 
広
域
緑
地
(
普
天
間
公
園
等
)
の
検
討
の
流
れ
(
再

掲
)
 

  

○
 
第

1
回
 
委
員
会

(１
／
１
１

) 
・
 
普
天
間
飛
行
場
跡
地
計
画
の
今
ま
で
の
経
緯
と
計
画
概
要

・
 
上
位
関
連
計
画
の
概
要

 
・
 
地
区
の
自
然
環
境
に
つ
い
て

 
・
 
地
区
の
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て

 
議
題
―
検
討
の
課
題
に
つ
い
て
 

整
備
に
当
た
っ
て
の
留
意
点

 

○
 
第

2
回
 
委
員
会

(２
／
２

) 
・
 
自
然
環
境
に
つ
い
て
の
追
加
資
料

 
・
 
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
の
追
加
資
料

 
・
 
事
例
・
・
・
大
規
模
公
園
、
国
営
公
園
、
い
ろ
い
ろ
な
形

状
の
公
園

 
議
題
―
コ
ン
セ
プ
ト
、
基
本
方
針
等
に
つ
い
て
 

○
 
第

3
回
 
委
員
会

(３
／
３

) 
・
 
コ
ン
セ
プ
ト
、
整
備
方
針
の
案
提
示

 
・
 
配
置
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
案
の
提
示

 
・
 
施
設
イ
メ
ー
ジ
の
提
示

 
議
題
―
コ
ン
セ
プ
ト
、
基
本
方
針
、
公
園
緑
地
の
範
囲
・
配
置
案

等
に
つ
い
て
 

自
然
環
境
 

歴
史
・
文
化
 

沖
縄
振
興
 

コ
ン
セ
プ
ト
案
・
基
本
方
針
案
 

公
園
・
緑
地
の
範
囲
の
配
置
案

機
能
・
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
 

機
能
の
配
置
イ
メ
ー
ジ
 

普
天
間
飛
行
場
跡
地
の
公
園
・
緑
地
整
備
に
係
る
経
緯
 

公
園
・
緑
地
整
備
の
視
点
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３
．
 
第
2
回
委
員
会
の
議
事
の
ま
と
め
 

 
①
 
宜
野
湾
市
自
然
環
境
調
査
(平
成
16
年
３
月
)に
自
然
環
境
に
つ
い
て
ま
と
め
て
あ
る
の
で
、
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。
着
目
点
と
し
て

は
、
地
下
水
系
に
沿
っ
た
環
境
の
保
全
、
樹
林
地
の
保
全
、
洞
窟
群
の
保
全
の
3
つ
で
あ
る
。
特
に
宜
野
湾
市
は
、
川
と
地
下
水
系
で

成
り
立
っ
て
い
る
よ
う
な
都
市
で
あ
り
「
水
系
環
境
都
市
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
た
め
、
地
下
水
系
や
緑
地
の
保
全
が
重
要
で
あ

る
。
 

 
②
 
ラ
ン
ド
シ
ャ
フ
ト
の
関
係
で
は
、「
自
然
環
境
」
と
「
歴
史
・
文
化
」
と
の
関
連
性
を
付
け
て
い
く
べ
き
あ
る
。
 

 
③
 
東
側
に
集
積
す
る
歴
史
・
文
化
、
自
然
環
境
の
ゾ
ー
ン
で
は
、
暮
ら
し
の
な
い
テ
ー
マ
パ
ー
ク
的
な
も
の
で
は
い
け
な
い
。
 

 
④
 
セ
ク
シ
ョ
ン
に
応
じ
た
土
地
利
用
の
可
能
性
・
制
約
を
議
論
す
べ
き
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
後
で
組
み
合
わ
せ
て
い
け
ば
よ
い
。
 

 
⑤
 
水
盆
に
つ
い
て
・
・
・
島
尻
層
群
と
琉
球
石
灰
岩
の
狭
間
に
あ
り
、
面
的
に
広
が
っ
て
い
る
。
水
盆
を
含
め
、
洞
穴
や
湧
水
口
の
保

全
が
重
要
で
あ
る
。
 

 
⑥
 
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
に
留
意
事
項
、
関
連
す
る
評
価
要
因
(
自
然
環
境
、
歴
史
・
文
化
。
特
に
、
「
水
」
の
評
価
要
因
は

重
要
で
あ
る
。
)
を
整
理
し
た
上
で
、
ラ
ン
ド
シ
ャ
フ
ト
の
構
造
(
緑
の
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
)
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
構
造

を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
沖
縄
振
興
等
の
価
値
観
を
入
れ
込
ん
で
行
く
べ
き
で
あ
る
。
 

 
⑦
 
沖
縄
の
文
化
的
景
観
の
縮
図
と
し
て
、
(
仮
称
)
普
天
間
公
園
等
全
体
が
、
「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
的
な
も
の
」
「
ち
ゅ
ら
し

ま
植
物
園
的
な
も
の
」
と
す
れ
ば
よ
い
。
 

 
⑧
 
国
営
飛
鳥
歴
史
公
園
の
あ
る
明
日
香
村
に
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
を
か
ぶ
せ
る
イ
メ
ー
ジ
。
も
と
も
と
沖
縄
は
低
炭
素
社
会
で
あ
っ
た
。

そ
の
歴
史
・
文
化
を
活
か
し
、
環
境
未
来
都
市
と
し
て
、
技
術
開
発
を
行
っ
て
い
っ
て
も
良
い
。
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⑨
 
「
平
和
希
求
」
を
実
現
す
る
手
段
は
、
9.
11
以
降
「
多
文
化
の
共
生
」
で
あ
る
。
 

 
⑩
 
医
療
・
福
祉
機
能
と
公
園
機
能
と
の
連
携
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
 

 
⑪
 
「
観
光
を
科
学
す
る
」
こ
と
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
 

                 

自
然

 
歴
史

 
評
価

 
LA

特
徴

 
留
意
事
項

 
水

緑
 

 
 

 
 

①
 

 
 

○
 

 
 

 
 

 
②

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ラ
ン
ド
シ
ャ
フ
ト
の

構
造
を
明
確
に

 

⑥
の
解
説
図
 

並
松

 

水
盆

 
水
盆

 

集
落

 
集
落

 

洞
穴

 

①

③

②
 

範
囲

 

大
山
地
区
・
田
い
も
畑海
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II I
II I
   検検 検
討討 討
資資 資
料料 料
   

０
. 
本
資
料
で
の
検
討
の
流
れ
 

       

①
(仮

)広
域
緑
地

(普
天
間
公
園
等

)の
基
本
方
針

(案
)か
ら
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
評
価
要
因
抽
出

 

②
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
評
価
要
因
の
整
理
と
こ
れ
ら
か
ら
考
え
ら
れ
る
公
園
緑
地
系
統

(シ
ス
テ
ム

)の
範
囲

 
 

「
地
形
」「
洞
窟
及
び
水
系
」「
水
盆
」「
洞
穴
・
湧
水
」「
緑
地
・
樹
林
地
」「
並
松
街
道
」「
集
落
」「
文
化
財
」

「
自
然
環
境
」「
歴
史
・
文
化
」

④
「
自
然
環
境
」「
歴
史
・
文
化
」「
沖
縄
振
興
」
の
方
針
を
総
合
し
た

(仮
)

広
域
緑
地

(普
天
間
公
園

)の
範
囲

 

⑤
公
園
機
能
の
配
置
と
都
市
的
土
地
利
用
と
の
連
携
の
イ
メ
ー
ジ

 

③
公
園
機
能
及
び
周
辺
都
市
機
能
の
例
示

 

⑥
(仮

)広
域
緑
地

(普
天
間
公
園

)の
コ
ン
セ
プ
ト
、
基
本
方
針

 

沖
縄

21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
―
沖
縄
振
興

 

普
天
間
飛
行
場
跡
地
利
用
計
画
－
都
市
機
能

 

機
能
に
つ
い
て

配
置
に
つ
い
て
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１
．
 
広
域
緑
地
(普
天
間
公
園
等
)の
基
本
方
針
(案
)か
ら
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
評
価
要
因
抽
出
 

(第
2
回
委
員
会
資
料
 
再
掲

) 

(１
) 

 基
本
方
針
(素
案
) 

【
自
然
環
境
】
 

①
 
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
 

・
 
周
辺
の
緑
地
帯
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
考
慮
し
、
現
況
の
緑
地
を
可
能

な
限
り
保
全
・
活
用
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形

成
に
必
要
な
緑
地
の
整
備
を
進
め
る
。
 

・
 
中
南
部
都
市
圏
に
お
け
る
「
緑
の
回
廊
」
の
整
備
に
つ
な
げ
る
。
 

・
 
普
天
間
飛
行
場
の
区
域
内
に
は
、
琉
球
石
灰
岩
カ
ル
ス
ト
台
地
の
段
丘

地
形
の
縁
辺
部
に
多
数
の
洞
穴
・
湧
水
の
分
布
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
地
区
固
有
の
自
然
環
境
に
つ
い
て
保
全
す
る
。
 

・
 
沖
縄
の
特
徴
的
な
洞
穴
、
洞
窟
及
び
地
下
水
系
が
発
達
し
て
い
る
区

域
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
保
全
を
す
る
た
め
に
、
そ
の
地
盤
環
境

に
配
慮
し
た
公
園
区
域
を
設
定
す
る
。
 

・
 
湧
水
に
つ
い
て
は
、
普
天
間
飛
行
場
の
区
域
外
に
も
多
数
分
布
し
て

お
り
、
本
地
区
が
そ
の
水
源
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
保
全
に
も

努
め
る
。
 

・
 
か
つ
て
の
国
指
定
天
然
記
念
物
で
あ
っ
た
、
琉
球
王
国
の
宿
道
で
あ
る

松
並
木
の
「
琉
球
歴
史
回
廊
」
と
し
て
再
生
（
復
元
）
す
る
。
な
お
、

幅
員
等
に
つ
い
て
は
、
往
時
の
規
格
に
必
ず
し
も
こ
だ
わ
ら
ず
、
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
す
る
。
 

・
 
自
然
環
境
の
保
全
、
復
元
・
再
生
に
よ
り
、
時
間
と
と
も
に
風
景
や
景

観
の
価
値
が
高
ま
る
「
価
値
向
上
型
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
、
公
園
緑
地

の
整
備
に
よ
っ
て
推
進
す
る
。
 

 

②
 
自
然
環
境
と
人
間
の
共
生
 

・
 
基
地
返
還
跡
地
に
残
る
自
然
緑
地
を
可
能
な
限
り
保
全
・
活
用
し
、
緑

豊
か
な
都
市
環
境
の
創
出
を
図
り
、
都
市
地
域
に
お
け
る
周
辺
と
人
間

の
共
生
環
境
の
再
生
に
取
り
組
む
。
 

・
 
腰
当
森
（
ク
サ
テ
ム
イ
）
や
屋
敷
林
を
持
つ
、
戦
前
ま
で
の
伝
統
的

村
落
景
観
の
集
落
構
造
を
踏
ま
え
、
環
境
と
共
生
し
た
安
全
・
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
（
自
然
環
境
と
都
市
の
融
合
）
を
公
園
緑
地
の
整
備

に
よ
っ
て
推
進
す
る
。
 

・
 
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
等
の
循
環
型
社
会
形
成

を
リ
ー
ド
す
る
環
境
技
術
の
開
発
・
活
用
の
場
を
提
供
し
、
「
低
炭
素

島
し
ょ
社
会
」
の
実
現
を
推
進
す
る
。
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【
歴
史
・
文
化
】

 
③
 
文
化
財
の
保
全
・
活
用
 

・
 
普
天
間
飛
行
場
の
区
域
内
に
は
、
琉
球
文
化
の
遺
産
で
あ
る
貴
重
な

文
化
財
が
多
数
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
保
全
・
活
用
を
推
進
す
る
。
 

・
 
近
世
琉
球
の
伝
統
的
な
集
落
跡
や
御
嶽
等
の
文
化
的
景
観
（
村
落
景

観
）
は
、
松
並
木
の
宿
道
と
あ
わ
せ
て
保
全
・
再
生
す
る
こ
と
に
よ

り
、
琉
球
文
化
と
地
域
住
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
継
承
に
繋
げ

る
。
 

・
 
そ
の
一
方
で
、
沖
縄
ら
し
い
美
し
い
町
並
み
と
し
て
、
実
際
に
生
活

す
る
住
宅
地
と
し
て
伝
統
的
な
村
落
景
観
を
再
生
し
、
観
光
資
源
の

と
し
て
活
用
す
る
。
 

 

【
沖
縄
振
興
】

 
④
 
国
際
交
流
の
拠
点
の
形
成
（
２
１
世
紀
の
万
国
津
梁
）
 

略
 

⑤
 
周
辺
土
地
利
用
と
の
連
携
(地
域
振
興
に
資
す
る
) 

略
 

⑥
 
平
和
希
求
 

略
 

【
そ
の
他
】

 
⑦
 
広
域
防
災
拠
点
 

略

 
                     

 

「
自
然
環
境
」「
歴
史
・
文
化
」
の
基
本
方
針
か
ら
考

え
ら
れ
る
、
公
園
緑
地
系
統
(
シ
ス
テ
ム
)
の
範
囲
検

討
の
た
め
の
評
価
要
因
 

 1)
 
自
然
環
境
 

ア
) 
地
形
 

イ
) 
洞
窟
及
び
水
系
 

ウ
) 
水
盆
 

エ
) 
洞
穴
・
湧
水
 

オ
) 
緑
地
・
樹
林
地
 

 2)
 
歴
史
・
文
化
 

ア
) 
宜
野
湾
並
松
街
道
（
宿
道
）
 

イ
) 
伝
統
的
な
村
落
景
観
（
集
村
）
 

ウ
) 
選
定
さ
れ
た
重
要
遺
跡
（
文
化
財
）
 

エ
) 
そ
の
他
の
重
要
な
文
化
財
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２
．
 
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
評
価
要
因
の
整
理
と
こ
れ
ら
か
ら
考
え
ら
れ
る
公
園
緑
地
系
統
(シ
ス
テ
ム
)の
範
囲
 

 
①
 
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
評
価
要
因
の
整
理
 

 
１
) 
自
然
環
境
 

 
ア
) 
地
形
 

宜
野
湾
市
は
、
地
形
特
性
と
し
て
東
側
か
ら
い
く
つ
か
の
段

丘
と
丘
陵
斜
面
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
海
岸
地
域
へ
と
低
く
な

っ
て
い
る
。
普
天
間
飛
行
場
に
関
し
て
も
東
側
か
ら
「
丘
陵
斜

面
」
－
「
段
丘
」
－
「
丘
陵
斜
面
」
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。

地
形
要
素
の
う
ち
「
丘
陵
斜
面
」
「
谷
底
低
地
」
に
は
、
樹
林

地
が
多
く
、
動
物
の
生
息
、
墓
地
や
御
岳
な
ど
の
歴
史
遺
産
、

視
認
性
の
高
い
「
緑
の
屏
風
」
と
し
て
の
都
市
景
観
要
素
と
し

て
も
重
要
で
あ
る
。
特
に
「
谷
底
低
地
」
は
、
近
く
で
絶
滅
危

惧
種
が
確
認
さ
れ
て
い
た
り
、
昔
か
ら
残
る
起
伏
の
あ
る
原
風

景
で
あ
る
な
ど
、
保
全
す
る
方
向
で
公
園
緑
地
の
配
置
に
お
い

て
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

 
●
 
谷
底
低
地
・
・
・
広
域
緑
地

(普
天
間
公
園
等

)の
範
囲

を
検
討
す
る
う
え
で
特
に
重
要
な
要
因

 
●
 
丘
陵
斜
面
・
・
・
・
広
域
緑
地

(普
天
間
公
園
等

)に
関

連
す
る
要
因

(「
緑
地
・
樹
林
地
」「
歴
史
・
文
化
」
の

評
価
要
因
と
合
わ
せ
て
評
価
す
る

) 

イ
) 
洞
窟
及
び
水
系
 

水
系
お
よ
び
洞
窟
は
、
宜
野
湾
市
全
体
に
お
い
て
貴
重
な
水

脈
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
分
断
す
る
よ
う
な
地
下
構
造
物
を
配
し

た
り
す
る
こ
と
は
非
常
に
好
ま
し
く
な
く
、
ま
た
、
地
上
部
に

お
い
て
は
、
可
能
な
限
り
雨
水
浸
透
が
可
能
な
状
態
と
す
る
よ

う
十
分
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

 
●
 
洞
窟
及
び
水
系
 
 
 
 
 
 
 
・
・
・
特
に
重
要

 
 (
今
後
の
詳
細
調
査
に
よ
り
図
上
の
位
置
の
ず
れ
が
生
じ

る
場
合
も
あ
る

) 
ウ
) 
水
盆
 

琉
球
石
灰
岩
層
の
水
盆
は
、
帯
水
層
で
あ
る
琉
球
石
灰
岩
層

か
ら
浸
透
し
た
水
が
不
透
水
層
で
あ
る
島
尻
泥
岩
上
部
に
蓄

え
ら
れ
、
面
的
に
大
規
模
に
広
が
っ
て
い
る
。

 
こ
の
地
上
部
の
土
地
利
用
は
す
べ
て
の
建
築
物
の
立
地
が

直
ち
に
水
盆
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、
地
下
構
造
を

調
査
し
、
水
脈
に
影
響
を
与
え
な
い
施
工
と
す
る
こ
と
で
立
地

は
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
地
上
部
に
お
い
て

は
、
水
盆
や
水
脈
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
な
基
礎
構
造
と
す

る
こ
と
で
、
水
盆
を
保
全
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

●
 
水
盆

  
 

 
・
・
・
関
連
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エ
) 
洞
穴
・
湧
水
 

洞
穴
は
、
水
系
の
入
り
口
、
貴
重
な
動
物
の
生
息
地
、
鍾
乳

石
の
存
在
と
し
て
、
自
然
環
境
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
ま
た
、

信
仰
の
場
、
戦
争
時
の
避
難
壕
と
し
て
、
歴
史
・
文
化
遺
産
と

し
て
の
価
値
も
有
す
る
。

 
湧
水
は
、
水
系
の
出
口
と
し
て
、
洞
穴
と
同
様
に
、
自
然
環

境
、
歴
史
・
文
化
遺
産
と
し
て
の
価
値
を
有
す
る
。

 
こ
れ
ら
が
集
積
し
て
い
る
場
所
は
、
保
全
・
活
用
す
べ
き
で

あ
り
、
公
園
緑
地
を
配
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

 
た
だ
し
、
こ
れ
ら
が
点
在
す
る
場
合
は
、
都
市
的
土
地
利
用

の
中
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
を
小
規
模
な
規
模
な
公
園
緑
地

と
し
て
保
全
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
●
 
洞
穴
・
湧
水
の
集
積
地
・
・
・
特
に
重
要

 
●
 
洞
穴
・
湧
水
の
点
在
・
・
・
関
連

 

 
オ
) 
緑
地
・
樹
林
地
 

樹
林
地
は
、
「
戦
後
再
生
し
た
も
の
を
含
み
戦
前
か
ら
あ
っ

た
場
所
に
分
布
す
る
も
の
」
と
「
戦
後
新
た
に
樹
林
化
し
た
も

の
」
と

2
種
類
あ
る
。
特
に
、
前
者
は
、
表
土
の
攪
乱
・
流

亡
が
な
け
れ
ば
、
埋
土
種
子
や
萌
芽
更
新
に
よ
る
樹
林
の
再
生
、

ま
た
、
土
壌
生
物
の
維
持
な
ど
に
よ
っ
て
、
郷
土
在
来
の
個
体

群
が
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
保
全

す
る
必
要
が
あ
る
。

 
後
者
「
戦
後
新
た
に
樹
林
化
し
た
も
の
」
に
つ
い
て
も
、
風

や
鳥
に
よ
る
種
子
散
布
や
植
林
に
よ
る
価
値
あ
る
樹
林
地
も

含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
可
能
な
限
り
保
全
・
活
用
す

る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
ギ
ン
ネ
ム
等
外
来
種
は
、
特
に
保

全
に
配
慮
す
る
必
要
性
は
な
い
。

 
●
 

S2
0(
接
収
前

)樹
林
地
、
か
つ
、
現
在
の
樹
林
地

 
・
・
・
特
に
重
要

 
●
 
戦
後
新
た
に
樹
林
化
し
た
樹
林
地
・
・
・
関
連
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２
) 
歴
史
・
文
化
 

 
ア
) 
宜
野
湾
並
松
街
道
（
宿
道
）
 

琉
球
王
国
の
宿
道
で
あ
る
宜
野
湾
並
松
街
道
に
は
、
約

3
,0
0
0
本
の
松
が
植
え
ら
れ
、
そ
の
美
し
さ
か
ら
、
国
指
定
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
た
。
並
松
街
道
は
、
「
琉
球
王
国
」

の
主
要
道
路
で
あ
る
宿
道
で
あ
り
、
国
王
や
王
府
の
官
人
層
の

普
天
間
参
詣
の
み
な
ら
ず
、
近
世
琉
球
か
ら
戦
前
ま
で
、
地
域

の
人
々
の
暮
ら
し
と
地
域
住
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
拠
り

所
と
し
て
深
い
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
松
並
木
の
「
琉
球

歴
史
回
廊
」
と
し
て
再
生
（
復
元
）
す
る
。
な
お
、
幅
員
等
に

つ
い
て
は
、
往
時
の
規
格
に
必
ず
し
も
こ
だ
わ
ら
ず
、
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
す
る
。
●
 
並
松
街
道
・
・
・
特
に
重
要
 

 

イ
) 
伝
統
的
な
村
落
景
観
（
集
村
［
塊
村
］
と
散
村
)）
 

宜
野
湾
並
松
街
道
に
沿
っ
て
連
な
る
、
近
世
琉
球
か
ら
戦
前

ま
で
の
伝
統
的
な
集
落
や
湧
泉
・
御
嶽
等
の
村
落
景
観
は
、
沖

縄
の
「
亜
熱
帯
気
候
」
の
自
然
環
境
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
「
琉

球
文
化
」
を
育
ん
だ
原
風
景
で
あ
り
、
地
域
住
民
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
拠
り
所
で
も
あ
る
。
ま
た
、
か
つ
て
の
沖
縄
の
自

然
環
境
と
の
共
生
の
証
し
と
し
て
も
、
そ
の
原
風
景
を
再
生
す

る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
公
園
緑
地
の
一
部
で
は
な

く
、
実
際
に
生
活
す
る
住
宅
地
と
し
て
再
現
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●
 
集
村
・
・
・
関
連

 

 
 ウ
）
選
定
さ
れ
た
重
要
遺
跡
（
埋
蔵
文
化
財
）
 

歴
史
・
文
化
遺
産
の
う
ち
、
学
術
的
な
観
点
か
ら
、
地
域
の

歴
史
や
文
化
を
正
し
く
理
解
す
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
遺
跡
を
「
重
要
遺
跡
」
と
呼
び
、
平
成
2
4
年
３
月
現
在
、

普
天
間
飛
行
場
内
の
1
4
遺
跡
が
選
別
さ
れ
て
い
る
。
 

広
域
緑
地
（
普
天
間
公
園
等
）
の
観
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

保
全
、
活
用
に
係
る
考
え
方
を
以
下
に
示
す
。
 

●
 伊
佐
上
原
遺
跡
群
・
・
・
戦
前
の
樹
林
地
で
あ
り
、
か

つ
、
現
在
の
樹
林
地
に
所
在
す
る
遺
跡
群
で
あ
る
。
遺

跡
群
は
、
貝
塚
時
代
か
ら
戦
前
ま
で
に
至
っ
て
、
遺
跡

の
種
類
の
多
様
性
、
時
代
・
時
期
の
重
層
性
、
空
間
的

な
関
連
性
が
極
め
て
高
く
、
周
辺
の
地
域
住
民
の
土
地

利
用
の
在
り
方
と
移
り
変
わ
り
を
明
ら
か
に
で
き
る

こ
と
か
ら
も
、
公
園
緑
地
の
一
部
と
し
て
保
全
、
活
用

す
る
必
要
が
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
・
・
・
特
に
重
要
 

●
 
新
城
シ
マ
ヌ
カ
ー
古
湧
泉
・
・
・
琉
球
石
灰
岩
カ
ル
ス

ト
台
地
の
丘
陵
斜
面
地
に
分
布
す
る
、
戦
前
の
樹
林
地

の
縁
辺
部
に
位
置
し
、
か
つ
、
現
在
の
樹
林
地
に
所
在

す
る
ウ
リ
カ
ー
（
降
り
泉
）
様
式
の
古
湧
泉
で
あ
る
。

古
湧
泉
は
、
洞
穴
内
に
溜
池
や

樋
口
な
ど
を
設
け
た
県

内
屈
指
の
構
造
で
あ
り
、
字
新
城
の
生
活
用
水
源
と
信
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仰
の
場
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
公
園
緑
地
と
し
て
保

全
、
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
 
 
・
・
・
特
に
重
要
 

●
 
赤
道
渡
呂
寒
原
屋
取
古
集
落
・
・
・
戦
前
の
樹
林
地
の

縁
辺
部
に
位
置
し
、
か
つ
、
現
在
の
樹
林
地
に
所
在
す

る
字
赤
道
に
移
住
し
た
屋
取
の
古
集
落
で
あ
る
。
屋
敷

地
に
は
、
沖
縄
の
伝
統
的
な
民
家
に
配
置
さ
れ
る
母

屋
・
台
所
・
離
れ
屋
・
豚
小
屋
兼
便
所
・
井
戸
な
ど
の

基
本
的
な
施
設
が
あ
り
、
ビ
ロ
ウ
、
ガ
ジ
ュ
マ
ル
な
ど

の
屋
敷
林
も
残
存
す
る
こ
と
か
ら
も
、
公
園
緑
地
と
し

て
保
全
・
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
・
・
特
に
重
要
 

●
 
赤
道
渡
呂
寒
原
古
墓
群
・
・
・
戦
前
の
樹
林
地
に
位
置

し
、
か
つ
、
現
在
の
樹
林
地
に
所
在
す
る
古
墓
群
で
あ

る
。
古
墓
群
は
、
琉
球
文
化
特
有
の
７
基
の
亀
甲
墓
を

主
と
す
る
長
さ
約
1
2
0
メ
ー
ト
ル
の
直
線
上
に
連
な

る
1
2
基
で
構
成
さ
れ
、
近
世
琉
球
の
地
域
社
会
に
お

け
る
亀
甲
墓
の
受
容
年
代
と
墓
造
り
の
移
り
変
わ
り

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
も
、
公
園
緑
地
と
し

て
保
全
・
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
・
・
・
特
に
重
要
 

●
 
神
山
ク
シ
ヌ
カ
ー
古
湧
泉
・
・
・
琉
球
石
灰
岩
台
地
の

丘
陵
斜
面
地
に
分
布
す
る
、
戦
前
の
樹
林
地
の
縁
辺
部

に
位
置
し
、
か
つ
、
現
在
の
樹
林
地
に
所
在
す
る
古
湧

泉
で
あ
る
。
古
湧
泉
は
、
洞
穴
の
開
口
部
の
湧
水
口
を

残
し
て
、
前
庭
部
の
両
側
面
と
も
に
切
石
を
積
ん
で
い

る
。
字
神
山
の
生
活
用
水
源
と
信
仰
の
場
所
で
あ
る
こ

と
か
ら
も
、
公
園
緑
地
の
一
部
と
し
て
保
全
、
活
用
す

る
必
要
が
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
・
・
・
特
に
重
要
 

●
 
神
山
テ
ラ
ガ
マ
洞
穴
遺
跡
・
・
・
戦
前
の
樹
林
地
に
位

置
し
、
か
つ
、
現
在
の
樹
林
地
に
所
在
す
る
洞
穴
で
あ

る
。
洞
穴
内
か
ら
出
土
し
た
線
刻
石
版
は
、
県
内
で
唯

一
の
利
用
状
況
が
明
確
な
遺
物
で
あ
り
、
字
神
山
の
聖

地
と
し
て
現
在
で
も
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
洞

穴
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
公
園
緑
地
の
一
部
と
し
て
保

全
、
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
 
 
・
・
・
特
に
重
要
 

●
 
神
山
ト
ゥ
ン
遺
跡
・
・
・
戦
前
の
樹
林
地
の
近
隣
地
に

位
置
し
、
現
在
の
樹
林
地
に
所
在
す
る
遺
跡
で
あ
る
。

字
神
山
の
伝
統
的
な
集
落
の
近
傍
に
あ
り
、
集
落
の
草

分
け
の
有
力
者
が
寄
り
集
っ
た
場
所
と
さ
れ
、
戦
前
来

の
石
祠
が
残
っ
て
い
る
。
琉
球
文
化
特
有
の
村
落
祭
祀

の
在
り
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
字
神
山
の
聖
地
と
な

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
公
園
緑
地
の
一
部
と
し
て
保

全
、
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
 
 
・
・
・
特
に
重
要
 

●
 
神
山
後
原
ウ
シ
ナ
ー
跡
・
・
・
戦
前
の
樹
林
地
の
縁
辺

部
に
位
置
し
、
か
つ
、
現
在
の
樹
林
地
に
所
在
す
る
字

神
山
の
闘
牛
場
跡
で
あ
る
。
闘
牛
場
跡
は
、
古
老
に
よ

れ
ば
、
明
治
4
4
年
（
1
9
1
1
）
頃
ま
で
利
用
さ
れ
た

と
伝
え
、
沖
縄
の
伝
統
的
な
娯
楽
文
化
で
あ
る
戦
前
の
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闘
牛
場
跡
が
残
る
地
所
は
本
遺
跡
が
県
内
で
唯
一
で

あ
る
こ
と
か
ら
も
、
公
園
緑
地
の
一
部
と
し
て
保
全
、

活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
 
 
 
 
・
・
・
特
に
重
要
 

●
 
宜
野
湾
メ
ー
ヌ
カ
ー
古
湧
泉
・
・
・
琉
球
石
灰
岩
カ
ル

ス
ト
台
地
特
有
の
陥
没
ド
リ
ー
ネ
に
形
成
さ
れ
、
戦
前

の
樹
林
地
で
は
な
く
、
現
在
の
樹
林
地
に
所
在
す
る
古

湧
泉
で
あ
る
。
古
湧
泉
は
、
飲
料
水
・
浴
水
・
洗
濯
用

水
の
３
槽
に
仕
切
ら
れ
た
県
内
屈
指
の
石
造
建
築
物

で
あ
り
、
字
宜
野
湾
の
生
活
用
水
源
と
信
仰
の
場
所
で

あ
る
こ
と
か
ら
も
、
公
園
緑
地
の
一
部
と
し
て
保
全
、

活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
 
 
 
 
・
・
・
特
に
重
要
 

●
 
宜
野
湾
ク
シ
ヌ
ウ
タ
キ
遺
跡
・
・
・
戦
前
の
樹
林
地
に

位
置
し
、
か
つ
、
現
在
の
樹
林
地
で
あ
る
谷
底
低
地
の

崖
上
に
所
在
す
る
祭
祀
遺
跡
で
あ
る
。
遺
跡
地
に
あ
る

石
祠
や
海
砂
利
敷
遺
構
な
ど
は
、
琉
球
文
化
特
有
の
御

嶽
祭
祀
の
在
り
方
と
移
り
変
わ
り
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
字
宜
野
湾
の
聖
地
と
し
て
現
在
で
も
信
仰
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
公
園
緑
地
の
一
部
と
し

て
保
全
、
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
・
・
・
特
に
重
要
 

●
 
宜
野
湾
並
松
街
道
(再
掲
) 
・
・
・
宜
野
湾
市
の
歴
史
の

正
し
い
理
解
の
た
め
に
欠
く
こ
と
が
で
き
ず
、
文
献
史

料
に
記
述
な
い
し
地
域
社
会
に
口
伝
さ
れ
た
内
容
等

を
十
分
に
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る

遺
跡
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
公
園
緑
地
の
一
部
と
し
て

保
全
、
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
 
・
・
・
特
に
重
要
 

●
 
新
城
古
集
落
遺
跡
・
・
・
県
内
初
の
単
一
村
落
の
民
俗

誌
で
あ
る
「
シ
マ
の
話
」
は
、
明
治
末
の
字
新
城
の
生

活
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
近
代
沖
縄
の
伝
統
的

な
村
落
の
在
り
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
遺
跡
で
あ

る
。
今
も
残
る
屋
敷
林
な
ど
は
、
公
園
緑
地
に
関
連
す

る
場
所
と
し
て
、
保
全
・
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

遺
跡
・
・
・
関
連
 
 
屋
敷
林
・
・
・
特
に
重
要
 

●
 
野
嵩
タ
マ
タ
原
遺
跡
・
・
・
グ
ス
ク
時
代
の
耕
作
跡
が

県
内
で
初
め
て
確
認
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
る
。
遺
跡
の
耕

作
跡
の
保
存
状
況
は
良
好
で
、
沖
縄
の
み
な
ら
ず
、
日

本
・
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
植
物
栽
培
の
在
り
方
と
移
り

変
わ
り
を
知
る
う
え
で
特
に
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
文
化
財
保
護
の
立
場
か
ら
「
指
定
史
跡
」
と

し
て
保
存
・
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
 
・
・
・
関
連
 

●
 
上
原
濡
原

う
え
は
ら
ぬ
ー
り
ば
る

遺
跡
・
・
・
確
認
さ
れ
た
遺
構
と
遺
物
な
ど

に
よ
り
縄
文
時
代
相
当
期
（
約
2
,8
0
0
年
前
）
の
生
産

遺
跡
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
遺
跡
で
、
沖

縄
の
み
な
ら
ず
日
本
・
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
植
物
栽
培

の
在
り
方
を
知
る
う
え
で
特
に
重
要
な
遺
跡
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
文
化
財
保
護
の
立
場
か
ら
「
指
定
史
跡
」

と
し
て
保
存
・
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。・
・
・
関
連
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ア
) 
地
形
 

  1
) 
自
然
環
境
 

H
1
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評
価
要
因

 
  
 
 
 
谷
底
低
地

 
   
 
 
 
丘
陵
斜
面

 
  ※
普
天
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飛
行
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に
係
る

も
の
の
み
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に
重
要

 

関
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大
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地
区

田
い
も
畑
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イ
) 
洞
窟
及
び
水
系
 

ウ
) 
水
盆

 
エ
) 
洞
穴
・
湧
水

 
 1
) 
自
然
環
境
 

評
価
要
因

 
 
 
 
 

 
  
 
 
 

 
       ※
 
普
天
間
飛
行
場
に
係
る
も
の
の
み

 
※
 

S6
0 
下
水
道
調
査
結
果
含
む

 

洞
窟
及
び
水
系

 

水
盆

 

洞
穴
・
湧
水
の
集
積

 

特
に
重
要

 

関
 
 
連

 

特
に
重
要

 

大
山
地
区

田
い
も
畑

断
面
位
置
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面
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面
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チ
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カ
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ガ
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地
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道
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号
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速
道
路
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地
下
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長
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C
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面

 

B
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面

 

A
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面

 

※
 
水
盆
に
つ
い
て

 
 
島
尻
層
群
泥
岩
上
部
に
位
置
す
る

琉
球
石
灰
岩
層
は
、
石
灰
岩
自
体
は
雨

水
が
浸
透
し
や
す
い
構
造
と
な
っ
て

い
る
が
、
全
体
的
に
は
琉
球
石
灰
岩
層

は
「
粘
土
質
砂
礫
」
や
「
シ
ル
ト
質
砂

礫
状
」
を
有
す
る
帯
水
層
で
あ
り
、
浸

透
し
た
水
は
不
透
水
層
で
あ
る
島
尻

泥
岩
上
部
に
大
規
模
な
水
盆
を
形
成

し
て
い
る
。

 
 
水
盆
に
貯
留
さ
れ
た
水
は
、
ゆ
っ
く

り
と
湧
水
と
し
て
地
表
に
現
れ
る
。
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オ
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緑
地
・
樹
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地
 

   1
) 
自
然
環
境
 

評
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要
因

 
S2
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接
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前
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林
地

 
か
つ
、
現
在
の
樹
林
地

 
   
 
 
 
戦
後
植
生
し
た
緑
地

 
  ※
普
天
間
飛
行
場
に
係
る
も
の
の
み

 

特
に
重
要

 

関
 
 
連
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ア
) 
宜
野
湾
並
松
街
道
(宿
道
) 

イ
) 
伝
統
的
な
村
落
景
観
(集
村
) 

 2
) 
歴
史
・文
化
 

評
価
要
因

 
  
 
 
 
宜
野
湾
並
松
街
道

 
  
 
 
 

 伝
統
的
な
村
落
景
観

 
  ※
普
天
間
飛
行
場
に
係
る
も
の
の

み
 

特
に
重
要

 

関
 
 
連
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ウ
) 
選
定
さ
れ
た
重
要
遺
跡
(文
化
財
) 

エ
) 
そ
の
他
文
化
財
 

2
) 
歴
史
・文
化
 

評
価
要
因

 
  
 
 
 
選
定
さ
れ
た

 
重
要
遺
跡

 
 

 
選
定
さ
れ
た

 
重
要
遺
跡

 
  ※
普
天
間
飛
行
場
に
係
る
も

の
の
み

 

特
に
重
要

 

関
 
 
連

 

新
城
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屋
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原
屋
取
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神
山
テ
ラ
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マ
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遺
跡
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原
屋
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集
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伊
佐
上
原
遺
跡
群

上
原
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原
遺
跡
群
 
新
城
古
集
落
遺
跡

野
嵩
タ
ヌ
マ
原
遺
跡

宜
野
湾
ク
シ
ヌ
ウ
タ
キ
遺
跡
 

新
城
シ
マ
ヌ
カ
ー
古
湧
泉

神
山
メ
ー
ヌ
カ
ー
古
湧
泉
 

宜
野
湾
メ
ー
ヌ
カ
ー
古
湧
泉

神
山
後
原
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ナ
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闘
牛
場
)
跡

神
山
ト
ゥ
ン
遺
跡

宜
野
湾
並
松
街
道
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1
8
 

 
②
 
評
価
要
因
の
組
み
合
わ
せ
 

 
１
) 
す
べ
て
の
評
価
要
因
の
組
み
合
わ
せ
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1
9
 

 
２
) 
「
特
に
重
要
な
要
素
」
と
「
関
連
す
る
要
素
」
の
分
類
 

 
特
に
重
要
な
要
素

 
・
 
谷
底
低
地

 
・
 
洞
窟
及
び
水
系

 
・
 
洞
穴
・
湧
水
の
集
積

 
・
 

S2
0(
接
収
前

)樹
林
地
、
か
つ
、

現
在
の
樹
林
地

 
・
 
宜
野
湾
並
松
街
道

 
・
 
選
定
さ
れ
た
重
要
遺
跡

 
・
 
そ
の
他
重
要
な
文
化
財

 
 関
連
す
る
要
因

 
・
 
丘
陵
斜
面

 
・
 
水
盆

 
・
 
戦
後
樹
林
化
し
た
緑
地

 
・
 
選
定
さ
れ
た
重
要
遺
跡

 
・
 
伝
統
的
な
村
落
景
観
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2
0
 

参
考
－
「自
然
環
境
調
査
(H
1
5
年
度
)」
か
ら
の
確
認
 

  

「
洞
内
環
境
の
保
全
に
配
慮
し
て
浸
透
緑
地

等
の
確
保
・
設
置
を
図
る
等
水
系
に
沿
っ
た

環
境
整
備
を
行
う
エ
リ
ア
」
の
一
部
が
異
な
っ

て
い
る
。
今
回
は
、
S
6
0
下
水
道
調
査
結
果

を
加
味
し
て
水
系
の
想
定
を
変
更
し
て
い
る

た
め
で
あ
る
。
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３
) 
「
特
に
重
要
な
要
因
」
の
ユ
ニ
ッ
ト
区
分
 

                     

 

LL
AA
77
  

LL
AA
88
  

LL
AA
11
  

LL
AA
22
  

LL
AA
33
  

LL
AA
44
  

LL
AA
55
  

LL
AA
66
  

LL
AA
11
11
  

LL
AA
11
22
  

LL
AA
11
00
  

LL
AA
11
33
  

LL
AA
11
33
  

LL
AA
99
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ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ユ
ニ
ッ
ト
の
評
価
 

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
評
価
要
因

 
自
然
環
境

 
歴
史
・
文
化

 
 

地
 
形

 
洞
窟
及

び
水
系

 
水
盆

 
洞
穴
・

湧
水

 
緑
地
・
樹

林
地

 
並
松

街
道

集
村

 
選
定
さ
れ
た
遺
跡

 
評
 
価

 

L
A
1
 
○
丘
陵
斜
面

 
◎

 
○

 
◎
集
積

◎
S2

0
か

つ
現
在

 
－

 
－

 
－

 
主
に
、「
か
つ
て
の
緑
地
」「
洞

穴
・
湧
水
」
の
観
点
か
ら
緑

地
と
し
て
保
全
す
る

 

L
A
2

 
◎
谷
底
低
地

 
○

 
◎

 
－

 
◎

 
◎

 
○
戦
後

 
◎

 
○
宜
野
湾

 
○
神
山

 
◎
宜
野
湾
ク
シ
ヌ
ウ
タ
キ
、
◎
宜
野
湾
メ
ー
ヌ

カ
ー
古
湧
泉
、
◎
神
山
メ
ー
ヌ
カ
ー
古
湧
泉

 

L
A
3

 
◎

 
○

 
◎

 
－

 
◎

 
○
点
在

◎
 
○

 
◎

 
－

 
◎
赤
道
渡
呂
、
◎
神
山
ラ
テ
ガ
マ
、
◎
神
山
ト

ゥ
ン
遺
跡
、
◎
神
山
後
原
ウ
シ
ナ
ー

(闘
牛
場

)
跡
、
◎
赤
道
渡
呂
寒
原
屋
取
古
集
落

 

重
要
な
「
自
然
環
境
」
「
歴

史
・
文
化
」
要
因
が
集
積
し

て
お
り
、
積
極
的
に
保
全
す

る
 

L
A
4

 
○

 
―

 
－

 
－

 
－

 
◎

 
○
宜
野
湾

 
○
神
山

 
○
新
城

 
－

 
緑
地
あ
る
い
は
緑
豊
か
な
道

路
と
し
て
、
積
極
的
に
並
松

街
道
の
再
生
を
行
う

 

L
A
5

 
－

 
－

 
－

 
－

 
◎

 
－

 
○
新
城

 
◎
新
城
古
集
落

(屋
敷
林

) 
点
あ
る
い
は
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
一
部
と
し
て
位
置
づ
け
る

 
L
A
6
 

－
 

◎
 

○
 

―
 

－
 

LA
4

－
 

－
 

L
A
7
 

－
 

◎
 

―
 

―
 

○
 

LA
4

－
 

－
 

L
A
8
 

－
 

◎
 

―
 

―
 

◎
 

LA
4

－
 

－
 

L
A
9
 

－
 

◎
 

○
 

◎
 

○
 

LA
4

－
 

－
 

L
A
1
0

－
 

◎
 

○
 

―
 

○
 

LA
4

－
 

－
 

L
A
1
1

○
 

◎
 

－
 

◎
 

○
 

LA
4

－
 

◎
新
城
シ
マ
ヌ
カ
ー
古
湧
泉

 
L
A
1
2

○
 

◎
 

－
 

―
 

―
 

LA
4

－
 

－
 

水
系
の
地
上
部
に
つ
い
て
、

緑
地
等
に
位
置
づ
け
る
な

 
ど
に
よ
り
、
水
脈
を
確
保
す

る
。

 
な
お
、
浸
透
性
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
普
天
間
飛
行
場
全

体
で
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

 

ラ ン ド ス ケ ー プ ユ ニ ッ ト 

L
A
1
3

○
(一
部

) 
－

 
○

(一
部

)
－

 
◎

 
－

 
－

 
－

 
点
あ
る
い
は
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
一
部
と
し
て
位
置
づ
け
る

 
◎
特
に
重
要
な
要
因
 
 
○
関
連
す
る
要
因
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３
．
 
公
園
機
能
及
び
周
辺
都
市
機
能
の
例
示
 

(１
) 

 基
本
方
針
か
ら
考
え
ら
れ
る
(仮
)普
天
間
公
園
等
の
機
能
例
(第
2
回
委
員
会
資
料
再
掲
) 

 
①
 
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
 

 
世
界
植
物
園

 
 
洞
穴
探
索
路

 
 
並
松
街
道
の
再
生

 
 
生
物
多
様
性
緑
地
の
再
生

 
 
緑
地
の
保
全

 
 
段
丘
地
形
、
洞
穴
、
洞
窟
・
地
下
水
系
の
保
全

 
②
 
自
然
環
境
と
人
間
の
共
生
 

 
地
球
環
境
学
習
施
設
、
機
能

 
 
運
動
施
設

 
 
多
目
的
広
場

 
 
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

(実
験
、
活
用
施
設

) 
 
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

 
 
散
策
路
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

 
 
広
い
・
緑
の
歩
道
、
緑
道
空
間

 
③
 
文
化
財
の
保
全
・
活
用
 

 
歴
史
文
化
資
料
館

 
 
伝
統
的
村
落
景
観
と
宿
道
の
再
生
・
活
用

(住
宅
地

) 
 
文
化
財
の
保
全

 
 

 
④
 
国
際
交
流
の
拠
点
の
形
成
（
２
１
世
紀
の
万
国
津
梁
）
 

 
多
目
的
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
、
国
際
交
流
施
設

 
 
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設

 
⑤
 
周
辺
土
地
利
用
と
の
連
携
(地
域
振
興
に
資
す
る
) 

 
多
目
的
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
、
国
際
交
流
施
設

(再
掲

) 
 
医
療
、
医
薬
、
福
祉
機
能

 
 
多
目
的
広
場

(再
掲

) 
 
広
い
・
緑
の
歩
道
、
緑
道
空
間

(再
掲

) 
 
散
策
路
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

(再
掲

) 
 
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

(再
掲

) 
 
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

(実
験
、
活
用
施
設

)(再
掲

) 
⑥
 
平
和
希
求
 

 
多
目
的
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
、
国
際
交
流
施
設

(再
掲

) 
 
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
、
記
念
館
、
学
習
機
能

 
⑦
 
広
域
防
災
拠
点
 

 
防
災
拠
点
施
設

 
 
備
蓄
倉
庫

 
 
防
災
教
育
施
設
、
機
能

 
 
ヘ
リ
ポ
ー
ト

 
 
広
域
避
難
地

 
 

 
建
物
・
施
設
が
主
体
と
な
る
も
の

 
 
そ
の
他
整
備
、
再
生
、
活
用
す
る
も
の

 
 
保
全
を
主
体
と
す
る
も
の

 
東
側
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(２
) 

 公
園
機
能
と
連
携
す
べ
き
都
市
機
能
の
イ
メ
ー
ジ
 

 
①
 
普
天
間
飛
行
場
跡
地
内
 

 
今
後
、
普
天
間
飛
行
場
跡
地
計
画
に
お
い
て
、
「
振
興
拠
点
ゾ
ー
ン
」

「
都
市
拠
点
ゾ
ー
ン
」
「
住
居
ゾ
ー
ン
」
で
、
立
地
を
検
討
す
る
。

 
 

１
) 
振
興
拠
点
ゾ
ー
ン
 

(仮
)普
天
間
公
園
等
に
囲
ま
れ
た
、
緑
豊
か
な
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク

 
・
 
最
先
端
医
療
・
医
薬
・
福
祉
関
係
機
能

 
・
 
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
研
究
開
発
機
能

 
・
 
そ
の
他
先
端
技
術
等
、
研
究
開
発
機
能

 
 

２
) 
都
市
拠
点
ゾ
ー
ン
 

・
 
公
園
・
緑
地
に
囲
ま
れ
た
、
商
業
、
業
務
機
能

 
 

３
) 
住
居
ゾ
ー
ン
 

・
 
公
園
・
緑
地
に
囲
ま
れ
た
、
住
宅
地

 
・
 
住
宅
地
内
に
は
、
洞
穴
、
湧
水
、
文
化
財
が
保
全
・
活
用

さ
れ
る
小
公
園
が
点
在
す
る

 
・
 
か
つ
て
の
集
落

(神
山
等

)の
位
置
で
の
、
現
代
生
活
に
あ
っ

た
、
環
境
共
生
型
の
伝
統
的
村
落
景
観
の
再
生
・
活
用

 
 

 
②
 
市
内
、
県
内
施
設
と
の
連
携
 

 
１
) 
既
存
施
設
 

・
 
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

 
・
 
琉
球
大
学

 
・
 
沖
縄
国
際
大
学

 
・
 
そ
の
他
大
学
、
研
究
機
関

 
 

２
) 
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
(基
本
計
画
(案
))
に
示
さ
れ
て
い

る
今
後
連
携
が
期
待
さ
れ
る
機
能
 

・
 
環
境
共
生
研
究
機
能
連
携

 
・
 
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
機
能
連
携

 
・
 
国
際
災
害
援
助
機
構
連
携

 
・
 
国
際
的
台
風
等
研
究
機
能
連
携

 
・
 
地
球
平
和
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
研
究
機
関
等
と
の
連
携
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5
 

 
４
．
 
「
自
然
環
境
」「
歴
史
・
文
化
」
「
沖
縄
振
興
」
の
方
針
を
総
合
し
た
広
域
緑
地
(普
天
間
公
園
等
)の
範
囲
 

 
(１
) 

 沖
縄
振
興
の
た
め
に
広
域
緑
地
(普
天
間
公
園
等
)の
配
置
に
配
慮
す
べ
き
事
項
(第
2
回
委
員
会
資
料
よ
り
編
集
) 

 
①
 
普
天
間
飛
行
場
跡
地
の
都
市
的
土
地
利
用
と
の
連
携
 

 
１
) 
振
興
拠
点
ゾ
ー
ン
と
の
連
携
 

 
⇒
振
興
拠
点
ゾ
ー
ン
内
に
広
域
緑
地

(普
天
間
公
園
等

)の
一
部
を
配
置
し
、

緑
に
囲
ま
れ
た
振
興
拠
点
を
形
成
す
る
こ
と
で
振
興
拠
点
ゾ
ー
ン
の
付

加
価
値
を
高
め
る
。

 
⇒
振
興
拠
点
ゾ
ー
ン
で
の
交
流
の
場
と
し
て
、
広
域
緑
地

(普
天
間
公
園
等

)
に
振
興
拠
点
交
流
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能
を
配
置
す
る
。

 
 

２
) 
都
市
拠
点
ゾ
ー
ン
と
の
連
携
 

 
⇒
仮

)広
域
緑
地

(普
天
間
公
園
等

)を
都
市
拠
点
ゾ
ー
ン
に
近
接
さ
せ
る
こ

と
で
都
市
生
活
に
付
加
価
値
を
高
め
る

(近
く
に
、
憩
い
、
健
康
づ
く
り
、

癒
し
の
空
間
が
あ
る

)。
 

 
②
 
普
天
間
飛
行
場
周
辺
の
主
要
施
設
と
の
連
携
 

 
⇒
道
路
や
公
共
交
通
機
関
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
性
が
高
い
配
置
と
す
る
。

 
⇒
歴
史
文
化
の
学
習
、
環
境
共
生
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
験
、
実
践
、
研
究

機
能
の
一
部
を
担
う
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
整
備
が
可
能
な
広

域
緑
地

(普
天
間
公
園
等

)と
す
る
。

 

 
   

③
 
沖
縄
振
興
の
た
め
の
連
携
に
資
す
る
配
置
・
形
態
、
機
能
 

 
⇒
都
市
的
土
地
利
用
に
入
り
組
ん
だ
形
態
、
ま
た
、
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
す
る
こ
と
で
、
都
市
的
土
地
利
用
と
の
一
体
性
を
持
た
せ
、

跡
地
全
体
で
緑
の
豊
か
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
か
つ
、
利
便
性
を
高
め

る
。

 
⇒
広
域
幹
線
道
路
、
駅
と
の
つ
な
が
り
に
留
意
し
た
配
置
に
よ
り
ア
ク
セ

ス
性
を
高
め
る
。

 
⇒
近
接
す
る
都
市
的
土
地
利
用
に
付
加
価
値
を
与
え
る
機
能
を
配
置
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
。

 
⇒
都
市
機
能
を
補
完
し
、
ま
た
、
連
携
す
る
機
能
を
配
置
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
す
る
。

 
⇒
公
園
自
体
が
県
内
、
国
内
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む
魅
力
的
な
機
能
を
配

置
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
。
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(２
) 

 都
市
的
土
地
利
用
の
方
針
の
重
ね
合
わ
せ
 

                    
「
都
市
拠
点
ゾ
ー
ン
」
に
は
、
新
し
い
広
域
交
通
網
に
よ
る

集
客
力
に
期
待
す
る
広
域
機
能
や
宜
野
湾
市
の
中
央
に

位
置
す
る
立
地
条
件
を
活
か
し
た
生
活
拠
点
機
能
を
誘

致
す
る
と
と
も
に
、
地
場
産
業
の
立
地
誘
導
や
都
心
型
共

同
住
宅
の
導
入
と
あ
わ
せ
て
、
宜
野
湾
市
の
新
し
い
都
心

を
育
て
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

「
振
興
拠
点
ゾ
ー
ン
」
で
は
、
歴
史
と
風
土
に

根
ざ
し
、
国
際
的
な
評
価
に
も
耐
え
る
優
れ

た
環
境
づ
く
り
と
あ
わ
せ
て
機
能
導
入
の
受

け
皿
と
し
て
十
分
な
規
模
の
用
地
供
給
を
行

い
、
基
幹
産
業
や
滞
在
型
の
居
住
機
能
等
の

誘
致
す
る
こ
と
に
よ
り
、
先
進
的
な
技
術
や

多
才
な
人
材
を
集
め
、
沖
縄
県
の
振
興
を
先

導
す
る
「
創
造
と
交
流
の
場
」
と
し
て
育
て
て

い
く
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
 

中
部
縦
貫
道
路
(位
置
、
構
造
は
未
確
定
) 

公
共
交
通
機
関
(鉄
軌
道
・位
置
、
構
造
は
未
確
定
) 

【主
に
施
設
を
配
置
す
る
公
園
の
ス
ペ
ー
ス
】 

・
 
地
域
振
興
の
た
め
周
辺
土
地
利
用
と
の

連
携
を
図
る
機
能
を
誘
致
で
き
る
位
置

と
し
て
配
置
す
る
 

・
 
振
興
策
の
ほ
か
、
上
位
計
画
で
示
さ
れ

る
「
平
和
希
求
」
「
防
災
拠
点
」
が
必
要

で
あ
る
。
公
園
機
能
の
性
格
上
、
「
自
然

環
境
」「
歴
史
・文
化
」の
保
全
と
活
用
の

エ
リ
ア
と
は
別
に
ま
と
ま
っ
た
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
配
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
位
置
と

す
る
 

 

宜
野
湾
横
断
道
路
(位
置
、
構
造
は
未
確
定
) 



  

124

2
7
 

 
(３
) 

 「
自
然
環
境
」
「
歴
史
・
文
化
」「
沖
縄
振
興
」
の
方
針
を
総
合
し
た
広
域
緑
地
(普
天
間
公
園
等
)の
範
囲
 

 
①
 
広
域
緑
地
(普
天
間
公
園
等
)の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
 

                 
今
後
は
、
道
路
な
ど
の
公
共
施
設
の
配
置
に
あ
わ
せ
て
、
詳
細
な

範
囲
を
決
定
す
る
。
 

さ
ら
に
、
1
3
0
か
ら
1
7
0
h
a
に
あ
わ
せ
る
。
 

西
側
ゾ
ー
ン
 

東
側
ゾ
ー
ン
 

並
松
街
道

緑
拠
点

緑
拠
点

緑
拠
点

緑
拠
点

緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

・
 
跡
地
の
都
市
的
土

地
利
用
に
付
加
価

値
を
高
め
る
た
め

 
・
 
跡
地
全
体
で
緑
の

豊
か
さ
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め

 
・
 
戦
後
樹
林
化
し
た

緑
地
に
配
慮
し
て

位
置
や
形
を
決
め

る
 

水
系
保
全
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ゾ
ー
ン
 

水
系
保
全
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ゾ
ー
ン



  

125

2
8
 

 
②
 
各
ゾ
ー
ン
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
等
再
確
認
と
各
ゾ
ー
ン
の
位
置
づ
け
 

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
評
価
要
因

 
－

 

自
然
環
境

 
歴
史
・
文
化

 

 

地
 
形

 
洞
窟
及

び
水
系

 
水
盆

洞
穴
・

湧
水

 
緑
地
・
樹
林

地
 

並
松

街
道

集
村

 
選
定
さ
れ
た
遺

跡
 

 
沖
縄
振
興

 
位
置
づ
け

 

東
側
ゾ
ー
ン

◎
谷
底
低
地

 
○
丘
陵
斜
面

 
◎

 
－

 
◎
集
積

○
点
在

◎
S2

0
か

つ
現
在

 
○
戦
後

 
◎

 
○
宜
野

湾
 

○
神
山

 

◎
宜
野
湾
ク
シ
ヌ

ウ
タ
キ

 
◎
赤
道
渡
呂

 
○
神
山
ラ
テ
ガ
マ

 

 

都
市
的
土
地
利
用
に
近

接
す
る
。

 
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
と
し
て
沖
縄
振
興

に
も
資
す
る
。

 

主
に
、
沖
縄
の
自
然

環
境
、
歴
史
・
文
化

を
保
全
活
用
す
る

ゾ
ー
ン

 

西
側
ゾ
ー
ン

○
丘
陵
斜
面

 
◎

 
○

 
◎
集
積

◎
 

－
 

－
 

－
 

 

地
域
振
興
の
た
め
周
辺

土
地
利
用
と
の
連
携
を

図
り
、
振
興
策
と
し
て
公

園
機
能
を
誘
致
す
る

 

自
然
環
境
の
保
全

と
と
も
に
、
主
に
施

設
を
配
置
す
る
ゾ

ー
ン

 

並
松
街
道

 
○

(一
部

) 
―

 
－

 
－

 
－

 
◎

 
－

 
－

 
 

緑
に
囲
ま
れ
た
都
市
的

土
地
利
用
を
印
象
付
け

る
 

沖
縄
の
自
然
環
境
、

歴
史
・
文
化
を
保
全

活
用
す
る
と
と
も

に
、
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
形
成
す
る

ゾ
ー
ン

 
水
系
保
全
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ゾ
ー
ン

 
○

(一
部

) 
◎

 
－

 
◎

 
○

 
◎

 
－

 
－

 
 

緑
拠
点

 
○

(一
部

) 
－

 
○

 
( 一
部

)
－

 
◎

 
－

 
○
新
城

 
◎
新
城
古
集
落

(屋
敷
林

) 
 

緑
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

 
○

(一
部

) 
－

 
○

 
( 一
部

)
○

 
○
戦
後

 
－

 
－

 
－

 
 

緑
に
囲
ま
れ
た
都
市
的

土
地
利
用
を
印
象
付
け

る
 

水
系
保
全
の
た
め

の
透
水
性
の
確
保

と
、
緑
の
ミ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
形
成
す
る

ゾ
ー
ン
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５
．
 
公
園
機
能
の
配
置
と
都
市
的
土
地
利
用
と
の
連
携
の
イ
メ
ー
ジ
 

(１
) 

 公
園
機
能
の
配
置
 

             

西
側
ゾ
ー
ン
 

東
側
ゾ
ー
ン
 

並
松
街
道

緑
拠
点

 
世
界
植
物
園

(施
設

) 
 
地
球
環
境
学
習
施
設
、
機
能

 
 
医
療
、
医
薬
、
福
祉
機
能

 
 
多
目
的
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
、
国
際
交
流
施
設

 
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
、
記
念
館
、
学
習
機
能

 
 
観
光
科
学
機
能

 
 
防
災
拠
点
施
設
等
広
域
防
災
拠
点
機
能

 
 
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

(実
験
、
活
用
施
設

) 
 
生
物
多
様
性
緑
地
の
再
生

 
 
多
目
的
広
場

 
【
公
園
利
用
者
イ
メ
ー
ジ
】

 
・
 
海
外
技
術
者

 
・
 
観
光
客

 
・
 
県
民
、
市
民

 

【
全
体
】

 
 
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

 
 
緑
地
の
保
全

 
【
公
園
利
用
者
イ
メ
ー
ジ
】

 
・
 
観
光
客

 
・
 
県
民
、
市
民

 
 

 
歴
史
文
化
資
料
館

 
 
洞
穴
探
索
路

 
 
生
物
多
様
性
緑
地
の
再
生

 
 
段
丘
地
形
、
洞
穴
、
洞
窟
・
地
下
水

系
の
保
全

 
 
文
化
財
の
保
全

 
【
公
園
利
用
者
イ
メ
ー
ジ
】

 
・
 
観
光
客

 
・
 
県
民
、
市
民

 

 
並
松
街
道
の
再
生

 
【
公
園
利
用
者
イ
メ
ー
ジ
】

 
・
 
観
光
客

 
・
 
周
辺
就
業
者
、
居
住
者

 
・
 
県
民
、
市
民

 

 
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

 
 
散
策
路
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

 
 
広
い
・
緑
の
歩
道
、
緑
道
空
間

 
【
公
園
利
用
者
イ
メ
ー
ジ
】

 
・
 
周
辺
就
業
者
、
居
住
者

 
・
 
市
民

 

【
そ
の
他
機
能
】

 
 
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設

 
 
運
動
施
設

 
【
公
園
利
用
者
イ
メ
ー
ジ
】

 
・
 
県
民
、
市
民

 
・
 
国
内
外
競
技
者
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(２
) 

 公
園
機
能
と
都
市
機
能
の
連
携
の
イ
メ
ー
ジ
 

                     
・
 
公
園
・
緑
地
に
囲
ま
れ
た
、
住
宅
地

 
・
 
住
宅
地
内
に
は
、
洞
穴
、
湧
水
、
文
化
財
が

保
全
・
活
用
さ
れ
る
小
公
園
が
点
在
す
る

 

西
側
ゾ
ー
ン
 

東
側
ゾ
ー
ン
 

並
松
街
道

緑
拠
点
 

中
部
縦
貫
道
路
(位
置
、
構
造
は
未
確
定
) 公
共
交
通
機
関
(鉄
軌
道
・位
置
、
構
造
は
未
確
定
)

宜
野
湾
横
断
道
路
(位
置
、
構
造
は
未
確
定
) 

・
 
最
先
端
医
療
・
医
薬
・
福
祉
関
係
機
能

 
・
 
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
研
究
開
発
機
能

・
 
そ
の
他
先
端
技
術
等
、
研
究
開
発
機
能

 

・
 
公
園
・
緑
地
に
囲
ま
れ
た
、
商
業
、
業
務
機

能
 

・
 
か
つ
て
の
集
落

(神
山
等

)の
位
置
で
の
、
現

代
生
活
に
あ
っ
た
、
環
境
共
生
型
の
伝
統
的

村
落
景
観
の
再
生
・
活
用・
 
公
園
・
緑
地
に
囲
ま
れ

た
、
住
宅
地

 
・
 
住
宅
地
内
に
は
、
洞
穴
、

湧
水
、
文
化
財
が
保

全
・
活
用
さ
れ
る
小
公

園
が
点
在
す
る
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６
．
 
広
域
緑
地
(普
天
間
公
園
等
)の
コ
ン
セ
プ
ト
、
基
本
方
針
 

 
(１
) 

 コ
ン
セ
プ
ト
 

 
亜
熱
帯
島
し
ょ
海
洋
性
気
候
に
育
ま
れ
た
、
水
、
緑
を
保
全
・
再
生
す
る
と
と
も
に
、
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
文
化
を
復
元
・
継
承
し
、

新
た
な
環
境
共
生
の
く
ら
し
と
“
イ
チ
ャ
リ
バ
チ
ョ
ー
デ
ー
”
(
多
文
化
共
生
)
の
心
を
世
界
に
発
信
す
る
 

 

 【コ
ン
セ
プ
ト
趣
旨
】 

 普
天
間
飛
行
場
は
、
沖
縄
戦
で
集
落
や
農
地
を
接
収
し
て
建
設
し
た
も
の
で
、
以
来
６
０
年
余
に
わ
た
り
米
軍
飛
行
場
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
。
沖
縄
中
南
部
都
市

圏
の
中
央
に
あ
り
、
ま
わ
り
は
密
集
市
街
地
に
囲
ま
れ
、
宜
野
湾
市
の
都
市
構
造
を
歪
な
も
の
に
し
て
い
る
が
、
都
市
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

同
飛
行
場
の
地
域
特
性
は
、
亜
熱
帯
島
し
ょ
海
洋
性
気
候
の
琉
球
石
灰
岩
台
地
に
位
置
し
、
地
下
に
は
鍾
乳
洞
や
地
下
水
脈
が
発
達
し
て
い
る
と
と
も
に
、
琉
球

文
化
の
遺
産
で
あ
る
埋
蔵
文
化
財
や
沖
縄
特
有
の
豊
か
な
植
生
・
生
態
系
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
 

普
天
間
飛
行
場
の
跡
地
利
用
は
、
沖
縄
県
の
県
土
再
編
並
び
に
宜
野
湾
市
の
都
市
構
造
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
広
域
緑
地
(普
天
間
公

園
等
)は
、
平
和
希
求
の
シ
ン
ボ
ル
の
役
割
を
担
い
つ
つ
、
豊
か
な
自
然
環
境
、
恵
ま
れ
た
水
系
環
境
に
育
ま
れ
て
き
た
か
つ
て
の
沖
縄
ら
し
い
環
境
・
歴
史
・
文
化
を

保
全
、
再
生
、
活
用
し
、
未
来
に
継
承
し
つ
つ
、
新
た
な
持
続
発
展
可
能
な
環
境
共
生
型
の
都
市
づ
く
り
を
導
く
も
の
で
あ
る
。
 

そ
れ
は
、
将
来
の
沖
縄
の
生
活
・
振
興
と
融
合
し
、
跡
地
利
用
と
市
内
・
県
内
の
機
能
連
携
を
図
り
新
た
な
交
流
、
万
国
津
梁
に
資
す
る
沖
縄
ら
し
い
美
ら
島
づ
く
り
、

多
文
化
共
生
の
場
と
し
て
整
備
す
る
。
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 【
参
考
】
 

 ○
世
界
に
開
か
れ
た
”
美
ら
島
『
ね
た
て
の
環
境
水
系
都
市
づ
く
り
』
”
が
沖
縄
の
歴
史
を
創
り
未
来
を
ひ
ら
く
 

  ○
水
、
緑
、
文
化
、
歴
史
の
再
生
と
地
域
の
魂
（
ｱ
ｲ
ﾃ
ﾞﾝ
ﾃ
ｨﾃ
ｨ、
ﾏ
ﾌ
ﾞｲ
）
の
継
承
が
、
時
空
を
超
え
た
ア
ジ
ア
の
交
流
拠
点
を
形
成
し
、
沖
縄

の
未
来
を
切
り
拓
く
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(２
) 

 基
本
方
針
(案
) 

 
【
自
然
環
境
】
 

 

①
 
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
 

・
 
周
辺
の
緑
地
帯
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
考
慮
し
、
現
況
の
緑
地
を
可
能

な
限
り
保
全
・
活
用
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形

成
に
必
要
な
緑
地
の
整
備
を
進
め
る
。
 

・
 
中
南
部
都
市
圏
に
お
け
る
「
緑
の
回
廊
」
の
整
備
に
つ
な
げ
る
。
 

・
 
普
天
間
飛
行
場
の
区
域
内
に
は
、
琉
球
石
灰
岩
カ
ル
ス
ト
台
地
の
段
丘

地
形
の
縁
辺
部
に
多
数
の
洞
穴
・
湧
水
の
分
布
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
地
区
固
有
の
自
然
環
境
に
つ
い
て
保
全
す
る
。
 

・
 
沖
縄
の
特
徴
的
な
洞
穴
、
洞
窟
及
び
地
下
水
系
が
発
達
し
て
い
る
区
域

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
保
全
を
す
る
た
め
に
、
そ
の
地
盤
環
境
に
配

慮
し
た
公
園
区
域
を
設
定
す
る
。
 

・
 
湧
水
に
つ
い
て
は
、
普
天
間
飛
行
場
の
区
域
外
に
も
多
数
分
布
し
て
お

り
、
本
地
区
が
そ
の
水
源
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
保
全
に
も
努
め

る
。
 

・
 
か
つ
て
の
国
指
定
天
然
記
念
物
で
あ
っ
た
、
琉
球
王
国
の
宿
道
で
あ
る

松
並
木
の
「
琉
球
歴
史
回
廊
」
と
し
て
再
生
（
復
元
）
す
る
。
な
お
、

幅
員
等
に
つ
い
て
は
、
往
時
の
規
格
に
必
ず
し
も
こ
だ
わ
ら
ず
、
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
す
る
。
 

・
 
自
然
環
境
の
保
全
、
復
元
・
再
生
に
よ
り
、
時
間
と
と
も
に
風
景
や
景

観
の
価
値
が
高
ま
る
「
価
値
向
上
型
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
、
公
園
緑
地

の
整
備
に
よ
っ
て
推
進
す
る
。
 

 

②
 
自
然
環
境
と
人
間
の
共
生
 

・
 
基
地
返
還
跡
地
に
残
る
自
然
緑
地
を
可
能
な
限
り
保
全
・
活
用
し
、
緑

豊
か
な
都
市
環
境
の
創
出
を
図
り
、
都
市
地
域
に
お
け
る
周
辺
と
人
間

の
共
生
環
境
の
再
生
に
取
り
組
む
。
 

・
 
腰
当
森
（
ク
サ
テ
ム
イ
）
や
屋
敷
林
を
持
つ
、
戦
前
ま
で
の
伝
統
的
村

落
景
観
の
集
落
構
造
を
踏
ま
え
、
環
境
と
共
生
し
た
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
（
自
然
環
境
と
都
市
の
融
合
）
を
公
園
緑
地
の
整
備
に
よ
っ

て
推
進
す
る
。
 

・
 
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
循
環
型
社
会
形
成
を
リ
ー
ド
す
る
環
境

技
術
の
開
発
・
活
用
の
場
を
提
供
し
、
「
低
炭
素
島
し
ょ
社
会
」
の
実

現
を
推
進
す
る
。
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【
歴
史
・
文
化
】
 

 
③
 
文
化
財
の
保
全
・
活
用
 

・
 
普
天
間
飛
行
場
の
区
域
内
に
は
、
琉
球
文
化
の
遺
産
で
あ
る
貴
重
な
文

化
財
が
多
数
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
保
全
・
活
用
を
推
進
す
る
。
 

・
 
近
世
琉
球
の
伝
統
的
な
集
落
跡
や
御
嶽
等
の
文
化
的
景
観
（
村
落
景

観
）
は
、
松
並
木
の
宿
道
と
あ
わ
せ
て
保
全
・
再
生
す
る
こ
と
に
よ
り
、

琉
球
文
化
と
地
域
住
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
継
承
に
繋
げ
る
。
 

・
 
そ
の
一
方
で
、
沖
縄
ら
し
い
美
し
い
町
並
み
と
し
て
伝
統
的
な
村
落
景

観
を
再
生
し
、
観
光
資
源
の
と
し
て
活
用
す
る
。
 

 

【
沖
縄
振
興
】
 

 
④
 
国
際
交
流
の
拠
点
の
形
成
（
２
１
世
紀
の
万
国
津
梁
）
 

・
 
東
ア
ジ
ア
の
中
心
に
位
置
す
る
優
位
性
を
活
か
し
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

地
域
等
と
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
情
報
・
文
化
等
の
交
流
を
促
進
す
る
た
め
、

多
く
の
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
開
催
が
可
能
な
施
設
を
設
置
す
る
。
 

 
⑤
 
周
辺
土
地
利
用
と
の
連
携
(地
域
振
興
に
資
す
る
) 

・
 
自
然
豊
か
な
人
々
の
憩
い
や
交
流
の
空
間
を
創
出
し
、
周
辺
の
土
地
利

用
に
付
加
価
値
を
与
え
る
た
め
、
都
市
空
間
と
融
合
し
た
公
園
と
し
て

整
備
す
る
。
（
自
然
環
境
と
都
市
の
融
合
）
 

   ・
 
特
に
、
基
地
返
還
跡
地
に
お
い
て
は
、
各
種
研
究
機
関
の
集
積
促
進
が

図
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
研
究
機
関
の
活
動
拠
点
に

ふ
さ
わ
し
い
優
れ
た
環
境
の
形
成
を
公
園
緑
地
の
整
備
に
よ
っ
て
推

進
す
る
。
 

・
 
ま
た
、
基
地
返
還
を
機
に
、
海
岸
沿
い
や
急
傾
斜
地
に
あ
る
都
市
機
能

を
津
波
等
の
リ
ス
ク
回
避
に
も
配
慮
し
、
普
天
間
飛
行
場
へ
の
再
編
を

検
討
し
、
そ
の
上
で
公
園
緑
地
と
の
機
能
連
携
を
図
る
も
の
と
す
る
。
 

 
⑥
 
平
和
希
求
 

・
 
米
軍
基
地
の
存
在
や
そ
の
原
因
と
な
っ
た
戦
争
及
び
接
収
の
歴
史
を

伝
え
、
こ
れ
か
ら
の
平
和
に
つ
い
て
学
習
す
る
施
設
を
設
置
し
、
平
和

を
尊
ぶ
心
を
醸
成
し
、
国
際
交
流
に
よ
る
平
和
協
力
を
推
進
す
る
場
と

す
る
。
 

 
【
そ
の
他
】

 
⑦
 
広
域
防
災
拠
点
 

・
 
沖
縄
本
島
中
南
部
都
市
圏
の
広
域
防
災
拠
点
と
し
て
、
地
域
の
避
難
所

や
物
資
補
給
基
地
等
の
機
能
を
整
備
す
る
。
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 国
営
公
園
と
し
て
の
検
討
 

 
広
域
緑
地
（
普
天
間
公
園
等
）
は
、
亜
熱
帯
島
し
ょ
海
洋
性
気
候
に
育
ま
れ
た
戦
前
の
自
然
環
境
、
歴
史
・
文
化
、
く
ら
し
を
保
全
、
再
生
す
る
だ
け
で
な
く
、

全
世
界
に
新
た
な
環
境
共
生
の
形
を
発
信
す
る
公
園
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
公
園
は
全
国
に
も
類
は
な
く
、
国
際
的
な
モ
デ
ル
と
し
て
国
営
公
園

と
位
置
づ
け
る
意
義
は
大
き
い
。

 
ま
た
、
沖
縄
に
お
い
て
は
、
戦
後
か
ら
今
日
ま
で
米
軍
へ
提
供
さ
れ
て
き
た
沖
縄
本
島
中
南
部
に
お
け
る
米
軍
基
地
の
大
規
模
返
還
が
、
本
土
復
帰
の
一
環
と

い
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
沖
縄
の
復
帰
を
記
念
す
る
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
沖
縄
記
念
公
園
普
天
間
地
区
」
に
位
置
づ
け
た
い
。
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７
．
 
今
後
の
課
題
 

 
①
 
洞
窟
、
水
系
、
文
化
遺
産
等
の
位
置
、
構
造
、
都
市
全
体
へ
の
水
系
へ
の
影
響
等
の
詳
細
調
査
か
ら
、
公
園
・
緑
地
、
都
市
的
土
地

利
用
へ
の
反
映
 

 
②
 
公
共
交
通
、
道
路
等
の
交
通
関
係
の
計
画
と
の
整
合
 

 
③
 
振
興
拠
点
等
へ
の
機
能
誘
致
 

 
④
 
県
全
体
の
機
能
連
携
、
他
の
跡
地
利
用
と
の
調
整
 

 
⑤
 
沖
縄
県
及
び
宜
野
湾
市
の
防
災
計
画
と
の
整
合
 

 
⑥
 
宜
野
湾
市
全
体
の
都
市
機
能
の
再
編
 

 
⑦
 
自
然
環
境
の
保
全
に
向
け
た
、
土
地
利
用
に
係
る
制
限
、
ル
ー
ル
づ
く
り
 

 



  

134

3
7
 

       


